


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度指定 スーパーグローバルハイスクール 

 

 

研究報告書・第２年次 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

 

学校法人 創価学園 

 

  



 

 

内容 

1.  総論  １  

A) はじめに ......................................................................................................... １ 

B) 完 了報 告 書  .................................................................................................... 2  

2.  グローバル･シチズンシップ･プロジェクト（GCP） 10 

A) 概要  ............................................................................................................ 10 

B) SDGｓを学 ぶ（１年生）  ..................................................................................... 12 

C） 貿 易ゲーム（１年 生）  ...................................................................................... 16 

D) 「環 境問 題 」のつながりを知 る（１年 生 ）  ............................................................... 19 

E） 世 界がもし 100 人の村 だったら（1 年生 ） ............................................................ 22 

F) 模 擬 教育 援 助会 議 （1 年 生 ） ............................................................................ 25 

G) 核 兵器 廃絶 に向 けて（２年 生 ）  .......................................................................... 28 

H) レイテ島 決戦 から戦争 とは何かを知る（２年生 ）  .................................................... 30 

I） 異 文化 理解 （２年生）  ...................................................................................... 33 

J) ルワンダ内 戦から現代 紛 争 を考 える（２年 生）  ....................................................... 36 

K) 人権 すごろく（２年生）  ...................................................................................... 39 

L) 模 擬 国連 ① COP21 （３年 生 ） ......................................................................... 44 

M) 模 擬 国連  ②核 兵器 禁 止条 約  （３年 生 ） ........................................................... 46 

N） ファイナル・プロジェクト （３年生 ） ...................................................................... 49 

O) SDGs カードゲーム（３年 生 ） ............................................................................. 54 

3.  グローバル・リーダース・プログラム（GLP） 55 

A) 概 要 ・年間 スケジュール ................................................................................... 55 

B) クリティカル・イシューズ・フォーラム（ＣＩＦ）  ............................................................ 58 

C) CTBTO サイエンスアンドテクノロジーカンファレンス(SnT) ....................................... 60 

D) G20 高校 生 向け国際 会 議  ............................................................................... 61 

E) ゲスト講 義および都内 フィールドワーク  ................................................................ 62 

F) プレゼンスキル（学 園祭 ポスターセッション・英語 プレゼン）  ....................................... 64 

G) 英 字新 聞の取り組み  ...................................................................................... 66 

H) 映 像 制作 の取 り組み  ...................................................................................... 67 

Ｉ) 評 価 と分析  .................................................................................................... 68 

4.  言語技術  70 

Ａ） 概 要 ・年 間 スケジュール .................................................................................. 70 

Ｂ） 学 習 ・トレーニング内 容  ................................................................................... 72 

Ｃ） 評 価  ........................................................................................................... 86 

Ｄ） 成果 および今後 の課 題  .................................................................................. 89 

5.  フィールドワーク 93 

A） カリフォルニア ............................................................................................... 93 

B) 岩 手  ............................................................................................................ 96 



 

 

C) 広 島  ............................................................................................................ 98 

D) 沖 縄  ........................................................................................................... 100 

E) JICA 地 球ひろば（市ヶ谷 ） .............................................................................. 103 

F) 国 立 ハンセン病資 料館 （東 村山 ）  ...................................................................... 104 

6.  グローバルセミナー 106 

7.  語学活動  109 

A) 英字 新 聞(GCP） ........................................................................................... 109 

B) イングリッシュキャンプ  .................................................................................... 110 

C) スカイプ英 会話  ............................................................................................. 112 

D) クリティカル・ライティング・センター ..................................................................... 113 

8.  時間管理手帳  117  

9.  評価と分析  119  

A) アンケートと分 析  ........................................................................................... 119 

B) 中 間報 告 会・活 動報 告 会 ・評 価 （声 ） ................................................................ 124 

C) 運 営 指導 委 員会  .......................................................................................... 128 

10.  関係資料  136 

①  ２０１７年度カリキュラム表  136 

②  目標設定シート 137 

③  英字新聞（ＧＬＰ） 139 

④  英字新聞（ＧＣＰ） 143 

 

  



 

- １ - 

 

1. 総論  

A) はじめに 

創価高等学校 校長 木下清一  

 

 本校は、1968 年に「日本の未来を担い、世界の文化に貢献する有為の人材を輩出すること」を

目指し、「健康な英才主義」「人間性豊かな実力主義」の教育方針のもと中学高校の男子校として

開校し、小中高の一貫教育が整った 1982 年より男女共学となり、そして昨年 11 月には学園創立

50 周年を迎え、現在に至っています。これまで半世紀にわたって、日本はもとより世界で活躍する幾

多の人材を輩出してきました。  

2014 年には、創価学園のミッション「創造性豊かな世界市民の育成」を策定し、「世界の平和と

文化に貢献する実力ある人間主義のリーダーの育成」（東京・創価学園の目指す教育）を実現すべ

く、SGH への挑戦を開始しました。翌年 SGHA の認定を受け、「『世界を知る  私を知る ～世界の

平和のために私は何ができるか～』との課題を設定し、全校生徒対象のＧＣＰ（Global Citizenship 

Project）と希望者の中から選抜された生徒で研究に取り組むＧＬＰ（Global Leaders Program）を

二つの柱にした探究型学習に取り組みました。これらの取り組みとその成果をもとに 2016 年度の構

想調書を作成・提出し、最後の認定の年となった一昨年の 3 月、114 校の申請のなかからわずか 11

校の認定という厳しい状況のなか、認定を勝ち取ることができました。  

本校は、そのグローバル人材像を「創価の精神の根本である『生命尊厳の思想』をもって、世界平

和に貢献する『地球規模課題の解決』に寄与できる人材」と定め、「言語技術を磨き、地球規模課

題解決に取り組む能力育成プログラム」とのＳＧＨ研究開発構想のもと、①「コミュニケーション能力を

備えた人材の育成」をはかる全校生徒を対象にした「言語技術」教育  ②全校生徒を対象にした探

究型学習プログラム「ＧＣＰ」（Global Citizenship Project） ③希望者の中から選抜された生徒対

象に行い、全校の取り組みのパイロットケースとしている「ＧＬＰ」（Global Leaders Program）を３本

の柱として進めてまいりました。２年目となる 2017 年度は、11 月 25 日には、生徒代表によるＧＣＰと

ＧＬＰの活動報告、ポスターセッションによる国内外のフィールドワークの報告、そして卒業生による高

大接続と３年生で実施したファイナル・プロジェクトの報告を中心とした「中間報告会」を、２月 1７日

には全校生徒のマイムマネジメントの取り組みで、「手帳甲子園 2017・手帳活用部門」で最優秀賞

を受賞した生徒による成果報告、３本柱の「言語技術」「ＧＣＰ」「ＧＬＰ」それぞれの活動報告を中心

とした「第２年次活動報告会」を実施しました。本報告書は、この 1 年間の取り組みをまとめたもので

あります。ご一読頂いた皆様よりご指導賜りますようよろしくお願い申し上げます。  

最後になりますが、ご指導いただいている運営指導委員の無藤隆先生（白梅学園大学大学院特

任教授・文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程副部会長）、遠藤誠治先生

（成蹊大学教授・日本国際政治学会  理事）、村上清先生（岩手大学学長当別補佐・陸前高田市

参与）をはじめ、提携していただいているカリフォルニア大学アーバイン校・アメリカ創価大学をはじめ

とする国内外の大学、国際連合大学・ミドルベリー国際大学院モントレー校ジェームズ  マーティン不

拡散研究所などの国際機関、研究機関や各企業、さらに交流いただいている那覇国際高校、関西

創価高校などの SGH 校や各学校の皆様に深く感謝申し上げるとともに、引き続きのご指導をよろし

くお願いいたします。 
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B) 完了報告書 
 

 
文部科学省初等中等教育局長 殿 

 
 

住所    東京都小平市たかの台２番１号 
管理機関名 学校法人 創価学園 
代表者名   理事長  原田 光治  印 

 
 
平成２９年度スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告書を，下記により提

出します。 
 

記 

 

１ 事業の実施期間 

   平成２９年 ６月 １日（契約締結日）～平成３０年 ３月３０日 

 

２ 指定校名 

   学校名  創価高等学校 

   学校長名 木下 清一 

 

３ 研究開発名 

   言語技術を磨き、地球規模課題解決に取り組む能力育成プログラム  

 

４ 研究開発概要 

〇【言語技術】 

日本語と英語を往還させ、言語技術に裏打ちされた論理的・批判的思考力の育成  

〇【グローバル・リーダーズ・プロジェクト（GCP）】 

全校生徒を対象に、探究型学習による地球規模課題の理解力の育成 

〇【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

選抜生徒を対象に、英語を中心とした高度な批判的思考力、協調的問題解決力を有した  

リーダーの育成 

 

５ 管理機関の取組・支援実績  

（１）実施日程 

 

業務項目 実施日程 

 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

１
月 

２
月 

３
月 

 
 〇    〇    〇  

 

（２）実績の説明 

〇「言語技術」は、年次進行でカリキュラムに組み込み、本年は１、２年生を対象に実施した。

１年生は週１時間全員を対象に行い、２年生は総合クラス（８クラス中の６クラス）を対象に
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週１時間の授業を行った。 

〇「ＧＣＰ」は学年ごとのテーマを定め、全校生徒を対象に実施した。  

〇「ＧＬＰ」は高校２・３年生の希望者から１６名を選抜し、火曜日と金曜日の放課後の時間を

基本に、プログラムを実施した。 

〇運営指導委員会を２回開催した。第１回は１１月２５日の SGH 中間報告会の後、村上清氏の出

席のもと、学園長、校長他管理職と SGH 中心者が出席し、意見交換の上、助言を受けた。第２

回は、２月１７日の SGH 活動報告会の後に開催し、無藤隆氏、遠藤誠治氏、村上清氏より助言

を受けた。また６月には管理機関担当者が出席し、ＳＧＨ運営会議を開催した。 

〇運営指導委員会、研究発表会、学園祭、さらにはＧＣＰ企画の際には、管理機関より創価教育

センター長はじめ担当者が参加し、研究開発の様子と進捗状況を確認し、意見交換を行った。  

〇１０月に行われた学園祭においては、国内外のフィールドワークのポスターセッションを行っ

た。 

〇１０月の中間報告会、２月の活動報告会では、ＳＧＨの取り組みの授業公開を行った。授業は

学校関係者等が参観し、それぞれから意見をもらった。  

〇ホームページにＳＧＨ特設サイトを開設し、情報発信ができるように努めた。  

 

６ 研究開発の実績 

（１）実施日程 

業務項目 実施期間（２９年６月１日 ～３０年３月３０日） 

 
４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10 

月 

11

月 

12

月 

１
月 

２
月 

３
月 

言語技術 
 

         
 

 

ＧＣＰ 
 

         
 

 

ＧＬＰ 
 

         
 

 

フィールドワーク 〇 〇  〇 〇      〇  

グローバルセミナー 〇  〇      〇  〇  

英字新聞作成 
 

     〇 〇 〇 〇 〇  

イングリッシュ・キャンプ  
 

      〇   
 

 

海外高校生との交流  
 

         
 

 

国内高校との交流             

オンライン英会話 
 

         
 

 

タイムマネージメント指導  
          

 
 

 

（２）実績の説明 

〇【言語技術】（学校設定科目として週１時間の授業を実施） 

〈１年生〉 

以下の３つの技術を日本語と英語でトレーニングした。 

①「対話」の技術…｢結論を先に言う｣｢意見と理由を１セットで発言する｣｢５Ｗ１Ｈで対話の中身を
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具体的にする｣等の質問･応答･反論･交渉の効果的な方法。 

②「作文」の技術…パラグラフの書き方。接続語を工夫し文と文のつながりを持たせる書き方。事

実と意見を立て分け論理的で説得力のある文章の書き方。 

③「情報伝達」の技術…｢情報を整理分類する｣｢ラベリングする｣｢空間的･時間的秩序の原則｣等、分

かりやすく情報を伝える方法。 

※１年間ＧＣＰで学んだ内容をもとに、1000 字の小論文作成のための指導を行った。 

※高校生活のキャリアデザインを文章化する「パーソナル・エッセイ」作成の指導を行った。 

※課題作文に関しては、１年間で日本語が１５本ほど、英語で５本ほど書かせ、教員が一人ひと

り丁寧に添削･コメントし、フィードバックした。 

〈２年生〉 

以下の３つの技術を日本語と英語でトレーニングした。 

①「情報分析」の技術…対象物としての絵やテクストに書かれた情報を証拠として取り上げ、それ

らを総合して解釈を示す方法。彼我の間に潜む暗黙知(warrant)の確認。 

②「認知」の技術…絵・テクストを用い、１つの対象物に対して複数の視点に立つ方法。 

③「議論」の技術…論理の組み立て方・立論の立て方・反論の方法・ディベートの実践。 

※「議論」の技術をもとに、ＧＣＰ企画「人権ディベート」を３学期に行った。 

※校内の進路指導部と連携し、大学の志望理由書作成の指導を行った。 

※修学旅行先の青森県について研究し、ポスターセッションを行った。 

〈その他〉 

①生徒に毎時間、授業で学んだことを記入・ファイリングさせ、ポートフォリオを作成させた。  

②担任教員が言語技術の授業に毎回一緒に参加し、教員自身の言語運用能力の向上に努めた。 

③創価中学校、東京創価小学校において「言語技術」の内容を取り込んだ授業を実施した。 

④創価大学で論文作成指導をしている教員に授業を見てもらい、指導・助言をいただいた。 

⑤学園祭のメイン展示会場、校外の方を対象とした教育公開講座、オープンキャンパスにて、模擬

授業を実施した。 

 

〇【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】（全校生徒対象の SGH プロジェクト） 

①１年生は「SDGs、環境、貧困」を、２年生は「戦争、冷戦後の紛争、人権」を、３年生は「国際

パートナーシップ（模擬国連）」をテーマに設定し、地球規模課題に対する探求学習を進めた。  

②学期に２回（５月、６月、１０月、１１月、１月、２月）、GCP 企画の時間を設け、運営は各ク

ラスの希望者で構成された GCP リーダーによって実施された。 

③３年生は、GCP 企画の総括として各自が SDGｓからテーマを設定して課題研究を行う「ファイナ

ル・プロジェクト（Final Project）」に取り組んだ。また、その成果を日本語・英語の二言語のポ

スターと論文にまとめ、ポスターセッションを実施した。  

④２年生の３学期企画「人権ディベート」は活動報告会にて公開した。  

⑤７月のオープンキャンパスで GCP 企画「貿易ゲーム」を、学外の来校者対象に実施した。  

 

 〇【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】（選抜生徒１６人対象の SGH プログラム） 

毎火金の１８時～１９時３０分に、SGDs のテーマと関連づけながら、各グループが設定した仮説

をもとに、地球規模課題に関する探究型学習を行った。  

①地球規模課題に関する議論と講義に加え、アクティブラーニングやプレゼンスキルを活用した探
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究型学習を実施し、問題の理解と論理的な議論を展開した。  

②沖縄とカリフォルニアで実施されたフィールドワークでは事前に仮説を設定し、論証のために必

要なアンケート調査を実施し、論理的・批判的思考を高めた。 

③報告会は英語での実施を基本とし、Skype や YouTube などの SNS を利用して海外との交流や情報

発信を行った。 

④GLP を通じて学んだことをメッセージとした映像作品を制作し、英語化した上で YouTube を通じ

て、世界に発信した。 

⑤研究成果をまとめて英字新聞を作成し、ＳＧＨ校はじめ、関係各所に配布した。 

 

 〇【その他】 

①国内外フィールドワーク（全校生徒より希望者）：GCP、GLP で定めた各テーマに則り、カリフ

ォルニア、沖縄、広島、岩手、東京（国連大学、国立ハンセン病資料館、JICA 等）で行った。そ

こで学んだ内容を、１０月に行われた学園祭等において、ポスターセッションにて発表した。ま

た、長崎で行われた CIF（Critical Issues Forum）に参加した。 

②グローバルセミナー（全校生徒対象のセミナー）：国内外から著名な識者を招聘し希望者を対象

としたセミナーを開催した。４月１回、６月１回、１２月１回、２月２回と５回行った。  

③イングリッシュ・キャンプ（全校生徒より希望者）：創価大学にて１泊２日で実施した。留学生

と３，４人ずつのグループを構成し、日本文化に関する英語によるポスターセッションを行った。 

 

７ 目標の進捗状況、成果、評価 

【言語技術】 

①年度末に１、２年生全員にアンケートをとった。対話・作文・情報伝達の各技術を学んだ１年生

は、９０％以上の生徒が、それらの技術の重要性を実感している。情報分析・認知・議論の各技術

を学んだ２年生は、８０％以上の生徒が、それらの技術の重要性を実感している。また、同アンケ

ートにおいて「日本語で学んだ言語技術を英語の授業で活用できた」と回答した生徒は１年生で

７９％、２年生で８２％いた。さらに「全体の構造や、つなぎの言葉を意識しながら、英語のパラ

グラフを書けるようになった」と回答した生徒は１年生で７３％、２年生で８３％いた。いずれも

１年生より２年生の割合の方が高くなっており、２年間の「言語技術」のトレーニングの成果が出

ていると言える。 

②生徒には毎回の授業で「学んだこと」と「それらをどのような場面で活用できるか」ということ

を記録・ファイリングさせた。これにより生徒は学びの履歴をいつでも振り返ることができ、他の

授業や行事において、ファイルを見返しながら身につけた技術を活かそうとする生徒の姿も見ら

れた。実生活に活かせるポートフォリオの作成ができた。  

③言語技術の成果は、英作文にも表れている。第 3 回英検２級合格者の CSE スコアにおいて、リー

ディングでは１年生よりも 3 年生の方が高い得点であったが、ライティングにおいては１年生の

方が高い得点となった(３年 532、１年 557)。 

④言語技術の授業に担任教員が毎回参加するようになり、「言語技術」教育の取り組みが全校的な

ものになった。各担任教員が担当する教科やＬＨＲで「言語技術」を活用する流れもできた。一例

を挙げると、英語の授業では、視点を変更して教材の文章を書き換える取り組みや、教科書に書か

れている客観的な事実をもとに、自分の意見をパラグラフで書く取り組みを行った。地歴公民の

授業では、教科書や資料集に掲載されている図表や風刺画を分析する取り組み（分析の技術）や、
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立場が対立する事件について視点を変えて考察する取り組み（認知の技術）を行った。理科の授業

では、実験の意図を説明（説明の技術）させたり、実験手順を経過型パラグラフで書かせたり（作

文の技術）した。 

⑤創価中学校・東京創価小学校においても｢言語技術｣の取り組みが始まったことにより、小中高１

２年間の「言語技術」教育のカリキュラムを検討・作成する委員会が立ち上がった。  

⑥創価大学の初年次必修科目である「学術論文作法」を担当する教員と授業参観の交流が開始し、

言語能力を育成するための高大連携がさらに強化された。 

⑦つくば言語技術教育研究所（三森ゆりか所長）の研修に教員を派遣し、指導教員の増強を図るこ

とができた。また、その言語技術の内容をもとに、小中高の教員対象に研修を開催した。 

⑧高校生活のキャリアデザインを文章化する「パーソナルエッセイ」の作成は、本校で１０年以上

前から取り組んでいるが、「自分の意見が明確で、そのような意見をもつに至る理由もよくわか

り、読みやすい」との評価が各教員から寄せられた。 

⑨各教科の授業やクラスでの話し合いの場面では、生徒たちが結論・理由の順番で発言し、ナンバ

ーリングを用いることにより、議論の進行がスムーズになり内容も濃いものになっている。  

⑩英会話の授業や英作文の課題において、発言する際や文章を書く際の「型」を学んだ結果、これ

までの生徒たちに比べ、より積極的に話し書いている姿が見られる。  

 

【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】 

①SGH の２年目となった本年は、昨年度の取り組みをベースに各学年の企画を、より発展・充実さ

せることができた。１年生の企画においては、全ての企画で SDGｓのどのゴールが本日の企画の

ターゲットであるかを企画の開始前と終了後に確認して意識付けさせることで、SDGｓ達成への

問題意識を高めることができた。３年生の企画では、模擬国連を２つのテーマ（COP21、核兵器禁

止条約）で実施し、生徒の交渉力や論理的思考力を更に育成することができた。  

②言語技術の授業との連動が進展した。１年生は言語技術で学んだ「作文の技術」をもとに、１年

間の GCP 企画を通して学んだことを事実と意見のパラグラフに分けて 1000 文字でまとめた。２

年生は「議論の技術」をもとに、３学期の企画である「人権ディベート」を実施し、言語技術が

GCP 企画を支えるという本校の取り組みが最大にいかされる形となった。  

③学年行事との相関性を高めることができた。２年生の企画においては、毎年行っている横浜研修

のテーマに GCP で学んだ「核兵器廃絶」と「人権」を取り入れ、これらに関する施設を訪れるこ

とで実感を持ってテーマに関して深めることができた。また３年次に行われる修学旅行の事前学

習として SDGｓからテーマを設定しグループごとにポスターセッションを実施した。  

④先行実施している高校３年生の課題研究「ファイナル・プロジェクト」についても、より充実さ

せることができた。日本語でのレポート作成からスタートし、成果をポスターとしてまとめ、最終

的に日本語・英語の二言語でのポスターセッションを実施した。１、２年生への公開も行い、１、

２年生が来年度への意欲を高める機会ともなった。最後には 2000 字以上の最終レポートにまとめ

た。英語においては、クリティカルライティングセンターの教員による添削指導を実施した。ま

た、ファイナル・プロジェクトの準備として、「現代社会」と「英語表現Ⅱ」の授業において、プ

レゼンテーションスキルや情報収集能力を習得するための教科横断的プログラムも実施した。  

⑤アンケートの結果にも、GCP 企画を通して生徒の関心や協調的問題解決能力の向上が見られる。

「地球的問題・課題（紛争・人権・環境・貧困等）についてのニュースに興味がありますか」との

問いに対して、GCP 企画に初めて取り組んだ 1 年生は、５月のアンケートで「あてはまる」「ど
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ちらかといえばあてはまる」と答えた生徒が 55％だったのに対して、１月に実施したアンケート

では、73％に大きく向上した。２年間の GCP 企画を経験した３年生にいたっては、80％を超える

結果となり、地球規模課題に関する生徒の意識は大きく向上した。  

⑥GCP の運営を担った GCP リーダー（生徒の希望者で構成）は半年交代制をとり、前期は 150 名、

後期は 146 名の生徒（全校生徒の約 15％）が活動した。GCP リーダーに実施したアンケートでは、

GCP リーダーの活動を通してチームワークが身についたという生徒が 63％、リーダーシップが身

についたと答える生徒が 51％と多く、生徒主体に運営を行う体制が一定の成果をあげていること

がわかる。 

 

【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

①グーグルクラスルームをはじめ、ICT の使用方法について徹底して事前指導を行った。これによ

り昨年度よりも課題探求が深まった。 

②課題研究方法を指導するために、「中学生の SNS 使用」をテーマにした課題探求学習を行い、意

見文を書かせた。これにより使用教材である「学びの技」（玉川学園出版）の活用を、強く意識し

ながら研究することができた。 

③フィールドワークに向けて、SDGs と関わりのある小テーマ「平和的な都市計画」「地球温暖化」

「貧困」「環境と開発」の４つを設定し、テーマごとに４人１組のグループワークを行わせた。仮

説を立てて進めることで、論理的かつ分析的な探究型学習を実施することができた。  

④オープンキャンパスや、学園祭など、公開された空間でのポスターセッションの機会を多く持つ

ことができた。また中間報告会および活動報告会において、英語のプレゼンテーションを実施し

た。横浜での SGH 全国高校生フォーラムにおいても発表を行った。３月には SGH 甲子園にも出

場予定であり、英語によるポスタープレゼンテーションおよび、ラウンドテーブルディスカッシ

ョンへの参加に向けて、継続して準備を行っている。  

⑤ジャパンニュースの監修のもと、フィールドワークまでの研究成果をまとめて英字新聞を作成し

た。完成した英字新聞は、第２回全国中学高校生英字新聞コンテストに出品された。  

⑥2018 年 3 月に実施される核廃絶に関する高校生による国際会議・クリティカル・イシューズ・フ

ォーラム（カリフォルニア・ミドルベリー国際問題研究所主催）に向けて、全員で英語によるプロ

ジェクト作品を製作した。完成作品は活動報告会において、英語で発表した。 

⑦アメリカの核廃絶問題の専門家と、カリフォルニア＝東京間をオンラインで結んで、レクチャー

を行うことができた。あわせて２０１７年のノーベル平和賞受賞者・ベアトリクス・フィン ICAN

事務局長による講演会にも参加し、解決困難な地球規模課題の最前線に触れることができた。  

⑧映像制作会社の専門家を招聘して、映像のクリティカルリーディングを行った。その上で、自分

たちが GLP を通じて学んだことをメッセージとした 90 秒の映像作品を制作し、英語化した上で

YouTube を通じて、世界に発信した。 

⑨ＧＬＰで学習した生徒が、オーストリア・ウィーンで開催された国際会議「CTBTO SnT」に、日

本の高校生代表として招聘された。 

⑩ＧＬＰで学習した生徒が、ドイツ・ハンブルクで開催されたＧ２０「Global Classroom in the G20 

Finance Track」に日本代表として招待された。 

⑪評価方法として、年に３回「あなたにとっての地球市民とはなにか」を記述させ、各人が自分自

身の意識の変容を確認しながら、１年間に及ぶプログラムを終わらせることができた。また資質・

能力の基準について、事前に提示しており、プログラム終了後に、本校の考えるグローバル人材の
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資質・能力の個別能力の成長を自己評価および他人に評価させることで、変容を測ることができ

た。 

 

【その他】 

上記に加えて、ＳＧＨの活動を通して、本年度は以下のような成果が見られた。 

〇生徒の活動： 第２２回全国中学・高校ディベート選手権（ディベート甲子園）ベスト８、「日

本高校生模擬国連大会」出場、第１２回「全国高校生英語ディベート大会」出場、第６回手帳甲

子園最優秀賞受賞。 

〇教員の活動： クリティカル・ライティングセンターの取り組みを、第 10 回 Symposium on 

Writing Centers in Asia（2018 年 3 月 9 日・東洋大学白山キャンパス開催）にて報告。 

第 9 回 World Environment Education Congress（９月９日～15 日、カナダ・バンクーバー）にて報

告。 

 

＜添付資料＞目標設定シート 

 

８ 次年度以降の課題及び改善点 

【言語技術】 

①「言語技術」の授業で行っている内容を、校外にも広く知ってもらうため、公開授業を定期的に

実施する。また、ホームページやＳＮＳでの発信を強化する。 

②３年次のＧＣＰで行うファイナル･プロジェクトにおいて、最終レポート作成指導を国語科・英語

科・地歴公民科と連携し、合教科型のモデルとなるプロジェクトを推進する。最終レポートの内容

充実のために、２年間トレーニングしてきた言語技術を総復習する。 

③生徒の論理的思考力・批判的思考力の伸長を評価するために、客観的に測るアセスメントテスト

の導入を模索する。 

④生徒は、言語技術の重要性は理解している（９０％以上）ものの、活用できているかどうかの質

問に対しては、昨年度同様７０～８０％前後と評価は比較的低い。昨年度に比べ、「言語技術」を

授業外で活用しようとする意識は大きく高まったが、さらに学校生活のあらゆる場面で「言語技

術」が活用される体制を強化し、学校全体で言語運用能力の向上を図る。例えば、「言語技術」に

基づいた、校内のあらゆる活動で意識すべき言葉の使い方ルールを作成する。また、「言語技術」

の授業に参加した教員が取り組んだ実践事例を蓄積していく。 

⑤東京創価小学校・創価中学校と連携し、「言語技術」教育の年次配列をよく考えて、効果的な１

２年間の「言語技術」教育カリキュラムを作成する。 

⑥作文の添削・評価にかかる時間は膨大である。持続可能な取り組みにするためにも、評価のため

のルーブリックや、自己・相互による評価法の開発を推進する。  

 

【グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）】 

①都内のフィールドワークは、各学年の GCP 企画と、より連動した内容になるようにする。具体的

には、「JICA 地球ひろば」は１年生、「国立ハンセン病資料館」は２年生、「国連大学」は３年

生対象へと組み換える。対象学年と実施時期もそれぞれ設定することで学習段階に応じたより深

い学びを提供できる場とする。また海外フィールドワークは時期を夏季より秋季に変更し、現地

高校生との意見交換および識者との交流、プレゼンテーションを行う。 
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②来年度のファイナル・プロジェクトは、２年間「言語技術」の授業を履修した生徒が初めて取り

組むことになる。言語技術で身につけた「作文の技術」などを基礎に、より論理的な最終レポート

を作成できるように、さらなる合教科型のプログラムを組み立てていきたい。また、テーマの設定

やレポートの添削など、より細かな指導が行き届くために人員の増強を図りたい。今年度は地歴

公民科の教員、英語科の教員でファイナル・プロジェクトの指導に取り組んだが、来年度は各クラ

スの担任が関わっていけるように、指導や評価のポイントをさらに確立させたい。  

③ファイナル・プロジェクトの一環として、自ら設定した研究課題に関わるフィールドワークを夏

期休業中の課題として推進する。 

④ファイナル・プロジェクトの日本語・英語でのポスターセッションを、外部公開とする。 

⑤GCP 企画で行っている内容を、校外にも広く知ってもらうため、定期的に公開する。本校の GCP

の取り組みを、近隣の小中学校を対象に行い、さらなる普及につとめる。  

⑥生徒の学びをポートフォリオとして残して、個人の探求学習の成果として保管させる。Japan e ポ

ートフォリオと連動させていく。 

 

【グローバル・リーダーズ・プログラム（GLP）】 

①フィールドワークに向けて、SDGs と関わりのある小テーマ「平和的な都市計画」「地球温暖化」

「貧困」「環境と開発」の４つを設定し、テーマごとに４人１組のグループワークを行わせること

で、生徒の取り組みに多様性が生まれた。しかし、テーマがバラバラになってしまい、全体として

の講義や学びの課題設定が曖昧になってしまった。また３学期中心に取り組んだ核廃絶問題は英

語で行い、普遍性があり、内容が文系・理系を跨ぐものであったにもかかわらず、実際の授業時間

が非常に短くなってしまった。これらをふまえ、２０１８年度は全体としての学習事項を核廃絶

問題に設定し、このテーマが SDGs にどのように波及していくのかをグループごとに研究調査に

取り組む。年間テーマの設定に合わせて、夏季フィールドワークを「広島」と「長崎」に設定する。

また日本の核監視施設の現状を知るために、茨城県東海村の日本原子力機構の見学を行う。 

②これまでの２年間、教材として玉川学園の「学びの技」を使用してきた。シンプルで、プレゼン

テーションを中心とした発表力を高めるのに優れた教材ではあったが、言語技術の導入により論

理的に課題設定ができ、文章を書く力の備わった生徒が揃う２０１８年度は、より分析的で高度

な取り組みをサポートするために、啓林館の「課題研究メソッド」をテキストとして導入する。  

③資質・能力についての客観的な評価アセスメントを取り入れていくことを検討する。  

④ＳＮＳを活用して、日常の活動を発信すると共に、海外の高校生との意見交換や交流を活性化さ

せる。 

 
【担当者】 

担当課 経理募金課 ＴＥＬ 042-342-2611（代） 

氏 名 山下 英一 ＦＡＸ 042-342-2617 

職 名 副課長 e-mail yamashita@soka.ed.jp 
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2.  グローバル･シチズンシップ･プロジェクト（GCP）  

A) 概 要  

  概要  

グローバル・シチズンシップ・プロジェクト（GCP）は、全校生徒対象の SGH 企画です。国連

が提示する地球規模課題や「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」の 17 のゴール

（SDG ｓ）からテーマを設定 し、協働的 な学びの手法を取 り入れることで、現代社会に対する

幅広い教養と協調的問題解決能力の育成を目指 します。  

企画は学期に２回ずつ実施 しました。１年生は「環境 」をテーマに環境 リンクマップの作成

や、「格差 」をテーマに「貿易ゲーム」や「模擬教育援助会議 」などを行い、学びを深めてきま

した。２年 生は、「戦 争 」や「現 代の紛争 」をテーマに、日米両国の核兵器 をめぐる考え方の

比較や、ルワンダ内戦の歴史的背景などについて学びました。３年生は、「国際パートナーシ

ップ」をテーマとして、「COP21 」と「核 兵器禁止条約 」を舞台に模擬国連を実施 し、全 員が

一国の大使 となって交渉を重ねることで、国 際協調の重要 さと難 しさを学びました。また３年

生は、GCP 企画の総括として課題研究 「ファイナル・プロジェクト（Final  Pro ject）」に取 り組

みました。これは各自が SDGｓからテーマを設定して課題研究を行い、その成果をポスターセ

ッションの形で日本語 ・英語の２言語で発表するもので、最後には 2000 字以上の論文にま

とめました。また、Final  Pro ject の準備 として、「現代社会 」と「英 語表現Ⅱ」の授業におい

て、プレゼンテーションスキルや情報収集能力 を習得するための教科横断的 プログラムも実

施しました。  

その他 、２年生の３学期企画 「人権ディベート」は活動報告会にて公開 したり、７月 のオー

プンキャンパスで「貿易ゲーム」を、学外の来校者対象に実施したりと普及にも取 り組みました。  

 

  GCP リーダー 

GCP 企画の運営は、教員ではなく希望生徒で構成された GCP リーダーが担っていま

す。本年度は 4 月 （前期 ）と 10 月 （後期 ）に各 クラスの希望者から選出しました。GCP リ

ーダーは、各企画の前にリーダーズミーティングを行い、テーマについての学習や当日の

企画のリハーサルをします。当日は試行錯誤しながらクラスでの企画を運営し、その中で、

企画力やリーダーシップなどの育成を図っています。 

 

  昨年度との相違点  

①SGH の２年目 となった本年は、昨年度の取 り組みをベースに各学年の企画を、より発

展 ・充実 させることができました。１年生の企画においては、全ての企画で SDGｓのどのゴ

ールが本日の企画のターゲットであるかを企画の開始前と終了後に確認して意識付けさ

せることで、SDGｓ達成への問題意識を高めることができました。３年生の企画では、模擬

国連を２つのテーマ（COP21、核兵器禁止条約 ）で実施し、生徒の交渉力や論理的思

考力を更に育成することができました。 

②言語技術の授業との連動が進展しました。１年生は言語技術で学んだ「作文の技術 」

をもとに、１年間の GCP 企画を通して学んだことを事実 と意見のパラグラフに分けて 1000

文字でまとめました。また、２年生は「議論の技術 」をもとに、３学期の企画である「人権デ

ィベート」を実施し、言語技術が GCP 企画を支えるという本校の取 り組みが最大にいかさ
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れる形 となりました。 

③学年行事との相関性を高めることができました。２年生の企画においては、毎年行って

いる横浜研修のテーマに GCP で学んだ「核兵器廃絶 」と「人権 」を取 り入れ、これらに関

する施設を訪れることで実感を持ってテーマに関して深めることができました。また３年次に

行われる修学旅行の事前学習として SDGｓからテーマを設定しグループごとにポスターセ

ッションを実施しました。 

④GCP の運営を担った GCP リーダーは半年交代制をとり、前期は 150 名 、後期は 146

名の生徒 （全校生徒の約 15％）が活動しました。GCP リーダーに実施したアンケートで

は、GCP リーダーの活動を通してチームワークが身についたという生徒が 63％、リーダーシ

ップが身についたと答える生徒が 51％と多 く、生徒主体に運営を行 う体制が一定の成果

をあげていることがわかります。 

 

  年間スケジュール 

 

  生徒感想  

「僕 は、GCP 企画の回数 を重ねるうちに世界の諸問題は、一見 、別々のようにみえても全 てが

繋がっているということに気づきました。また、その繋がりは自分たちの日々の生活にも深 く根付いて

いることもあり、 “Think g lobal ly,  act  l oca l l y. ”という視点は本当に大切だと実感 しました。また、

GCP 企画では、知識 を身につけていくことが多 く、現地の真のニーズに応えていける力 を養 うには、

現場 で実際 にその問題 に向 き合 い携わっている方々の話 を聞 くことが大切 だと感 じました。そんな

中で、SGH のもう一つの活動であるグローバルセミナーはとても実 り多いものになりました。実際にそ

の分野の実情を知 っている方から話 しを聞 くことで知識 と現地のニーズとのギャップを埋めることがで

きました。その感動 を胸に、今後 も GCP の活動 とともにグローバルセミナーなどにも積極的に参加

していきます」  
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「私 は一年間 GCP リーダーズとして活動 しました。初めは“SDGｓ ”という言葉すら聞いたことが

無かったのですが一年間の活動 を通 して、様々な国際問題は自身の近 くにあることを学べました。

また運営に携わる中で、最初は苦戦することも多 く、スムーズに進められないこともありましたが、回 を

重ねるうちに、だんだんと力がついてきていることを自覚することができました。また、クラスの皆の関心

も高まっていることを実感 しました。来年度 も必ずリーダーズに挑戦 したいと思います」  

 

B) SDGｓを学 ぶ（１年 生 ） 

  概要  

5 月 13 日に行われた第 １回目は、１年生の最初の企画 となるので「SDGｓを学ぶ」をテー

マに、3 年間の GCP 企画を貫 く「SDGｓ」について学びました。世界が抱える諸問題について

の関心を高め、2030 年を目指して国連が採択した「2030 アジェンダ」の概要 と「SDGｓ」の１

７のゴールについて、その意義や内容を理解することを目標 として行いました。  

導入 として、「平和 とは？」や「世界が抱える課題 」など、生徒が中学卒業までに得てきたイ

メージや知識を確認するためにブレインストーミングを行いました。その後 、SDGｓについての資

料をもとにグループごとに学習 し、関心 をより高めるために１７のアイコンを線で結ぶアクティビ

ティを行いました。更に、国連広報センターが作成した 4 分程度の SDGｓの広報映像を視聴

し理解を深めました。  

続いて、ジグソー法を用いて SDG ｓに関する世界の現状を学びました。まず、エキスパート

班に分かれ、担当するゴールを選択 し、 iPad と資料 を用いて「A：ゴールに対する世界の現

状 」「B：どの地域で特に課題 となっているか」をポイントに理解を深めました。その際に用いた

資料は、国連広報センターが発表している「SDGｓ進捗状況報告 」をもとに作成したものです。

エキスパート班で学習を進めた後 、エキスパート班から一人ずつが集まったジグソー班に分か

れ、各エキスパート班で得た情報を持ちより、それぞれのゴールがどのように関係し合っている

のかリンクマップを作成しながら探っていきました。環境問題 、貧困問題 、教育格差など、それ

ぞれ別の問題のように見えていたものが、リンクマップを作成することで、関係 し合っていること、

また特にサハラ以南アフリカなどで共通して課題になっていることなどがはっきりと浮 き彫 りにな

りました。最後に、SDGｓの中から自身が最も関心のあるテーマを選ぶとともに、「2030 アジェ

ンダ」の前文を読み合わせし、「貧困が最大の課題である」とされていること、また「誰一人取 り

残 さないこと」が理念であることを確認しました。  

 

  生徒感想  

「ジグソー班になったときに、“貧困が改善 ”されれば→“水道が普及 ”し→ “衛生状態が改善 ”し

→“健康な生活を送 る ”ことができる、と全 てが繋がっていることを実感 しました。そして、2030 アジェ
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ンダの前文の中で、貧困 こそが最大の課題であると学 びましたが、どの課題の背景にも “貧困 ”と

いう最大の課題があることを、リンクマップを作成する中で実感することができました。また、特 にアフ

リカに多 くの課題があることも浮かび上がったので、さらに学んでいきたいです」  

 

「１７のゴールのどの課題にも“サハラ以南アフリカ”という言葉が出てきて、その深刻な状況を知

ることができました。また、女性や子どもへの差別など、社会の中で未だに受け入れられていない層

があり、解決の困難 さを感 じました。“貧困 ”という共通の課題 も浮 き彫 りになったので、SDG ｓの達

成に向けて、まずはもっと学びたいと思いました」   
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（ワークシート例 ） 
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（企 画 書 ） 
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C） 貿 易 ゲーム（１年 生 ） 

  概要  

６月 １７日に２時間にわたって実施 された貿易ゲームでは、「格差 」や「貧困 」について体験

的に学ぶために「貿易ゲーム」を行いました。この貿易ゲームは、5～6 人の班で 1 つの国にな

り、紙やハサミなどの与えられた材料を用いて、力を合わせて、“マーケット”で売ることができる

製品を作 り、できるだけたくさんの「お金を稼ぐこと」を競 うゲームです。「暴力以外は何でもして

よい」というルールの下 、生徒の自発的な発想を大事にしました。このゲームの最大のポイント

は、各 国 に与 えられる道 具 と材 料 には大 きな格 差 があり、それが、先 進 工業国 ・開 発 途上

国 ・発展途上国の格差を表しているということです。生徒 は、他の国がどれだけの道具と材料

を与えられているか、お互い知らない状態で始め、徐々に理解していきます。作った製品をい

つどのタイミングでお金 と交換するのかも全て各国に任せられており、突然 に製品の値段が変

わるという「市場価格の変化 」を起 こすことで、世界で起きている理不尽な貿易の現状も体験

的に理解することができました。最後に、このゲームの終了も突然 、司会から言われます。そし

て、最終集計を行い、どこの国が一番お金を儲けたのか発表します。同 じルールの下でも、あ

らかじめ不平等な条件を設定 しておくことで、豊かな国はより豊かに、貧 しい国はより貧 しくな

るというように、経済格差が拡大していく仕組 みを、現実の自由貿易システムと対比 しつつ体

験的 、共感的に理解することができました。 

 

 

 

  

 

  

 

 

  生徒感想  

「これはゲームであって笑 って済 ますことが出来たが、この状態が世界で本当に起 こっていることを

考 えると世界がどれだけ悲惨な状態かを知 った」  

 

「同 じ世界 でも利 益 を出せる国 と、出 しにくい国 がどうして発生 してしまうのか、ということを考 える

良いゲームだったなと思 いました。いくらお金 を持 っているか、どのくらい資源があるか、もしどちらも無

ければどうすべきなのか、考 える良い機会になりました」  

 

「このゲームは地球全体の縮図であったと思 いました。私 たちのグループは現実での日本である

と思い、資源の入手 をどうするかという視点で動けました。これを通 して、国 ごとにこのような大 きな格

差が起 こっていることを実感 しました。人 と人 との協力が貧困の改善に必要なことではないかなとも

思いました」  

 

「世 界 の現状 を身 でもって実感することが出来 ました。世界 で協力 しないと、さらに格差が増 え

ていくんだなと思いました。だから、私 たちが出来ることをもっと考 え、何回 も何回 も挑戦 していく使命

があるんだなと思 ったのと同時に、何度 も何度 もの挑戦 を実行 していきたいです」  
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ワークシート（例 ） 

 



 

- 18 - 

 

（企 画 書 ） 
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D) 「環 境 問 題 」のつながりを知 る（１年 生 ） 

  概要  

11 月 25 日に行われた第 ３回目の企画では、「環境問題のつながりを知る」をテーマに、環

境問題 リンクマップ作成を通して、環境問題の相互関係を学びました。  

まず事前課題として、アメリカ、中国 、ツバルの三点を、同時に捉えた VTR を、事前に視聴

してきてもらいました。V TR では、環境問題が複雑に関係し合っていることを学びました。また、

８つの環境問題 （「地球温暖化 」「大気汚染 」「酸性雨被害 」「人口爆発 」「砂漠化 」「森林伐

採 」「水質汚濁 」）の写真に対するリサーチを各自で進めて持ち寄 りました。  

この事前課題をもとに、企画当日は、エキスパート班でリサーチ内容を共有 した後 、リサー

チ内容からキーワードを 10 個ずつ抽出しました。その後 、種類の異なる８枚の写真をもつジグ

ソー班に分かれて、10 個のキーワードをもとに、「環境問題 」をテーマとしたリンクマップを作成

しました。  

最後に、班ごとに話 し合いリンクマップにタイトルを付けました。「産業革命がもたらしたもの」

や「Cancer  o f  the  ear th（地球の癌 ）」「人から始まる環境問題 」「革命が引き起こした悲劇 」

など様々なタイトルでその本質に迫ることができました。また、作成されたリンクマップの特徴を、

班ごとに発表する中で、環境問題がいかに繋がり合っていて、克服への手立てを考える際に

何が一番の問題なのかを考える機会となりました。  

 

  生徒感想  

「全 ての問題 に共通項があり、まとめてみると別 々の問題 を調 べていたのに、それぞれが深 く関

係 し合 っていることに驚 きました。砂漠化は、過耕作などの利益優先の農業で起 きてしまうので、ま

ずはフェアトレード商品 を買 うようにしてはどうかと考 えました」  

 

「みんなで共有 したそれぞれの問題は全て地球温暖化につながっていて、人間が原因だと言 うこ

とがわかりました。人間次第で問題は解決することが出来 ると思 うので、自分から意識 していこうと

思いました」  

 

「全 ての問題の始 まりは先進国が無理 をしてきたせいだと言 うことが分 った。度重 なる戦争や、

奴隷制度などのひずみが今来 ていると思 うと、悪 いことは出来 ないと思 う。過去 は変 えることが出

来ないので、今から私たちが環境問題に向 き合わないといけない」  
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ワークシート(例 )  
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（企 画 書 ） 
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E） 世 界 がもし 100 人 の村 だったら（1 年 生 ） 

  概 要  

１１／２６（土 ）に合計 70 分をつかって実施した「世界がもし１００人の村だったら」は、人口

72 億人の世界を「100 人の村 」に見立てて、世界の現状を分かりやすく描いた「世界がもし

100 人の村だったら」を題材に、世界の現実をシミュレーション（疑似体験 ）という参加型の方

法で体験する企画です。目的は、世界の現状を理解 し、自分 との関係に気づくことなので、

問題の原因追及や、解決は深 く掘 り下げず、生徒自身の興味 ・関心を高めることを目標 とし

ました。  

 「人 口 」「性別 」「年齢 」「大陸 」「言語 」「識字 」「格差 」の 7 つのテーマでワークショップを

行いました。  

 まず始めに、役割カードを全員に配布 し、一人一人の役割を決めます。この時に、他人

に自分の役割カードを見せないことを徹底 させ、これから行 うシミュレーションに対して、新鮮な

驚きが得られるように配慮しました。  

 「人 口 」では、世界の人口 をクイズ形式で学び、なぜ人口増加が起きているのを班で話し

合いながら考えました。「性 別 」では、男性 と女性 、どちらが多いのか、役割カードに従 って窓

側 と廊下側に分かれ、男女が同 じ割合 であることを確認 しました。同様に、「年 齢 」では、世

界は今 、高齢化なのか若年化なのか、「大陸 」では、大陸別の人口分布 、「言語 」では少数

言語について、「識字 」では文字が読めないということ、「格 差 」では所得が多いのは誰か、を

それぞれ役割カードに従って体験的に学びました。実際に体を動かしながらの学びであったこ

と、クラスを世界に見立てたため、身近に感じることができたことなど、生徒の理解 を深めること

ができました。  

 

 

   

 

 

 

  

 

  生徒感想  

「とても分かりやすくて、世界の現状について知 ることができました。そしてとても楽 しかったです！一

番印象に残 ったのは、『文字が読めない』人のことを教わった時です。私 は、文字が読めない人役

で、薬 を選びましたが、一歩間違えると死に至 ることに驚 きました。」  

「私 の印象 に残 ったものは、言 語 、文字が読 めない不便 さです。文 字が読 めないと、何 もかも

正 しいものが分からないと知 りました。また、世界 では、自分が想像 している何倍 もの問題があり、

更 にそれに向 けた改善 は最近始 まったばかりなことを知 り、人 間同

士の格差を縮めることが世界平和のために必要だと感 じました。」  

「一 番心に残 ったのは、オセアニアの人数が非常に少 ないという

ことです。また、貧 困が原因 で人口爆発が起 こるのではなく、貧 困

は人口爆発の『結果 』ということを知 り、人口増加 は様々な問題 を

起 こす因になっているのだと感 じました。」  
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「世 界の現状の課題について学ぶことができ、貧富の格差や人口増加に伴 う問題 についても、

グループで学び合 うことができたので、理解が深まった。100 人 （クラス 44 人 ）で世界人口を表す

ことで、現状がよく分かった。そうすることで、今 までは勘違いしていた人口や貧困の事実 も分かりや

すく学べた。」  

ワークシート（例 ）  
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（企 画 書 ）  
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F)  模 擬 教 育 援 助 会 議 （1 年 生 ） 

  概 要  

今 回行った模擬教育援助会議は、①導入②会議③質疑応答④被援助国の主張⑤班で

の振 り返 り⑥全体のまとめ、以 上の６段階で構成 されています。最初の導入部分では、マラ

ラ・ユスフザイさんの映像 を視聴 し、さらに世界を取 り巻 く教育の現状について図から読み取

る作業等を通 して学習をし、先進国 と発展途上国には圧倒的な教育各差があることを生徒

全員で確認しました。 

会議開始前に進行役のＧＣＰリーダーズの指示もと、事前に指定された、会議参加者の役

(6 名 )、被援助国の市民役 (8 名 )、オブザーバー（そのほかの会議を見守る生徒 ）にそれぞれ

分かれて着席 しました。会議は教育援助をするＡ国 ・Ｂ国の政府役 と市民役 、援助 される側

のＣ国政府役とその小学校長役 、NGO 職員役の計 6 名で行われます。事前に用意された

台本に沿ってロールプレイ形式で会議を行い、質疑応答を行った後 、援助 をするＡ国 ・Ｂ国

側 の「したい援助 」と援 助 をされる側 Ｃ国 の「してほしい

援助 」は必ずしも一致 していないことを全員 で学びまし

た。 

次に、被援助国であるＣ国市民役の 8 名の生徒が、

役割 カードに沿 ってそれぞれの主張 を展開 し、教 育各

差に悩む声を発信しました。生徒は、Ｃ国の現地のニー

ズが援助会議に直接反映 されることは難 しいことを学び

ました。 

続 いて各班に分かれ、ワークシートに沿 って振 り返 り

をおこないました。 

最 後 にまとめとして、国 連 広 報 センターが作 成 した

「持続可能な開発は教育から」を視聴しました。 

 

  生徒感想  

「必 要 とされているのは教育援助の規模 を大 きくするということだけではなく、支 援 される側 が必

要 としている事は何かを、支援する側が正 しく認識 した上で教育援助 を行 っていくことも重要 だとい

うことを学ぶことができました。」  

「GCP の最初の企画から貧困が一番の問題 だとされてきました。しかし、正直違和感があり、

貧困が起 きるのは個人の能力 を引 き出 すための基礎知識がないからと思 っていたことが、今回で

つながりました。その上で SDGs の中で一番重要な課題は、質の高い教育をということだと思いま

す。その上で、発展国でも教育の転換を図 っていく必要があるのだと思います。」  

「今回の GCP 企画で知ったことは二つあります。一つ目は、教育援助 といっても分野に分かれ

ていて、支援する国 とされる国 でのニーズが違 うことです。支援する国に利益があることは必要だけ

れど、基礎から教育 していかないと全員に広 まっていかないと感 じました。二つ目は、学校の先生

自体が教育 されていないということです。このままだと、いつまでたっても負の連鎖から抜け出せない

なと感 じ、私 は教員の育成が一番必要だと感 じました。今 、私 たちにできることは、しっかりと勉強 し

世界の現状を知ろうとすることだと感 じました。」  
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ロールプレイ資 料 （抜 粋 ） 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークシート（例 ）  
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（企 画 書 ） 
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G) 核 兵 器 廃 絶 に向 けて（２年 生 ）  

  概要  

5 月 13 日に行われた第 1 回目の企画は、「核兵器 」をテーマに行いました。折しも、昨年

の 5 月 27 日には、オバマ大統領が広島を訪問し、日本にとっても世界にとっても歴史的な

日となりました。また、今年も北朝鮮のミサイル開発に世界中から注目が集まっている中で企

画を行いました。生徒にとっても核兵器への関心が高まっており、進行役の生徒に、核兵器

を巡る世界の情勢について調べ学習をして冒頭にプレゼンをしてもらいました。この話題を軸

に、ジグソー法を用い、日本 とアメリカそれぞれの視点を示すＡ～Ｄのカードを分析しながら、

核兵器に対する両国の意見や立場を、総合的に整理しました。  

カードは、日本 とアメリカの両者の立場が対比できるように構成し、例えば、オバマ大統領

の広島演説に対して安倍総理の演説や、原爆投下を指示したトルーマン大統領の孫のイン

タビューに対して、広島で長らくボランティアガイドをしている人のインタビュー、あるいは、日米

それぞれの核兵器に対するアンケート結果などを用意し、今までは日本人からの視点で捉え

てきた核兵器に対して、敢えて両国の立場に分かれて考えることで、偏ることなく客観的に考

えられるようにしました。日本 とアメリカの核兵器へのスタンスを、付箋を使って整理しながら、

共通点と相違点を導き出し、核兵器廃絶への可能性を探 りました。  

 

  生徒感想  

「アメリカと日本で根本的に核や戦争に対する考 え方の違いがあることが分かりました。実 は日

本人が戦争や核兵器の被害者 となっただけでなく、同時に加害者でもあったとの意識 を、現代の

人 たちに芽生 えさせ、本 当の意味 での核兵器 の廃絶 に前進 していきたいと思 いました。また、今

回の企画を通 して、実際にアメリカに行 き、私 たちと同世代の人達の意見を聞いてみたいと改めて

感 じました」  

「今 回 の企画 を通 して、核兵器や戦争への意識の差 は、国家間 だけでなく、同 じ国 でも世代

間で生 じているということを強 く感 じました。同 じ国 でも世代間で意見が異なるのは、実際に体験す

ることもなければ、意識 も傾 いていない世代が増加 してきているからだと思 います。戦争体験者 の

話 を聞 くことができる最後の世代である私たちが、しっかり戦争や核兵器について学び、語 り継いで

いけるようになりたいです」  

「アメリカと日本で核兵器に対する考 え方の共通点 と相違点 を出すことで、理解 しやすい企画

でした。日本人は、落 とされた側なので核兵器に反対する一方で、アメリカの年配の人は核兵器

を落 としたことで戦争が早 く終わったと核 を使用 したことに賛成 していたことが衝撃的でした。このよう

な相違点 もありつつも、核なき世界 を目指すという共通点 もあることが興味深いと思いました」  
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ワークシート(例 ) 
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H) レイテ島 決 戦 から戦 争 とは何 かを知 る（２年 生 ） 

  概要  

高校 2 年生の 1 学期は、「戦争 」をテーマとし、特に第二次世界大戦を中心にその実像

を見つめていきました。6 月 17 日に行われた第 2 回目は、フィリピン・レイテ島の決戦の戦争

証言の映像を通 して、戦争 とは何かについて学び合いました。映像では、レイテ島決戦を戦

った兵士のたちの証言映像を特別に編集し、その際に、日本兵 、アメリカ兵 、そして、現地の

フィリピン人など、戦争に関与した全ての当事者の証言を順番に視聴することで、偏った見方

をせず、戦争について客観的に考えることを目的 としました。  

レイテ島は第二次世界大戦中 、日本軍 とアメリカ軍が最 も激 しい地上戦 を繰 り広 げた舞

台の一つです。その地上戦の経験者の証言は、授業で学んだ机上のものとは異なり、生々し

いものでした。そして、戦争の勝敗に関係なく、戦争に関わった全ての人が悲惨な思いをし、

深 く傷ついていることを知 ることができました。生徒は大きな衝撃を受けると共に、二度 と戦争

を起こさない、起 こさせないという不戦の誓いを新たにしました。  

最後に、映像 を通 して学び合ったことを、 “戦争 とは ”とのテーマでマインドマップを作成 しま

した。「あなたが一番 『かわいそうだ』『ひどい』と感 じたのはどの国の人か」との質問を投げかけ

ることで、より深 く考えることができたのではないかと思います。そして、「戦争 とは人の命を奪 う

ことである」、「戦争には加害者も被害者もいない」ということを一人一人が理解することができ

ました。  

 

  生徒感想  

「本日の企画を通 して感 じ、知 ったことは 2 つあります。まず一つ目に、戦争の悲惨 さを肌で感 じ

ました。VTR でレイテ島の戦いで実際にその場にいた日本兵やアメリカ兵 、現地のフィリピン人 の生

の声 を聞いてその時の様子や苦 しみが伝わってきました。二つ目に、戦争は良いことを何 も生 み出

さないことを改 めて感 じました。VTR でレイテ島 に出 てくる人々はみな苦 しそうな顔 をしていました。最

後 のフィリピン人 の方が言 っていたように、皆 が協調 して平和な社会で暮 らしていくことが望 ましいと

思いました」  

「レイテ島の戦いの存在 も知 らず、恥ずかしくなった。戦争の無 残 さを改めて知 った。今 まで、少 し

は戦争の勝者には利益があるかもと思 っていたが、証言 を聞いて『誰 も得 しない、絶対ダメ』と気づ

けた。一番の被害者であるフィリピン人が『もう許 している』と言 っていたのは意外だった。嬉 しかった。

敵だって気持ちがある、家族がいる、同 じ人間なんだということにはっとした。今 も、対立 している国の

ことや、近 くの人のことも、よく知 ろうとして、尊重 しようと思 った」  

「兵士の人々も、悲 しい、苦 しい気持 ちで戦争 をしていたんだと知 りました。今 は、フィリピンの人 も

含 めて、その時の恨みを持 ち続 けているわけではなく、平和 な生活 を願 っていると感 じました。平和

な世界 をつくっていくために、今日のように、戦争 を経験 した人の話 を聞いていくことが大事だと思い

ました」  
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ワークシート(例 ) 
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（企 画 書 ） 
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I）  異 文 化 理 解 （２年 生 ） 

  概要  

10 月 18 日に行われた第 4 回目は、「国際理解～世界の中の自分～」をテーマに、外国

の文化や考え方を知 り、日本 とは違 う文化を受け入れ、共生 していくための方途を学ぶことを

目標に、「ドルジュバードプロジェクト」を行いました。これは、ドルジュバード王国 という仮 想の

国と日本人がテレビ取材のための交渉を行 うというロールプレイングゲームです。  

各グループで日本人  2  名 、ドルジュバード王国住人  2  名にわかれ、それぞれが自国の

ルールに従って交渉を行います。例 えば、ドルジュバード王国の住人は、「Yes 」の意 思表示

を「大地が笑 うでしょう」という言葉で表現 します。生徒は、お互いの国のルールを知 らない状

態で交渉を行 うことで、実際に、言葉遣い・宗教 ・生活文化の全 く違 う人 同士が交渉を進め

る上で、乗 り越 えなければいけない異文化の壁 を体験 することができました。また、実 際に異

文化間コミュニケーションで起 きた具体的な事件をリーダーズが自 ら調べ紹介する中で、違 う

文化を理解して受け入れ、共生していくことがいかに難しいことかを学び合いました。  

 

  生徒感想  

「プロジェクトを通 して、異文化 コミュニケーションにおける表現の仕方 の違いや物価の違い、交

渉の難 しさ、それぞれの価値観の違いなど、相手 との様々な『壁 』を実感 しました。異文化ゆえにお

互いの主張がぶつかり合 ったりすることも当然 生 じてくると思 います。しかし、人間対人間のやりとり

であることを忘 れずに、目 の前の相手の意見 を尊重 していくことが大切 だと思 いました。普段 の生

活でも自分のものさしで図 ることなく誠実 さを忘れずに人 と関わっていきたいと決意できました」  

 

「異 文化間 コミュニケーションでは、相手の文化 を知 る心 ももちろんですが、自分 たちの文化 を

伝 える努力 もしていかなければならないと感 じました。また、コミュニケーションの中 には自分の価値

観とは違 う『当 たり前 』があることを普段から理解できるようになりたいと思いました」  
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ワークシート (例 )  
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（企 画 書 ） 
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J) ルワンダ内 戦 から現 代 紛 争 を考 える（２年 生 ） 

  概要  

11 月 25 日に行われた第 4 回目は「現代の紛争 」をテーマに、1994 年にアフリカのルワン

ダで起きたジェノサイド―大量虐殺について学びました。事前学習では、「NHK 海外 ドキュメ

ント『ルワンダ（１）』」を視聴しました。さらに、ルワンダ内戦と大量虐殺を深 く学ぶために、増田

弘著の『なぜ世界で紛争が無 くならないのか』、虐殺被害者 と加害者の証言を、ジャン・ハッ

ツフェルド著の『隣人が殺人者に変わる時  ルワンダ・ジェノサイド生存者たちの証言 』『隣人

が殺人者に変わる時  加害者編  ルワンダ・ジェノサイド生存者たちの証言 』から、国際社会

の対応を、伊勢﨑賢治著の『NHK 未来への提言  ロメオ・ダレール  戦禍なき時代を築 く』か

ら抜粋 したものを学習冊子 として用意 したものを事前配布 し、当日 までに読了 してくることを

課題にしました。  

当日は、映像 「NHK 海外ドキュメント『ルワンダ（2）』」の視聴や、ツチ族 ・フツ族 ・国連軍に

分かれたロールプレイを通して、ルワンダ内戦がおきた原因について学びました。また、学習資

料をもとに、①国内政治②植民地支配③現地民 (フツ族 ・ツチ族 )④国際社会の４点からみ

た内戦の原因を「フィッシュボーン」と呼ばれるチャートにまとめていきました。最後に“二度 とこ

のようなジェノサイドを起 こさないために必要なことは何か”をテーマに話し合ったことをワールド

カフェ方式でグループごとに意見交換をしました。  

 

  生徒感想  

「グループ作業 を進める中で、相互理解の大切 さ、自国の利益だけにとらわれないことの重要

性 を確認 しました。二度 とこのようなジェノサイドを起 こさないためには、人格 を尊重すること、国際規

模で解決に尽力すること、そして、傍観 ・無関心 をなくし、権力 の集中を防 ぐことが必要であると思

います。そのためには私たちが理解 し、伝 え、行動することが不可欠であることを学ぶことができました」  

「ルワンダ内戦 ・大虐殺では、本当にたくさんの人々が亡 くなっているのにもかかわらず、今更 その

歴史 を知 ったことに恥 ずかしさを感 じました。また、このジェノサイドの事実 は同 じ地球に住む人 として

皆が知 り、考 えるべき過 去だと思いました。偏 った考 えをもつ権力者によって何 も悪いことをしていな

い人たちが犠牲になるのは絶対に間違っていると思いました」  

「今後 ジェノサイドを起 こさいために何が必要か班で話合い、私 たちの班では教育 を大切にすべ

きだという結論 をだしました。相手やその国 を知 らなければ、互いを思いやることはできないからです。

今回の事件においても国 の文化や歴史 を正 しく知 らないことによって身勝手な解釈 を起 こしてしま

ったことが原因の一つにありました。正 しい歴史 は何か、世界中の人々が考 え、意見 を発信できる

環境 を作 っていき、相手 を理解するだけでなく受 け入れることが大切だと考 えます」  

 

   

  



 

- 38 - 

 

ワークシート (例 )  
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K) 人 権 すごろく（２年 生 ） 

  概要  

1 月 20 日に行われた第 5 回目は、「人権 」をテーマに、人権 というものが、人類の長い歴

史の中で民衆が勝ち取ってきたものであることを理解すると共に、身近な生活の中から人権

尊重の必要性、重要性を感じることを目標 として行いました。  

導入 として、オリジナル教材である“人 権 スゴロク”を使 って、楽 しみながら身近 な自由が、

「人権 」として保障 されているものであることを知 りました。最初に、自身の出身国や性別といっ

た人物像が設定され、設定によって異なる結果がでるようにし、理不尽な人権侵害を体感で

きるようにしました。各マスには、「突然逮捕 される。2 マス戻 る」や「テロ首謀の容疑で拷問を

受ける。1 回休み」など、人権に関わる内容が書いてあり、それを読み上げながら進めることで、

理解を深めていけるようにしました。  

続いて、人権団体 ：ユース・フォー・ヒューマンライツが作成 した映像 『人権の歴史 』を視聴

しました。短時間で分かりやすく人権の歴史がまとめてあり、生徒の理解が進みました。次にグ

ループごとに、世界で実際に起きている人権問題に関するニュースを配布 し、それが世界人

権宣言のどの項目に抵触するかを検討しながら学びを深めました。各グループには全て異な

るニュースが配られ、最後に自分たちが担当したニュースの簡単な発表を行い、他グループの

学習成果についても共有できるようにしました。  

この企画を通 して、平和な日常で暮 らしていると意識できていなかった「人権 」というものを

少し身近に感じることができました。  

 

  生徒感想  

「今 回 のテーマは「人 権 」ということで、改 めて『人権 』について考 える良 いきっかけとなりました。

人 権 はこのようなものである、と一 言 で表 すことができないような難 しい問 題 であるので、人 類 は

1000 年以上 もそのとらえ方で揉めてきたのだなと感 じました。だからこそ、さまざまな宗教 、民族 、性

別の異なる立場の価値観 を網羅するような世界人権宣言の制定は、人類史上 とても意義深い

ものであると感 じました。1000 年以上 も解決することができなかった人権 をどう位置づけていくのかと

いう問題 を、すぐには解決することは出来ないと思います。しかし、だからこそ、まずは世界中の人が

人権についてそれを考 え、それを生活の中で意識することが大切だと思いました」  

「今回 、『人権 』をテーマにした GCP の授業を受けて、普段全 く考 えないことを深 く考 えることが

できました。私は、最初の方で見た 10 分間の動画が特に印象に残 っています。『人権 』ができるま

でこんなに何度 も同 じ歴史 を繰 り返 してきたのを知 りませんでした。私は、今自分が世界の人々を目

の前にして、起 こっている問題に対 して宣言 をするほどの勇気はありません。でも、今の世界で起 こっ

ている人権問題の善悪 を見極めることや、身の回 りで起 きている問題 を向上 させようと働 きかけるこ

とができます。今 、ここからさらに学び、行動に変えていきたいです」  
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ワークシート(例 )  

 

 

資料 ：アムネスティーニュースレターより  
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K) 人 権 ディベート（２年 生 ） 

  概要  

１月 の企画から引 き続 き「人権 」への理解を深めることを目的 として、２月 １４日 、１７日 の２

日間にわたり人権ディベートを実施 しました。これは、ディベートの手法を用いて少年犯罪の

実名報道について知 り、そこから「個人の基本的人権 」と「公 共の福祉 」がぶつかる例につい

て考え、さらに他者の人権を尊重するための方途を探るものです。  

人権ディベートを行 う「基礎体力 」は、言語技術の授業でトレーニングしました。週 １回行わ

れるこの授業では、１月に「学校の図書館は漫画を置 くべきである。是か非か」など、身近で、

背景知識の必要でない論題でディベートを実施 。本校創立者 ・池田大作先生がかつて「互

いの討論を通し、問題の核心に迫 り、より優れた解決法を見つけていく『創造的議論 』がディ

ベートなのである」と語られたことを、実感を持って学ぶ事ができました。  

企画の１日目には１０グループに分かれ、指定 された肯定 ・否定の立場からブレーンストー

ミングを行い、立論 を作成 。さらに資料を読み込んで迎えた２日目には、グループ毎のリハー

サルの後 、２試合を行いました。勝敗を決めずに実施したため、落ち着いて相手の議論をよく

聞き、試合の後も互いの論点を話し合い、その場で振 り返 りを行 う姿が多 く見られました。  

少年犯罪をめぐる本番の論題は、生徒たちには少し難 しく、その場で相手のアタックに切 り

返 し、効果的にまとめを行 うことができない部分 もありましたが、言語技術の授業で学んだ技

術を活かして、論題について、複眼的に考えることができました。  

 

  生徒感想  

「今日のディベートを通 して、各々の権利 を主張するだけの議論ではなく、お互いの立場や人権

を考 えて話 し合 うことの大切 さを感 じました。これからの社会は自分たちが築いていくと自覚できた企

画でした。また題材やテーマを変 えて、深 く議論 したいです」  
 

「僕 ははじめ実名報道に対 しては否定的な意見 を持 っていました。しかしディベートの後 、実名報

道による“犯罪 に対する抑止効果 ”“報 道 の自由 ”などの視点 も知 り、自分 の考 えの狭 さに気が

つきました。ディベートは、普通に話 し合 っていると過熱 してしまうところを、ルールに則 って考 えを共有

できる良い競技だと思いました」  
 

「言 語技術の授業で何度かディベートを行 いましたが、今日 は本格的にチームで協力 して取 り

組 めたと思 います。相 手の話 をしっかり聞 き、認 めた上 で、自分の意見 を伝 える姿勢 は、日常生

活でも活かせると感 じました」  
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L) 模 擬 国 連 ① COP21 （３年 生 ） 

  概  要  

模擬国連とは、実際に国連で行われている国際会議をモデルにして、一人一人が世界各

国の大使 となって会議 ・交渉 を行 うものです。今回は、気候変動枠組み条約の締約国会議

「COP21」をテーマに、各 クラスを 15 の国に分け模擬国連を実施 しました。  

2020 年以降の新たな枠組みの創設を目指し、論点①「2020 年以降の温室効果ガスの新

しい削減目標 」、論点②「先進国 と途上国の扱いをどのように区別するのか」という二 つの論

点に沿って、それぞれの国の立場で交渉を重ねました。会議の最後には、決議案を全会一

致で採択することを目指しました。  

各クラスの GCP リーダーが、会議の議事進行 、交渉の調整 、決議案の採択等を行 う、議

長 (Chairperson )、秘書官 (Secretary)を務めました。その他の生徒は参加国 (15 カ国 )の

大使として、国ごとに独自に用意した決議案に基づき、他国 との交渉を重ねました。  

大使それぞれの１分間 スピーチの後 、事前に立案 しておいた自国の政策をもとに、他国 と

の 自 由 交 渉 （ ア ン モ デ ） を 繰 り 返 し 、 会 議 の 意 思 決 定 の 下 地 と な る 決 議 案 （ Draft  

Reso lut ion ）を作成 していきます。自国の国益を追求 しつつも、国 際社会にとっても有益か

つ問題解決に実効的な解決策 ・対策を盛 り込んだ決議案を採択することができるか、活発な

交渉が展開されます。投票はコンセンサス採択 （全会一致 ）を採用 し、投票の段階で 1 カ国

でも反対する国があれば否決 となります。否決する国がでないよう、署 名 をしない反対国 とも

交渉を進めて、決議案の採択を目指しました。  

 

  生徒感想  

「国際政治 を動かすことはこんなにも難 しいことなのだと初めて知 った。今回は模擬だったが、実

際の政治ではこの議決に国民の命がかかっているのだと思 うと、もっと責任があるし、なかなか妥協

が許 されない状況になるのだと思 う。また、今回自国の利益 を考 えることと、外交関係 を考慮する

ことのあんばいが難 しいことを知 った。今回の私がやった交 渉の進め方だと実際の国家間でやった

とき問題が生 じそうだと感 じた」  

 

「各国大使 として、どの点で妥協するのか見極めるのが難 しかった。国がよくなるためには他のたく

さんの国の援助が必要 だと感 じた。それぞれ国 の状況が異なる中 で、一つの目標に向けてするべ

きことを決めるのは大変なことだと感 じた」  
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M) 模 擬 国 連  ②核 兵 器 禁 止 条 約  （３年 生 ） 

  概  要  

模擬国連の第二弾として、今回は「核兵器 」をテーマに「核軍縮会議 」の模擬国連を実施

しました。政治的にも大変難しいテーマのため、現実世界の国をモチーフにしながら 12 ヵ国の

架空の国を設定し、核兵器の実験をめぐる「核実験禁止条約 」、核保有国 と非核保有国の

定義を定める「核兵器拡散防止条約 」の２つの条約案の採択を目指しました。  

各クラスの GCP リーダーが、会議の議事進行、交渉の調整 、決議案の採択等を行 う、議

長 (Chairperson )、秘書官 (Secretary)を務めました。その他の生徒は参加国 (12 カ国 )の

大使 として、国家元首から受け取った「指令書 」に基づいて、「絶対に譲れないこと (妥協でき

ないこと )」と「成功のために譲ってもいいこと（妥協できること）」を踏まえて交渉にあたります。  

「核 実験禁止条約 」では、地下核実験を残すことを主張する国 との対立が表面化 したり、

「核兵器拡散防止条約 」では、秘密裏に核兵器を開発している国の立ち位置が重要な鍵 と

なったりしました。また、３回にわたって行われた企画の途中には核実験の被爆国による核廃

絶へのスピーチや、核兵器を開発している国に対する追加の経済制裁などの出来事も加わり、

常に情勢が変化する中で進行しました。  

今回の条約案には、指定 された国が一 ヵ国でも反対あるいは棄権した場合には条約が採

択できないという「発 効要件国 」の基準を設けたことで、条約の採択がこれまで以上に難 しい

側面 もあり、生徒たちは核兵器のない世界を目指 しながらも自国の利益を確保 させながら難

しい立場で交渉を行いました。  

 

  生徒感想  

「３回 の核軍縮会議 を通 して、条約 を締結 させることの難 しさを知 るとともに、核兵器の恐 ろしさ

を改 めて実感 しました。様々な国の様々な考 えや状況がある中 で、『核 兵器 をゼロにしたい』という

考 えが少 しでも広 まればいいと思いました」  

 

「自 分 が核保有国になってみて、自分自身 とは全然違 う考 え方 をしなくてはならなくて大変 でし

た。模擬でこれだけ大変なので本当の国連で採決するのに時間がかかるのがよくわかりました。まと

めで観た映像 を通 して、私たちも関係ないのではなく、自覚 をもって行動 していくことが大事だと思い

ました」  

 

「自分たちの意志一つで全世界が決まるという感覚に少 しでも近づくことができた。クラス単位で

達成できる核軍縮なら、世界でも達成できると強 く思 った」  
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核 軍 縮  
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N） ファイナル・プロジェクト （３年 生 ） 

  概  要  

 2016 年度に、これまで各教科で個別に展開されてきた探求学習を統合し、教科横断型の

プ ロ グ ラ ム を 組 めないか と い う ア イデ ィ ア が生 まれ 、全 校 対 象 企 画 の GCP ＝ Global  

C i t i zenship  Pro ject で進めている探求学習の集大成として、現代社会と英語がコラボレー

ションした「Final  Pro ject」という企画が着想されました。  

 GCP では、「2030 アジェンダ・SDGs」を活動の中心に据え、環境 ・教育 ・人権 ・紛争解決 ・

核軍縮などをテーマに、1 年次より様々な企画に取 り組んでいます。リンクマップ作 りや貿易ゲ

ーム、模擬国連や独自の教材などを用いて、地球規模課題や SDGs への関心を高めてきま

した。  

 そして、3 年次に「現代社会 」の授業内容とも関連させ、これまで学んできた SDGs の 17 の

ゴールの中から、自分がもっとも興味をもった分野からテーマを設定し、日本語 と英語の二言

語でポスターセッションを行 う「Final  Pro ject」を進めています。  

 

  企画の流れ 

 生徒たちは一学期の 5 月からテーマの選定に着手しました。SDGs の 17 の目標から大テ

ーマを一つ選び、さらに自分が掘 り進めたいと思 う小 テーマを設定 します。テーマ設定におい

ては玉川学園発刊の『学びの技 』を使用 し、調査対象が広すぎるテ

ーマ、専門的すぎて狭すぎるテーマ、調べたらすぐに結論が得られて

しまいそうなテーマなど、さまざまなケースを学び、検証させました。  

 設 定 したテーマの内容 と内訳を見てみると、「 1  貧困をなくそう」「2  

飢餓 をゼロに」「4  質 の高い教育 をみんなに」が特 に関心の高い分

野であることがわかります。  

 教 員からもフィードバックを与え、一学期に確定させた小テーマをも

とに、夏休みにはテーマレポートを書かせます。その際には、先ほどの

『学びの技 』より、レポート・論文の書き方についても簡単なレクチャーを行いました。  

 そして、2 学期にテーマレポートを生徒同士でチェック項目をもとに、相互チェックさせブラッ

シュアップ。レポートをもとにポスター制作に入 りました。  

 ポスターを作成する際には、「見せるポスター」「読 ませるポスター」を意識 させ、レイアウトや

文 字 の大 きさやフォン ト 、色 使 いなどの最 低 限 のデザインについて学 習 を進 めました。
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11 月ごろにポスターを完成させ、まずはクラスの中でポスターセッションを実施 。発表の際の声

や姿勢 、アイコンタクト、ボディーランゲージ、ナンバリングなどの基本的な方法についてもレク

チャーを行い、生徒同士でポスターセッションを相互チェックさせることでブラッシュアップを行

いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 そして、冬休みにポスターの修正を行いクラスでも最終の調整を行いました。  

 発 表自体は 6 分前後で組み立てていたため、本番では質疑応答も含めて 10 分という時

間をどうデザインするのかを生徒たちに考えさせました。  

 

 いよいよ迎えた本番では、体育館全面を貸し切 り、盛大にポスターセッションが行われました。  

 1・2 年生もオーディエンスとして参加し、前後半 2 回にわけた発表のうち、1 回は決められた

場所に、もう 1 回は自分の聞いてみたい先輩のところに行 くという形をとりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 大 学受験の生徒や当日の体調不良などの欠席を除けば、200 名以上の生徒全員が課題

に取 り組み、ポスターセッションをすることができました。  

 生 徒 たちの誰 もが、今回のポスターセッションが学校側からの課題 として与えられ、ただやら

されているという感 じに取 り組むのではなく、最初はそういう感覚だった生徒も含めて、この取 り

組みを通し、世界の諸問題や SDGs の取 り組みについて調べていく中で、これは誰にかに知

ってほしい！聞いてほしい！という思いに変わり、オーディエンスに対 して情熱をもってポスター

セッションをやってくれました。  

 インプット中心の探求学習は丁寧に進めていくうちに自然にアプトプットへのモチベーション

に変容していきました。  

 

 また、昨年 と大きく変わったことは、オーディエンスの様子です。  

 言 語技術の授業を受けている１・２年生たちは、質問の仕方 ・インタビューについても普段か

ら訓練を受けているだけあって、質疑応答の時間に活発な意見交換がなされていました。  

 来 年度はいよいよ、そんな 1 年次から言語技術の授業を受けた生徒が 3 年生となり、この

Final  Pro ject に取 り組みます。  

 また、昨年度 ・今年度の課題として、レポートの作成方法のさらなる指導や情報 リテラシーの
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指導 、また、発表する力に質問する力のさらなる指導があげられますが、今後はレポートにつ

いては国語科 、ポスターは情報科 、その他細かな指導は担任などと協力 しながら、全校 をあ

げての指導体制の構築を模索して参 ります。また、2 年間の言語技術で身についた基礎力

を生かし、さらに充実の、そして生徒の成長につながるファイナル・プロジェクトを目指します。  

 

  生徒感想 (3 年生 )  

「準備期間は大変だと思 ったこともあったが、最後のセッションを終 えた時の達成感は自分の自

信になった。調べれば調べるほど、地球規模課題への関心が湧いてきて、大学での学びに繋がる

と思 った」  

「このプロジェクトを通 して、話 を要約 してわかりやすく伝 える力 がついたと思 う。さらに、他人 の発

表を聞 き、今 まで興味のなかった分野の問題やニュースに関心が湧 くようになった。」  

「情報 を整理する力 、まとめる力がついたと思 う。夏 にレポートを作 った後 、ポスターを制作するた

めに重要な点 をしぼることは難 しかったが、伝 えたいことを伝 えるための方法 を身に付けることができた

と思 う」  

「人前 で話すのが苦手だったが、意外 とできる自分 を発見できた。相手からどのような質問が来

るかを予測する力がついたと思 う」  

「将来の夢 とつながりのあるテーマを選んだため、ただ調べてまとめるだけでなく、自分の知 識にな

ったのでよかった」  

「最初 は面倒臭いなって思 っていた。それでも自分が決めたテーマを調べていったら面白 くなって

きてそこからは入 り込んでしまった。テーマ決めが大切だと思 う」  

 

  生徒感想 (オーディエンス： 1・ 2 年生 )  

「ポスターの内容 も話 し方 もわかりやすくて、今 まで知 らなかったことがたくさん学ぶことができたよか

った」  

「原因や対策などを 1 つ 1 つ丁寧に説明 していてとてもわかりやすかった。たくさんの国 を比較 し

て分析 していたのがとても説得力があった」  

「最 初のアイスブレイクやクイズなど工夫がたくさんあって聞 いていて楽 しかった。要因 と解決策が

ナンバリングされて具体的かつ簡潔に難 しい内容 も知 ることができた」  

「ポスターをうまく活用 して話 していると感 じた。順番 も工夫 されていてとても理解 しやすく論理的に

構成 されていたと思 う」  

「来年のための素晴らしい見本になった！」  
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生徒が作成したポスター  
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O) SDGs カードゲーム（３年 生 ） 

  概  要  

2015 年に国連で採択された「2030 アジェンダ・持続可能な開発目標＝SDGs」を体験的

に学ぶために、担当教員と GCP リーダーで企画立案し、新たにカードゲームを開発しました。  

3～4 人グループで 9 ヵ国にわかれ、各国が抱える課題が SDGs のターゲットとしてカードにし

たものを配布 。各国はそれらの課題 を「アイテム」を使 って解決 していきます。解決することで

「ポイント」を得 ることができ、最終的に一番ポイントを獲得した国の勝利となります。  

教室前方の画面には、SDGs の世界全体の達成状況がわかるバロメーターが表示されて

おり、自国の課題解決 とともに、自国がすべてクリアしても、他国がクリアできなかった場合は

ポイントが減点されてしまうため、世界で SDGs の達成を目指し、道具の貸し借 りや、融資な

ど、互いに協力しあって交渉を進めていきます。  

「アイテム」には「お金 」と「アイディア」があり、「お金 」は貿易ゲームの要領で、道具 と紙をつ

かって製品をつくり、マーケットで換金することで得 られます。「アイディア」は自国の教育水準

や知的活動の指数をあらわしており、さまざまな課題を解決していく中で得ることができます。  

各国の課題やそれを解決するための経済力や教育力の必要性 、国際社会における援助の

あり方 、協力関係の構築など様々なことを、カードゲームを通して体験的に学びました。  

 

  生徒感想  

「技術力やお金がないと国際社会の中で影響力 をもてないと感 じた。自分の担当国は技術 も

資源 も少 なかったため、開発銀行からお金 を借 りるしかなかったが、そのために借金の返済に苦 し

んだ。現実社会においてもどのように途上国 を支援するべきなのか考えてみたいと思 った」  

「労 働生産性が高いとやはり国が豊かになるのだと思 った。しかし、お金 があることと幸せに暮 ら

すことはまた別の問題であるとも感 じた」  

「自分の国のことで精一杯になってしまい、困 っている国 を助 ける余裕がなかった。現実の世界

もこうなのだろうかとしみじみ思 った」  

「カードゲームだとついつい目先の利益にこだわってしまうが、現実社会では、ただ目の前の課題

にがむしゃらになるのではなく、長期的に、視野 を広 くもって計画 をたてることが大切だと感 じた」  
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3.  グローバル・リーダース・プログラム（GLP）  

A)  概 要 ・年 間 スケジュール 

  概要  

グローバル・リーダース・プログラム（GLP）はその成果を、GCP はじめ全校のＳＧＨの取 り組

みに還元していく事が最大の使命であります。これまでに全校対象で行われている GCP 広島

フィールドワークは、GLP フィールドワークがベースとなっております。またフィリピン講師 とのス

カイプ英会話は、現在全校生徒が取 り組んでおり、英語の４技能の中でも課題となっているリ

スニング•スピーキング力の向上に貢献しています。言語技術授業の英語 と日本語往還の実

験も、GLP で行われました。  

本年度の取 り組みは１６名で行っています。毎週火曜日 ・金曜日のクラブ終了後 １８時から 

１９時 ３０分過ぎまで、ＣＡＬＬ教室で行います。また必要に応じて合宿などの集中プログラムを

実施します。  

 

  昨年度との相違点  

①課題研究 メソッドを指導するために、全員で中学生の SNS の使用をテーマにした課題

探求を行い、意見文 （小論文 ）を書かせました。これにより使用教材である「学びの技 」 (玉川

大学出版 )の活用を生徒たちが強 く意識することができました。  

②フィールドワークに向けて、平和的な都市計画 、地球温暖化 、貧困 、環境 と開発など、

SDGs と関わりのある小テーマを４つ設定し、テーマごとに４人 １組のグループワークを行いまし

た。「学びの技 」に基づき、仮 説 を立 てて進めることで、論 理的かつ分析的な探究型学習を

実施しました。  

③オープンキャンパスや、学園祭などではポスターセッションを実施し、公開 された空間での

ポスターセッションを実施 。また中間報告会および最終報告会において、英語でのプレゼンテ

ーションを行いました。また横浜での SGH 全国高校生フォーラムにも参加しました。２０１８年

３月には SGH 甲子園にも出場予定で、英語によるポスタープレゼンテーションおよび、ラウン

ドテーブルディスカッションに参加します。  

④英字新聞の監修がジャパンニュースに変わりました。  

⑤核問題について全員で取 り組むことで、４月に実施 される、カリフォルニア・ミドルベリー国

際問題研究所の主催する、核廃絶に関する高校生による国際会議 、クリティカル・イシュー

ズ・フォーラムに向けての取 り組みで、全員が英語によるプロジェクト作品を作 り上げることがで

きました。完成作品は活動報告会において、英語で発表 しました。核不拡散問題では、専門

家の講師 とカリフォルニア＝東京間をオンラインで結んで、レクチャーを行 うことができました。

あわせて２０１７年のノーベル平和賞受賞者 ・ベアトリクス・フィン ICAN 事務局長による講演

会にも参加し、解決困難な地球規模課題の最前線に触れることができました。また GLP の

生徒が、オーストリア・ウィーンで実施された CTBTO の SnT 国際会議に、日本の高校生代

表として招待され、現地では、核廃絶をテーマとした映像プロジェクトの発表を行いました。  

⑥クラスサイズ含め、基本的 な運営方法は同 じでしたが、２学期 より授業会場が図書館 ３

階から、アクティブラーニング向けにリニューアルされたコール教室に変更になりました。これに

より、自由度の高いディスカッションが行えたほか、ポスタープレゼンテーションの練習なども行

いやすくなりました。  
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  プログラム内容  

「学 びの技 」を教科書 として、論理的 ・批判的思考や情報収集 ・分析力など探究型学習

の基礎を育てます。その研究 メソッドを活用 し、沖縄 とカリフォルニアで実施されるフィールドワ

ークを行います。さらに、フィリピン人講師によるオンライン英会話ではインタビュースキルなどの

英語力を磨 きます。また地球規模課題への理解 と知識を深めるために、国連大学訪問や、

人権和学者 、外交官 、国際機関職員による懇談会を行なっていただいています。さらに、核

廃絶問題のテーマをふまえ、2017 年ノーベル平和賞受賞者ビアトリス・フィン ICAN 事務局

長の講演会に参加しました。  

 

  年間のプログラムの流れ 

まずは地球規模課題の学習と仮説を設定し、それを踏まえてフィールドワークを実施しまし

た。さらに内容 と仮説 を吟味 して、学園祭でポスターセッションを行 いました。同時に、それま

での取 り組みの内容を、ジャパンニュース監修の英字新聞作成を実施 。その後は、主張 をま

とめて、ギガビジョン株式会社のプロの動画製作者の指導のもと、動画を制作しました。作成

した動画を YouTube などにアップロードしました。３年生がこの活動をとりまとめ、活動報告会

を英語で行いました。また４月にカリフォルニアで開催 されるクリティカルイシューズフォーラム

（ＣＩＦ）に向けて、核不拡散についての研究をとりまとめたミニプロジェクトを全員で作成しまし

た。この内容は２年生が活動報告会にて、英語で発表しました。  

 

 

GLP 年間スケジュール  

日程  プログラム内容  
探究 ・発表等の手法

など  

春期休業  
集中講義 ：アイスブレイク、年間計画の確認 、ワールドカ

フェ  

Chromebook 配 布

（貸与 ）  

4 月  

Cr i t i ca l  i ssues  forum(CIF)参加  

(4 /1～5、代表 2 名 )  
長崎県長崎市  

講演 「持続可能な開発目標 （SDGs）とは」  

講師 ：国連報道官   須賀正義氏  
  

授業 「探究学習のステップ」  ﾏｲﾝﾄ ﾞﾏｯﾌ ﾟ  

言語技術 「報告書の書き方 」   

5 月  

国連大学研修  

講演 「SDGs と人間の安全保障 」  

講師 ：国連大学サステイナビリティ高等研究所  

    プログラムアソシエイト 今井夏子氏  

講演 「国連の役割 」  

講師 ：国連広報センター 千葉潔氏  

国連大学  

授業 「国家の安全保障 ・人間の安全保障とは」  グループワーク  

授業 「研究手法 ：アンケート調査 ・文献調査 」   

6 月  
講義 「アメリカ社会の多様性 」  

講師 ：ハワード大学  カミラ・マジエード博士  
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授業 「国家 とは何か～メリアンダイアログを通して」  ディスカッション  

英字新聞編集会議  KJ 法  

作業 「フィールドワークに向けてのリサーチ」   

7 月  
ディスカッション「探究学習のテーマについて」  ディスカッション  

英字新聞  行程表作成 ・インタビュー実施   

夏季休業  

集中講義  

①  各フィールドワーク先での探究学習テーマを設定 ・プ

レゼン  

②  英字新聞編集会議  

グループワーク  

ディスカッション  

プレゼンテーション  

フィールドワーク  

アメリカ (7 /31～8/7 )   沖 縄 (8 /8～11 )  

アメ リカでのフィール

ドワークは GCP と共

に実施  

9 月  

授業 「ポスターの作 り方 」    

課題 「探求学習テーマ報告書作成 」  報告書作成  

作業 「ポスター作成 ・発表練習 」   

 

日程  プログラム内容  
探究 ・発表等の手法

など  

10 月  

ポスター発表 「フィールドワーク報告 」（一般公開 ）  ポスターセッション  

講義 「映像のクリティカルリーディング」  

講師 ：映像制作会社 Gigavis ion  津 田盛治氏  他  
  

授業 「英語プレゼンテーションスキル」  ペアワーク  

授業 「核兵器禁止条約とは」   

講義 「核兵器なき世界を実現するために」  

講師 ：ミドルベリー国際大学院  トキ・マサコ女史  
 

11 月  

交流会 ： 沖縄県立那覇国際高校  プレゼンテーション  

中間報告会 「フィールドワーク報告 (英語 )」 (一般公開 )  プレゼンテーション  

SGH 全国高校生フォーラム参加 （英語 ）  ポスターセッション  

12 月  

第二回全国中学校 ・高等学校英字新聞コンテスト出場    

集中講義 ：一年間で学んだことを伝える映像制作  
グループ ワー ク 、 映

像制作  

冬季休業  
映像制作作業   

映像課題 「核兵器の科学的性質 」   

1 月  

講義 「核兵器廃絶に向け市民社会が果たす役割 」  

講師 ： ICAN （核 兵 器 廃絶国際 キャンペーン）  ベアトリ

ス・フィン事務局長  

ペアワーク  

作業 「CIF ミニプロジェクト作成 」   
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2 月  

2018 年度 CIF 準備    

GLP 最終発表会  プレゼンテーション  

活動の振 り返 り・評価  
自 己 評 価 ・ 相 互 評

価  

 

B) クリティカル・イシューズ・フォーラム（ＣＩＦ） 

  実施  4 月 １日 （土 ）～４月 ５日 （水 ） 

  参加者  代表生徒 ２名 （３年生男女 １名ずつ） 

  場所  長崎 ・活水高校  

  主催  ミドルベリー国際問題研究所ジェームズ・マーティン不拡散研究センター(MI IS )  

  内容  日米露の高校生による核軍縮に関する提案の発表会で、会議には、ロシアから

４校 、アメリカからハワイも含め６校 、日本から７校の代表生徒約 ２名ずつが参加し、核兵器

の不拡散をテーマにプレゼンテーションやディスカッションを通して意見を交換 しました。２０１

７年の Student  Con fe rence のテーマは「CTBT とその核兵器無き世界への役割 」でした。 

また、４月の開催に向け、2 年生の GLP のメンバーが核問題についての包括的な理解をま

とめオンラインプレゼンテーションアプリ prez i で min i-pro jec t を作成 。事前に提出し、MI IS

の研究員からフィードバックを受けました。 

作品のリンクは以下の通 り。 

ht tp : / /p rez i .com/q fgn2e lv0ggk /?u tm_campa ign=share&utm_med ium=copy  

 

 

  行程  

初日は、今回の CIF の会場となる長崎活水高校にてアメリカ・ロシア、日本の高校生と初

めて顔を合わせしました。そのあとはグループに分かれ、活水高校の生徒 さんのガイドで、出

島 とグラバー園を見学 しました。長 崎 という、ほかの日本の地域にはない異国の雰囲気の中

で、英語で交流をしました。  

MI I S 研究員からのコメント： “ You r  Prez i  i s  w e l l  de s igned .   The  i mage  o f  the  road  
and  v ar iou s  s i gnpo s t s  a re  e f f e c t ive .   Yo u  have  o n ly  a  f ew  e d i ts  to  ma ke .   On  
the  open ing  co nte nt  s l ide  "R ad ia t ion , "  c h ange  tex t  to  " t he i r  ce l l s  d ie… "(p re sen t  
ten se ) ;  S l ide  2  " r ad i o i so tope s "  ( p lu ra l ) ;  Pay  at ten t ion  to  ar t i c l e  u sage :  In ser t  
"A "  ch a i n  rea c t ion . . . " an "  Adv i so ry  Co m mi t tee . . .On  s l ide  (1 95 5) ,  c ha nge  to  
in s i s ted  on . . . the  abo l i t i o n . . .  the  UNG A;  CTB TO  "ex p lo s ion s "  (p lur a l ) ;  C i ta t ion s  
(p lur a l ) .   Gener a l l y,  chec k  f o r  ar t i c l e  usage  and  ver b  ten se  agreeme nt  
thro ughou t  yo ur  doc umen t .   Your  v i sua l s  are  we l l  don e ! ”  
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2 日目の午前中は活水高校 ・講堂にてリハーサルを実施 。午後にはフィールドワークで長

崎平和公園 を訪問 。北村西望制作の平和祈念像 を前に、全員で記念撮影をしました。そ

の後 、長崎原爆資料館にて核兵器の引 き起 こす悲劇 を改めて確認 しました。引 き続 き、被

爆者の山脇さんによる被爆体験を英語で伺いました。  

3 日目はフォーラム初日 となり、日 ・米 ・露の各校がそれぞれの研究成果を発表 しました。

基調講演では朝長万左男長崎原爆病院名誉委員長が原爆 ７０年の科学の進歩について

語っていただきました。  

フォーラム２日目 （４日目 ）は、ゼンジ在日アメリカ領事館職員から外交官の仕事について

の講義を受けた後 、創価高校の発表日でした。映像制作で作成した動画は大変に好評で、

CTBTO に対する提言もしっかりと、最後まで堂々と発表してくれました。すべての発表を終え

た後 、国 内で唯一入場できる現存する被ばく遺産である城山小学校を訪問 しました。当 時

最新のコンクリート施設が爆風で吹き飛ばされたという歴史 と、現在生き残っている唯一の生

存者の原田 さんのお話を伺い、原爆の壮絶な力を想像することができました。その後 、原爆

資料館に移動して、ゼルボ CTBTO 議長との懇談会に参加 。青年を前に、ユーモアのセンス

で高校生の質問に真摯に答えてくださいました。何 より、北朝鮮問題が過熱する中 、この会

合だけのためにウィーンから日帰 りでいらっしゃったという情熱に感動しました。夕方より行われ

た公開シンポジウムは多 くの聴講者 とメディアも入 っての本格的なものでした。その席上の最

後に行われた日本語 と英語 を交 えてのシンポジウムで、日本代表の一人 として小野寺君が

CIF の取 り組みの意義をしっかりと語ってくれました。また、ゼルボ議長からの質問にもしっかり

と答えてくれました。客席からの「あなたにとっての平和とは」という質問にも、「全人類のひとが

幸せになること。それははるか遠 くにいる人の痛みや苦しみも、自分のことととらえることです。そ

れを実現するために今は力をつけたいと思います。」と堂々と答えてくれました。  

フォーラム最終日 となる５日目は、長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA ）の吉田

文彦副センター長からのこれからの核時代についての講義に先立ち、日米露の３ヶ国の高校

生が、フォーラムを通 して自分たちの学んできたものを、小 グループで報告 しあいました。話 し

合 う事で、コミュニケーションを取 ることの大切 さと、国境 を越えて人 と交流する事 、そしてグロ

ーバル化した事で、国境を越えて連帯出来る事を確認しあいました。閉会の挨拶に立たれた

鈴木達治郎 RECNA 所長は、高校生たちの高い研究成果に感動しつつも、自分たちの生

きている内に核兵器の撤廃を目指すというさらなる高みに向けて、より具体的なアドバイスをい

ただきました。  

 

  生徒感想  

「5 日間にわたって各国のトップクラスの高校生たちと英語で渡 りあうということ自体が非常に刺

激的な体験でありました。また、CIF 終盤では、CTBT 準備委員会事務局長のラッシーナ・ゼル

ボ氏 をお迎えして、軍縮不拡散教育国際会議一般公開シンポジウムが行われました。ここで自分

はパネリストとして登壇 し、参加者の質問を受けさせていただきました。一般の方々からの質問でした

ので、ここは日本語だったのですが、その前までの学術的な話題 とは打 って変わって、『あなたにとっ

ての平和 とは何 ですか』という非常 に単純な質問 を受 けました。その質問 に対 して答 え、また他 の

人の答 えを聞 く中 で、なぜ自分たちは平和 を目指すのか、という、最 も根本的で、最 も大切な、考

え方の土台の部分を改めて考え直すことができました」  

 

「閉会式では CIF の期間中にできた友人 と別れを惜 しみました。長崎の地から平和 と不戦の
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誓いに立 った多 くの若者が自 らのコミュニティで力 を発揮 していくのだと思 うと、平和 な未来 を確信

せずにはいられません。また、私 も、これから頑張 っていきます。理想 は現実の上 に成 り立 ちます。

先人が築いてきた日本 という国 の安定 を守 りながら、理想の構築に向 けた着実な一歩 を踏み出

していきます。そして、平和 を真に実現することのできる実力 をつけていきます」  

 

 

 

Cr i t i ca l  I ssues  Forum の２０１７年生徒発表の様子  参考サイト  

ht tp : / /s i tes .m i i s .edu /c r i t i ca l i ssues fo rum/2016 -2017-s tuden t -p resen ta t i ons /  

 

C) CTBTO サイエンスアンドテクノロジーカンファレンス(SnT)  

  実施  2017 年 6 月 25 日 （日 ）～7 月 2 日 （日 ） 

  参加者  代表生徒 １名 （２年小野寺改主君を招聘 。日米露より１名ずつ） 

  場所  オーストリア・ウィーン ホフブルグ宮殿  

  主催  包括的核実験禁止条約機関準備委員会 （CTBTO） 

  内容  CTBTO のゼルボ議長から、核実験廃止のための国際会議である CnT ２０１７

に、核なき世界を担 うＣＩＦに参加した高校生 ３名を代表として CIF においてパネルディスカッ

ションのプレゼンターとして創価高等学校 ２年生小野寺改主 くんが招聘されました。世界のト

ップレベルの国際会議に参加し、また大学生を中心とした会議であるＣＴＢＴＯ  Ｙｏｕｔｈにも

参加し、若者の世代の核なき世界に向けての連帯を深めました。 

 

  行程  ５日間に渡るカンファレンスでは、世界の最先端の理系研究と各国大臣や国際

機関のトップが集い、これからの核廃絶の道について、外交 トップレベルの来賓を迎えての会

議や、各国の研究所長による難易度の高い最新の検査技術と課題についてのディスカッシ

ョンなどが、夜 6 時過ぎまでみっちり入るというスケジュールでした。２日目にはミドルべリー研

究所のウィーン事務局である VNDCP を訪問。IAEA で長きに渡 り貢献し、ノーベル平和賞

受賞チームメンバーであられた、ローラ・ロックウッド所長から、現場から見た国際社会におけ

る核廃絶への道についての講義を受けました。その後 、国連ウィーン本部を訪問しました。４

日目には、青年のための啓蒙企画提案発表会が行われ、参加者 １０名のうち代表の 3 組

の１つとして、小野寺君がプレゼンを行いました。実はその実施を前々日に詳細を伝えられ、

ひと晩でプレゼンを作成して臨みました。  
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D) G20 高 校 生 向 け国 際 会 議  

  実施  2017 年 7 月 5 日 （水 ）～7 月 ９日 （日 ） 

  参加者  代表生徒 １名 （２年岡田悠也 くん） 

  場所  会場  ドイツ・ハンブルグ ヨハネウム学院   

  主催  ドイツ国財務省 （G２０ホスト国 ） 

  内容  2017 年の G20 議長国 ドイツが実施する G20 各国の高校生向けのプロジェクト

「Globa l  C la s s room in  the  G20  F inance  Track」に高校 ３年生 ５人のグループが応募し審

査を通過した結果 、代表 １名がハンブルグに招待されました。 

 

  行程  ドイツでは、各国代表の高校生たちが、イベントの最終プロジェクトとして、「G20

に対する 20 の質問 」をまとめて、正式に提出できる書面 （コミュニケ）を作るという課題に取 り

組みました。「財政システム」、「デジタル化 」、「環境 」、「G20 と世界 」という観点から 5 つず

つ、合計 20 の質問を考える活動をしました。各国代表の高校生が自分の名前と国の旗が

おかれている位置に座り、議長を中心に G20 に提出する書面の内容についてディスカッショ

ンの様子は、まさに模擬 G20 でした。岡田君もしっかりとディスカッションに参加し、パネルス

ピーカーの教授に高 く評価されていました。 

3 日間のグローバルクラスルームは、ハンブルグ市内の観光 、暗闇の中の対話 （盲目体験 ）、

模擬 G20、等 、様々な角度から、良い刺激にあふれ

た素晴らしいプログラムでした。「G20 に対する２０の

質問 」の内 容 も、「デジタル化におけるジェンダーギ

ャップについて、G20 が推進できることは何か」や、

「保 護 主 義 から離 脱 して、若 者 が本 当 に有 益 だと

感じられるような自由貿易を推進するために G20 は

何ができるか」など、とてもレベルの高い内容にまとま

っていました。  

表彰式終了後にはカナダの外務大臣であるフリ

ーランド氏 と懇談 をすることができました。またカナダ

のトルドー首相との出会いの機会もありました。  
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E) ゲスト講 義 および都 内 フィールドワーク 

 

  講義  国連報道官  須賀正義氏 （2017 年 4 月 14 日 ） 

  概要  

「持 続可能な開発目標 とは何か」をテーマに、国連海洋会議 、グローバルコンパクト、ニュ

ーヨーク宣言など、多面的かつ具体的な事例を踏まえてわかりやすく講義をしていただきまし

た。また、世界市民のあり方などについても懇談的にお話しいただきました。  
 

  生徒感想  

「国 連 が抱 えている地 球規模課題 の複雑 さと解 決 さ

の難 しさを痛感 しまし、なかなか進展 しないという現実 も知

ることができました。地球規模課題解決のためには過去 ・

現 在 ・未 来 とマクロ・ミクロの視点 を念頭 に置いて考 える

必要性があり、受 け入れる側 と受 け入れられる側 の双方

の視点に立 って考 えることが大切 だと思いました。将来国

際的 な仕事に就 く時 に、多 岐的 な視野がないと問題 は

解 決 できないということを実 感 し、その力 を今 のうちに培 う

必要があると思いました」  
 

  フィールドワーク 国連大学訪問 （2017 年 5 月 9 日 ） 

  概要  

国連大学サステイナビリティ高等研究所 （UNU-IAS）プログラムアソシエイトの今井夏子さ

んと、国連広報センターの千葉さんの講義を受講しました。  

今井さんの講義では、国連大学の氏名 、UNU-IAS の活動 、人間の安全保障についてお

話ししていただきました。また、千葉 さんの講義では、国連広報センターや、国連 とは何か、今

世界が直面している課題と対策についてお話しくださいました。  

その後 、1945 年から国際連合のオリジナルの文書が保存 されている国連大学内の図書

館と、安倍首相やアンジェリーナ・ジョリーが訪問したウ・タント会議場を見学しました。  

 

  生徒感想  

「国家のみでは解決 しきれない問題が増えた今 、国連大学は国連 と連携することで今 まではな

かった視点や解決へのアプローチができるのではないかと考 えました。なぜなら国連大学には膨大

な資料があり、国際問題に明 るい研究者の方たちが毎日研究 されています。ここなら、学際的な

立場から第一線で活動 をする組織に適切な助言 をすることが可能 だと思 うからです。自分 もこの

ような場所で活動 してみたいと感 じました」  
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  講義  ハワード大学  マジェード博士 （2017 年 6 月 16 日 ） 

  概要  

「アメリカ社会の多様性 」とのタイトルで、英語で講義してくださいました。民族の概念につい

て確認 し、アメリカ社会における差別の歴史についてお話 しいただいたあと、「差 別は人々を

隔離し、人間 としての最 も基本 となる他者に対する尊敬や社会に対する希望を失わせてしま

うことだ」と強調 。「差別 を打ち破るために、尊敬 、慈愛 、正義を広めるグローバルリーダーに」

と、生徒たちに期待を寄せました。  

 

  生徒感想  

「今回の講義を通 して僕が考えたことは、世界 を知

るためには、現 在 の国 の状 況 を知 るだけでなく、その

国 が今 まで積み重ねてきた歴史 を学ぶことが大事 だ

ということです。なぜなら現 在 の国 の状況 とその国 の

歴史は密接に関わっているからです。世界中で様々

な人 やものに出 会 ううえで、本 質 的 な部 分 である歴

史 を学ぶという意義はとても大 きいと思いました。初 め

ての英語による講義は大変でしたが、とても良い経験

になりました」  

 

  講義  ミドルベリー国際大学院  トキ・マサコ氏 （2017 年 10 月 28 日 ） 

  概要  

アメリカ・モントレーのミドルベリー国際大学院とオンラインでつなぎ、長年にわたって核不拡

散 教 育 に従 事 していらっしゃるトキ ・マサコ氏 に英 語 で講 演 していただきました。トキ氏 は、

“Toward  a  World  Free  o f  Nuclear  Weap ons” (核兵器なき世界を目指して )とのテーマで、

各国の核兵器をめぐる現状や課題 、本年 7 月に採択された核兵器禁止条約の概要 、市民

社会の役割などを述べたあと、核兵器廃絶に向けて若い世代の担 う役割の重要性を繰 り返

し強調しました。GLP 生の質問にも丁寧に答えていただきました。  

 

  生徒感想  

「若 い世代が核兵器の廃絶に関心を持ち、考 えることは次世代にも影響するのだとわかりました。

特 に、日本の私たちは、唯一の被爆国 として、核兵器の恐ろしさを伝 え広めるべき人間の一人な

のだと自覚 させられました」  
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  懇談  デポール大学  ジェイソン・グーラー准教授  

  概要  

デポール大学准教授 、池田大学教育研究所所長のグーラー氏 をお招 きし、英語での懇

談会を開催 しました。懇談会では、「グローバルリーダーに必要なスキルは何か」、「価 値 とは

何か」、「創価教育の社会での役割とは」「よりよい対話を行 うために必要なことは」などの多角

的な質問に、丁寧に回答していただきました。  

 

  生徒感想  

「強 く印象に残 ったことは、教授の態度や姿勢で

す。教授が私達に対 して関心 を持 っていることの感

じられる受け答えで、教授が一方的に話すのではな

く、私達 と一緒 に話 を進 めて行 く様子 に驚いたから

です。生徒の質問に対する答 えにもあったように、誰

かと対話 をする際 、相手への関心や興味 を向 けら

れれば、その会話 は深い対話 となるという事 に自然

と気がつくことができました」  

 

 

  講演  核兵器廃絶国際キャンペーン(ICAN)  ベアトリス・フィン事務局長  

  概要  

昨年のノーベル平和賞を受賞した国際 NGO である ICAN のベアトリス・フィン事務局長の

講演会が国立オリンピック記念青少年総合センターで開催され、GLP 生で参加しました。フ

ィン事務局長は講演の中で、核兵器廃絶に向けて市民社会が果たす役割の重要性を強 く

訴えました。  

 

  生徒感想  

「女 性 が堂 々と先 陣 を切 って核 兵 器 の廃止 を

訴 える姿 と、その様 子 が世界的 に評価 されている

事 実 にたくさんの勇 気 をもらいました。講 演 の中 で

強調 されていた『希望によって核 は廃絶できる』とい

うことを信 じて、私自身 、もっともっと積極的 に疑問

を持 って積極的に学び、世界平和への揺るがない

信念を作ろうと決意 しました」  

 

F)  プレゼンスキル（学 園 祭 ポスターセッション・英 語 プレゼン） 

  プレゼンスキル（学園祭ポスターセッション） 

  概要  

学園祭において、夏にカリフォルニアと沖縄で実施したフィールドワークの研究内容を、ポス

ターセッション形式で発表 しました。１日目は学園生を対象に、２日目は一般の来場者に発

表を行いました。それぞれのグループが事前に立てた論題がどのように展開 したのかをポスタ
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ーにまとめ、声の大 きさや速 さなどの話 し方 、身振 り、目 線 などの発表態度を意識 しながら、

学園生だけでなく一般の方々に向けてポスターセッションをすることができました。  

 

 

 

  プレゼンスキル（英語プレゼン） 

  概要  

11 月 25 日 、SGH 全国高校生フォーラムが神奈川 ・横浜市のパシフィコ横浜で開催され、

GLP 代表 ４名がポスターセッションに参加しました。  

これに先 立 ち、メンバーは事前 にネイティブスピーカ

ーのプレゼンテーションスキルについてのレクチャーを受

け、ペアになって L と R の発音練習や、ジェスチャー、

言葉の強調などの練習をしました。  

当日のフォーラムには SGH 指定校 123 校、アソシ

エイト校 56 校の生徒代表が参加 。日頃学んできた社

会問題などの概要や提案 などを英 語でポスターにまと

めて発表しました。  本校生徒は「紛争地域における平

和構築とパワーシェアリングの役割 」と題 して、平和な世

界構築に向けての課題 とその解決へのアプローチを提

案しました。多 くの方が足を止め、活発な質疑応答が行われました。  
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G) 英 字 新 聞 の取 り組 み 

  概 要  

ＧＬＰの日頃の活動やフィールドワークの成果について、情報を整理 し、的確に発信するこ

とを目指して英字新聞作成に取 り組みました。 

この活動を通 し、ＧＬＰメンバーは新聞を作成するときの

英語の表現法や、情報 を取捨選択する大切 さなどを学

ぶことができました。 

また、一 般 社 団 法 人 グローバル教 育 情 報 センターが

主催する、第 ２回 「英 字新聞 甲子園 」に出 場 し、作 成 し

た新聞を披露するとともに、制作過程での苦労や学んだ

ことを発表しました。（2017 年 12 月 17 日実施 ） 

 

  主 なスケジュール  

①2017 年 6 月 13 日 (火 )  

授業内で講義の上 、ディスカッションを通 じて、「誰に向けて作成 しているのか」を意識する

ことや、情報を共有する大切 さを学びました。その後 、プロジェクトの編集長を選出し、何を伝

えたいか、誰に伝えたいかを話し合いました。  

②2017 年 7 月 7 日 (火 )  

英字新聞のトピック決めを行いました。「GLP にしかできないこと」、「去 年のものとは違 うも

の」を前提に話し合い、フィールドワーク、紛争 と SDG ｓを関連 させたオピニオン、SDG ｓに関

わる小平市のことを書 くことを決めました。最後に、記事の分担を決めました。  

使 用 ポスター 
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③2017 年 7 月 11 日 (金 )  

英字新聞の工程表の作成をトピックごとに行いました。また、インタビューの対象者を決め、

質問の内容を考えました。その後 、インタビューの希望日程を決めました。  

④2017 年 9 月 8 日 (金 )  

これまでに書いてきた各グループの記事の内容や英訳について検討し、見出 しを考え、記

事に添える写真を選びました。できあがった記事を第 １稿 として提出しました。  

⑤2017 年 9 月 26 日 (火 )  

第 2 稿をグループごとに作成しました。第 １稿は「日本語をそのまま英語に訳している」との

指摘があり、タイトルや文中の曖昧で不自然な表現や誤字脱字の修正を中心に行いました。  

⑥2017 年 10 月 6 日 (金 )  

返された第 ２稿について、グループで話し合いながら、記事の修正や加筆をしたり、写真や

図の大きさやレイアウトを考え直したりしました。  

⑥2017 年 10 月 27 日 (金 )  

最終稿の英字新聞を丁寧に確認しました。  
 

※完 成 した英 字 新 聞 は、10 .関 係 資 料 ③に収 録  
 

  生徒感想  

「英 字新聞記事の作成 を通 して感 じたことは、記事に何 を書 くかについて、取材 した内容や自

分たちが見聞 きしたことから抽出 していくことの難 しさです。新聞記事では、取材 したことの全 てを記

事にするのではなく、その中から記事に必要な情報だけを判断する必要があります。『記事 を通 して

何 を伝 えたいのか』ということが、記事に必要な情報かどうかを判断する基準になると思いました。」  

 

H) 映 像 制 作 の取 り組 み 

  概 要  

ＧＬＰの研究の成果物 として、これまでに学習した内容を表現する映像を制作しました。１グ

ループ４人の４つのグループで９０秒程度の作品を制作し、最後の場面で英語でメッセージを

提示することを条件 とし、「今年度の活動を通して学んだこと」というテーマで制作しました。  

 

  主 なスケジュール  

①２０１７年 １０月 ３日 （火 ）  

ＧＩＧＡＶＩＳＩＯＮによるレクチャーの後 、映像を感覚で捉えるのではなく、細部を観察し論理

的に考える力をつけることを目指 して、映像鑑賞を行いました。「アナと雪の女王 」などの映像

分析を通 し、各 シーンにわけて分析することや、テーマ設定に必要な視点について説明を受

けました。また、制作側が伝えたかったことの根拠を示すことが重要であることを学びました。 

②２０１７年 １１月 １０日 （金 ） 

視聴者に分かりやすくメッセージを伝えるために、音楽 、アングル、小物 、光 と影などを効果

的に利用する方法を学びました。次に、映像構成についてのレクチャーを受け、どのように映

像を作 り上げていくかのプランの立て方を学び、グループで映像構成について話し合いました。 

③２０１８年 １月 １２日 （金 ）  

映像編集の考案をＧＩＧＡＶＩＳＩＯＮに伝え、完成 イメージを共有しました。映像に取 り入れ

る効果音やＢＧＭ、映像の切 り替えなどの編集点を確認し、使用する映像素材を提出ました。  
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③２０１８年 １月 ２３日 （火 ）  

お互いの映像を見合い、最 も伝えたいメッセージが何なのかを話 し合いました。どの映像 も

メッセージを伝えるための表現方法に工夫が凝らされており、多 くのの意見が飛び交いました。  

 

  生徒感想  

「映像分析のレクチャーを受け、無意識のうちに製作者が伝えようとしている思いや、意味などを

感 じ取 ることはなんとなくできるものの、分析 しようとすると難 しいと感 じました。テーマについて考 えると

きも、それぞれのシーンの概要 をひとつのテーマとしてまとめることが難 しいです。映像の分析 を通 して、

これからは映像 を見 たときに無意識にただ楽 しむだけでなく、その映像に込 められた製作者の隠れ

た思いやメッセージを分析 してしっかりと感 じ取 りたいと思いました。」  

 

Ｉ )  評 価 と分 析  

ＧＬＰの活動の評価方法 として、プログラム終 了後に、本校の考 えるグローバル人材の資

質 ・能力の個別能力の成長を自己評価および他人に評価させた。本校のＳＧＨ構想調書に

おいて定義 された「グローバル人材 」の要件をもとに、以下のような資質 と能力を具体的に取

り上 げ、これをＧＬＰの生徒に自己評価 させた。この自己評価表については、以下の手順で

進められた。  

１、３月 オリエンテーション：１年間の活動を通 じて自分が伸ばしたいとかんがえている能力

に〇をつけること。その中でもとりわけ向上させたいと考えているものに◎をつけること。  

２、２月終了時点 ：自 分がこの１年間で向上 したと考 えられる能力に◎ を、まあまあ伸びた

物に〇を、あまり伸びなかったものに△ をつけること。どちらでもないものはそのまま無記入 とす

ること。  

３、但 し、記入 した場合は、その根拠 となる具体的な例を記入すること（ＧＬＰの活動に関わ

らなくてもよい）。  

４、終了後に映像制作を行ったグループに分かれて、他のメンバーが見た評価を別の色の

ペンで記入すること。  

 

 

 

 

項 目  分 野   項 目  分 野  

世

界

市

民

の
能

力 

問 題 解 決 能

力  

ロ ジ カ ル フ レ ー ム ワ ー ク  

世

界

市

民

の
資

質 

多 面 的 ・ 多 角 的 な  

視 点 と 寛 容 の 精 神  

多 様 性 の 理 解  

分 析 力  異 文 化 共 生  

論 理 的 思 考 力  フ ィ ー ル ド ワ ー ク  

協 働 的 能 力  

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト  新 た な 視 座  

フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン  

教 養 と 理 解  

遂 行 力  

フ ォ ロ ワ ー シ ッ プ  専 門 性  

現 場 力  マ イ ン ド マ ッ プ ・ 設 計 の プ ロ セ ス  

対 話 力 ・ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 能

力  

英 語 運 用 能 力  創 造 的 課 題 解 決 策 の 考 察 と 実 践  

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力     

質 問 力  獲得 させたいグローバル人材の資質 ・能力一覧  
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４月の事前調査により、GLP 生徒は「論理的思考 」「現場力 」「遂 行力 」に高い関心を示

している。一方 、「フォロワーシップ」「異文化共生力 」が低いのは、SGH 全体のアンケートにも

見 られるように、本 校生徒の傾向 として、もともと「協 働的 な資質 」が全体 として高いことに起

因すると考えられる。また、「プレゼンテーション能力 」への期待が低いのは、GCP ファイナル・

プロジェクトはじめ、英語授業など様々な場面においてプレゼンテーションを行 うことが日常化

した結果 、GLP でとりわけ向上させたい項目から外れたことが予想される。  

事後調査では全員が「ロジカルフレームワーク」の向上を認識 した。事前においても獲得 し

たいスキルとして数値の高かった「遂行力 」は、事後でもその成長を認識できている。また３月

当初にとくに高めたい力のひとつ「英語運用能力 」と同時に、伸ばしたい技術 としてそれほど

高 いポイントのなかった「プレゼンテーション能 力 」と「専 門 性 」が事 後 では高 くなったのは、

GLP 年間を通じて、高度な探究活動の末に、英語での発表を求められた結果と考えられる。  

 一 方で、伸ばしたい力の上位に上がっていた、「質問力 」「創 造的課題解決策の考察 と実

践 」では、伸びなかったもしくは評価しない (無印 )の解答が３割近 くを示 した。この部分でのプ

ログラムの改善が必要と考える。  
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ロジカルフレームワーク

分析力

論理的思考力

プロジェクト…
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現場力
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フィールドワーク

新たな視座

遂行力
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マインドマップ…

創造的課題解決策の…

GLP 事前調査(2017/03/17)

◎ 〇
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英語運用能力
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質問力

多様性の理解

異文化共生

フィールドワーク

新たな視座

遂行力

専門性

マインドマップ…

創造的課題解決策の…

GLP 事後調査(2018/02/17)

◎ 〇 △
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4.  言 語 技 術  

Ａ） 概 要 ・年 間 スケジュール 

  概要  

「言語技術 」とは、「議論する（話す・聞 く）技術 」「読解する（読む）技術 」「作文する（書 く）

技 術 」「思 考する（論理的思考 ・批判的思考の）技術 」といった、言語 をより有効に運用する

ための技術のことです。世界の多 くの国々では、この「言語技術 」が、各言語の「母語教育 」と

して、小 学校から高校 まで体系的に教えられています。つまり、世界 には発想 ・表 現方法に

共通的基盤があり、議論や交渉などは、それらに基づいて行われているということです。まさに

「言語技術 」は、言語を運用する上での「世界標準 」であり、世界の多様な人々と議論を交わ

し、グローバルに活躍するための必須の能力だと言えます。本校では、グローバル人材像の資

質として、「地球規模課題 （Global  Chal lenges）の解決に貢献する能力 」を有することを定

めていますが、この能力の基盤には、コミュニケーション能力や論理的 ・批判的思考力が欠か

せないとしています。「言語技術 」の導入は、まさにそれらの力を鍛えていくことを目的 としてい

ます。本校では、つくば言語技術教育研究所所長の三森ゆりか氏が開発 した「言語技術 」

教育のプログラムをもとにし、同氏から指導 ・支援を受けながら、「言語技術 」教育 を実施して

いきます。  

「言 語 技術 」の授業では、まず日本語でトレーニングを行い、同 じ内容のトレーニングを英

語でも行 うという往還学習を実施 します。この往還学習は、言語間の共通点や相違点 を認

識することで、「言語技術 」習得の効率性を高めるという本校独自の取 り組みです。この取 り

組みによって、日本語の言語能力の向上はもちろんのこと、各言語共通の「言語技術 」の獲

得は、外国語習得の効率化 、及びその運用能力の向上を促進すると思われます。このように

して鍛えられた言語運用能力は、全教科における生徒一人ひとりの学習理解を促進 し、実

社会 ・実生活の営みも、より充実 したものにしてくれるはずです。この「言語技術 」の授業を通

し、世界に通用する言語運用能力を備えた人材を、本校は育成していきます。  

 

  昨年度との相違点  

今年度から新たに、２年生の総合 クラス（８クラス中 ６クラス）で、週 １時間 「言語技術 」の授業

を開設しました。２年生では、以下の３つの技術を日本語と英語でトレーニングしました。  

①「情報分析 」の技術  

②「認知 」の技術  

③「議論 」の技術  

その他にも、２年生では以下の３つのことに取 り組みました。  

①ＧＣＰ企画 と連動した「人権ディベート」  

②進路指導部と連携し、大学の志望理由書の作成指導  

③当該学年と連携し、修学旅行先についてのポスターセッション  

 

昨年度から実施している１年生では、以下の２つのことに新たに取 り組みました。  

①１年間ＧＣＰで学んだ内容をもとに、１０００字の小論文の作成指導  

②高校生活のキャリアデザインを文章化する「パーソナル・エッセイ」の作成指導  
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 その他のものとして、以下の５つのことにも新たに取 り組みました。  

①生徒自身が、毎回の授業における学びの履歴をいつでも振 り返 り、様々な場面で活かせる

ポートフォリオの作成  

②学校全体に「言語技術 」の活用を浸透 させるため、教員自身の言語運用能力向上を目

的とした、担任教員の「言語技術 」の授業への毎回の参加  

③創価中学校、東京創価小学校における「言語技術 」の内容を取 り込んだ授業の実施  

④創価大学の初年次必修科目である「学術論文作法 」を担当する教員と授業参観の交流  

⑤学園祭のメイン展示会場 、校外の方対象の教育公開講座 、オープンキャンパスにおける

模擬授業の実施  

 

  年 間 スケジュール  

 

時数 　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業内容

1 ・言語技術とは何か　・問答ゲーム（好き嫌い、立場限定、なりたいなりたくない）

2 ・英語問答　・ナンバーリング

3 ・どちらが好きか　・どちらを選ぶか　・賛成か反対か　・英語問答

4 ・５Ｗ１Ｈを意識して例文添削する

5 ・５Ｗ１Ｈ（英語）　・質問の分解（ブレイクダウン）　・２往復の問答ゲーム

6 ・相手の応答を掘り下げる　・２往復、３往復の問答ゲーム

7 ・パラグラフとは何か　・パラグラフの構成要素（ＴＳ、ＳＳ、ＣＳ）　・パラグラフの実践（コンビニ）

8 ・説得力のある理由を考える（ＳＳの掘り下げ）　・意見のパラグラフの実践（携帯電話）

9 ・有効なＴＳの作り方　・意見のパラグラフの実践（読書）

1 ・１学期の振り返り　・問答ゲーム

2 ・例示のパラグラフの実践（好きな街）

3 ・英語のパラグラフの実践　・つなぎ言葉

4 ・事実と意見（日本語、英語）

5 ・反論、交渉の技術

6 ・キャンプの持ち物（情報を整理分類する・ラベリング・空間配列の原則）

7 ・情報の整理分類、ラベリング、空間配列の原則の応用（パラグラフ・ライティング）

8 ・反論（英語）

9 ・時間配列の原則（物の作り方）

10 ・パーソナル・エッセイの書き方（複数のパラグラフで文章を書く）

11 ・パーソナルエッセイを書く

1 ・概要から詳細へ　・机の並び方

2 ・机の並び方振り返り　・道案内

3 ・英語で道案内　・英語でカレーライスの作り方

4 ・ＧＣＰで学んだことをもとに２パラグラフで意見文を書く

5 ・意見文書き

6 ・道案内振り返り　・１年間の振り返り　・問答ゲーム　・テキスト、ファイル回収

２０１７年度 高校１年生 言語技術計画
１学期

２学期

３学期
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Ｂ） 学 習 ・トレーニング内 容  

 

１年生  

１年生の「言語技術 」の授業では、以下の３つを学習 ・トレーニングしました。 

①「対話 」のトレーニング 

②「作文 」のトレーニング 

③「情報伝達 」のトレーニング 

 

1 ガイダンス

2 描写①

3 描写②

4 イラストの分析

5 絵画の分析①

6 絵画の分析②

7 詩の分析

8 詩の分析②

9 小説の分析①

10 小説の分析②

1 マンガによる視点変更１（赤ずきん）

2 マンガによる視点変更２（赤ずきん）

3 テクストの視点変更１（動詞の変化･英語）

4 テクストの視点変更２（振返り･事実整理）

5 テクストの視点変更３（年表作成）

6 テクストの視点変更４（歴史執筆）

7 テクストの視点変更４（歴史執筆）

8 論理１(三段論法の練習問題）

9 論理１（答え合わせ）

10 論理２（論理の飛躍･隠された前提）/英語

11 反論の方法

1 ディベートのルール確認、ブレーンストーミング

2 ディベート練習➀【日本語】

3 ディベート練習➁【日本語】

4 ディベート練習③【英語】

5 ディベート練習④【英語】

6 立論（小論）執筆【「型」の解説・執筆】

１学期

２学期

２０１７年度 高校２年生 言語技術計画

３学期
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以下にそれぞれの実施内容を説明 します。教材は、つくば言語技術教育研究所発行の

「言語技術のレッスン」を使用しました。 

 

①「対話 」のトレーニング 

「対 話 」のトレーニングでは、（１）「問 答ゲーム」、（２）ナンバーリング、（３）質 問の分解 、（４）

論拠の確認 ・反論の技術 、（５）「事実 」と「意見 」の区別  の５項目を行いました。  

 

（１）「問答ゲーム」 

「対 話 」のトレーニングでは「問答ゲーム」を中心に行います。「問答ゲーム」は「対話 」の技

術のトレーニングの最 も基本 となるものです。２人 １組 となり、簡単な質問 と応答をゲーム形式

で繰 り返 します。「好 きか嫌いか」という簡単な質問から始まり、「どちらが好 きか」「どちらになり

たいか」という選択 を迫 る質問 、最後は「賛成 か反対か」といった高度な質問 まで行います。

日本語で「問答ゲーム」を行 った後には、中学導入レベルでの簡単な英語 による「問答ゲー

ム」を行います。また、応答の際に「好 き」や「賛成 」など、あらかじめ立場を限定して答えさせ、

自分の考えとは逆の立場に立って考えさせることも行いました。 
 

  
 

発 言の際は、以下のルールを必ず守って行います。 

・結論をまず先に述べ、その後に必ず根拠をセットにして言 う。 

・発言の最後に結論を繰 り返す。 

・主語 ･目的語を省略しないで話す。 

・質問に対して直接的 ･具体的に答える。 

 

上 記 のルールに則ったものを「応答の型 」として、繰 り返 しトレーニングし、体に染み込 ませ

ていきます。また、英語の「応答の型 」も同様にトレーニングしていきます。 
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（２）ナンバーリング 

理 由が複数個ある場合は、ナンバーリングの技術 を用います。ナンバーリングの型 を日本

語 ・英語それぞれで覚え、「問答ゲーム」で繰 り返 しトレーニングをします。 

 

   

  

 

（３）質問の分解  

内容の濃い対話のために、相手に情報を伝える時は５Ｗ１Ｈをもとに、落ちている情報がな

いかどうか常に意識して話を組み立てます。また、相手の話を理解するために５Ｗ1Ｈを軸に、

不足している情報がないかどうか常に意識して聴き、質問を分解 （ブレイク・ダウン）して聞 き返

します。「質 問→応答 」の１セットで終わっていた「問答 ゲーム」を、「質 問 →応答→質問→応

答 」と２セット、３セットと往復 して行 うようにします。このとき、話題を掘 り下げていくような質問を

することを意識し、話題が拡散しないようにさせます。 
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（４）論拠の確認 ・反論の技術  

対話 をしている時 、相手の発言が、ある「常 識 」を前提 としてなされる場合があります。この

「常識 」が共有されていないと、対話がかみ合わなかったり、後に問題を引き起こしたりします。

よって、対話 をしている際には、相手の発言の陰に潜んでいる「常識 」に注意 していく必要が

あります。そして、潜んでいるとしたらどのような「常識 」が隠れているのか気づけるようにトレーニ

ングをします。 

また、「問答ゲーム」や質問の分解の延長 として、反論の技術 もトレーニングします。２種類

の反論の方法を知 り、時 と場合によって有効な方法を判断して、用いることができるようにしま

す。 
 

   

 

（５）「事実 」と「意見 」の区別  

話 したり聞いたりするとき、「事実 」と「意見 」を区別することができれば、中身に振 り回 される

ことなく情報 を得 ることができ、正確な情報 を発信できるようになります。まず、短文 を「事 実 」

か「意見 」か区別するトレーニングを行いました。その後 、「事 実 」と「意 見 」が混 ざった文 を区

別するトレーニングを行いました。 
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②「作文 」のトレーニング 

「作文 」のトレーニングでは、（１）パラグラフの構成 と作 り方 、（２）サポーティング・センテンスの

掘 り下げ、（３）有効なトピック・センテンスの作 り方の３項目を行います。  
 

（１）パラグラフの構成と作 り方  

パラグラフと、日本でいうところの「段落 」との違いに着目させ、パラグラフの構成要素を学び

ます。社会に出て求められる意見文や報告文の文章は、パラグラフ形式で書かれた文章であ

ることを教 えます。また、英語 をはじめ欧米の言語は、基本的に文章をパラグラフで書 くことが

決まっており、外国語の文章を読み書きする時にとても重要になることを伝えます。 

 

  パラグラフの構成要素と作 り方  

・トピック・センテンス（ＴＳ）  →主張 ･話題を述べる。基本的に第 １文目に置かれます。 

・サポーティング・センテンス（ＳＳ）  →ＴＳに対し根拠 ･例示などを付け加える複数の文です。 

・コンクルーディング・センテンス（ＣＳ）  →再主張して締めくくる文 。基本はＴＳを繰 り返 します。 

・ＴＳ、ＳＳ、ＣＳを改行せずにひとつなぎで書 く（＝パラグラフ）  

→「対 話 」の技術における、発言の際のルールに従った「応答の型 」をひとつなぎで書けば

パラグラフになります。 
 

（２）サポーティング・センテンスの掘 り下げ 

トピック・センテンスの内容が説得力を持つよう、サポーティング・センテンスで定義 ・説 明 ・

事例 ・根拠などを記述してトピック・センテンスを支えます。トピック・センテンスの内容から絶対

に逸脱 しないようにしなければなりません。しかし、トピック・センテンスを支えるサポーティング・

センテンスを考えたとしても、相手からしてみると理由や根拠 としては不十分な場合があります。

特に自分の意見や主張を述べる際には、相手が納得できるよう、説得力のある内容にしなく

てはなりません。そのためにも、自分の考えたサポーティング・センテンスをさらに掘 り下げるトレ

ーニングをします。 
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（３）有効なトピック・センテンスの作 り方  

トピック・センテンスの２つの構成要素を知 り、より良 いトピック・センテンスを作 る練習をしま

す。トピック・センテンスを読んだときに、読み手が、その続きのサポーティング・センテンスに興

味を持ち、「おおよそこんな内容なのだろうか？」「このトピック・センテンスを支えるのはどのよう

な内容 なのだろうか？」「この続 きを読みたい！」と考 えるような文 を作 ります。逆に、単 なる事

実を示す文や、具体的に詳細を語 りすぎる文は良いトピック・センテンスとは言えません。 
 

  トピック・センテンスの構成要素  

・トピック（話 題 ）＋コントローリング・アイデア（話題 を制御 し、パラグラフの方向を決定する内

容 ） 

→トピック・センテンスの有効性は、コントローリング・アイデアの良し悪しに左右される。  
 

  
 

以 上 、学んだ３項目 をもとに、パラグラフ・ライティングの実践をします。１年 生では、「意 見

型パラグラフ」と「例示型パラグラフ」を書かせました。基本的にすべて１パラグラフの文章です。 

 

  課題例  

・あなたは２４時間営業のコンビニエンスストアの存在に賛成か、反対か？（根拠は２つ）  

・あなたは高校生が携帯電話を持つことに賛成か、反対か？（根拠は２つ）  

・トピックを「読書 」とし、これに自分でコントローリング・アイデアをつけて、良いトピック・センテン

スを作 り、自分の意見を書 く。 

・自 分が住んでいる街 、故郷 、自分の好 きな街など、書 きやすい街 を選び、その街の特色 に

ついて例を３つ挙げながら「例示型パラグラフ」で書 く。（都道府県でも市区町村単位でもかま

わない） 
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③「情報伝達 」のトレーニング  

「情報伝達 」のトレーニングでは、（１）情報の整理分類 、（２）ラベリング、（３）空間的秩序の

原則 、（４）時間的秩序の原則 、（５）概要から詳細へ ５項目を行います。 
 

（１）情報の整理分類  

同 じ性質を持つ情報は共通項でくくり、整理分類をして提示するようにします。そうすること

で説明は格段に分かりやすくなります。 
 

（２）ラベリング 

整 理分類 し、共 通項でくくった情報に、ラベル(見 出 し)を貼 って先に示 します。｢この部分

は何についての情報なのか」を先に明 らかにしてから説明すると、聞 き手は分かりやすくなりま

す。 
 

（３）空間的秩序の原則  

空間的秩序の原則とは、一方向で説明をするということです。例えば、「上から下 、あるいは

下から上 」「右から左 、あるいは左から右 」「手前から奥 、あるいは奥から手前 」「外から内 、ある

いは内から外 」というように説明するということです。聞き手 （読み手 ）の視点が行ったり来たりし

ないようにします。一方向の説明の方が、聞 き手 （読み手 ）は覚えやすく、理解 しやすくなりま

す。 
 

（１）から（３）までを学び、トレーニングする例題 として、「キャンプの持ち物の説明 」を取 り上

げます。キャンプに持 って行 く持 ち物 を、ただ羅列 して挙げるだけでは、聞 き手は理解するの

に手 こずります。そこで、共通の性質を持つもの同士でカテゴリー化 し、そのカテゴリーにラベ

ルを付けます。また、同 じ枚数どうしでくくると、説明はより分かりやすくなります。今回の例題で

は、以下に示すように、「衣服 」と「洗 面道具 」というカテゴリーに分け、ラベルを貼ることができ

ます。ラベリングをした後 、説明する順番をよく考えます。そうすると、衣服に関しては、上半身

の服 、下半身の服 、足に履 く物の順番に挙げ、上から下へ一方向で説明するのが適切です。 
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（４）時間的秩序の原則  

時間的配列の秩序とは、時間の経過に従い、時間の早いことから順を追って説明していき

ます。物の作 り方や実験の手順などを説明 ・報告する時には、時間が逆行しないように、この

時間的配列の秩序を守 ります。また、聞 き手 （読み手 ）が分かりやすいように、順序 を表現す

る副詞 （まず、最初に、はじめに、次に、それから、その後 、最後に、終わりに等 ）を有効に使 う

ようにします。 
 

（５）概要から詳細へ 

相手に情報の全体像 （見通 し）を与えてから、部分の詳しい説明をします。道案内をすると

きや、探 している物を相手に伝える時など、最初に概要を伝えてから、詳細な部分を伝えます。

最初に全体像や見通 しが与えられると、情報 の受け手は情報の内容をイメージ（理 解 ）しや

すくなります。 
 

 

２年生  

２年生の「言語技術 」の授業では、以下の３つを学習 ・トレーニングしました。 

①「情報分析 」のトレーニング 

②「認知 」のトレーニング 

③「議論 」のトレーニング 

 

以 下 にそれぞれの実施内容 を説明 します。教 材 は、つくば言 語技 術教育研究所発行 の

「言語技術のレッスン」を使用しました。 

 

①「情報分析 」のトレーニング 

「情報分析 」のトレーニングでは、（１）描写 、（２）絵の分析 、（３）テクストの分析  の３項目を

行います。 
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（１）描写  

最初の描写では、ごく簡単な国旗やイラストを言葉のみで伝えることを例題 として、下記の３

項目の必要性を確認し、グループワークで協力して行います。  

・描写に必要な情報を列挙する  

・挙げられた情報を分類整理する  

・どの順序で描写すると効果的かを考える  

 

次に個人の作業として、１年次に学習したパラグラフライティングの形式で、描写文を書 くこ

とに取 り組みます。このように２年生の言語技術、特に日本語では、作文を書 く機会が多いの

で、生徒が書いた描写文は、担当教員の１人がルーブリックに基づいて採点 、添削 して返却

するようにしています。具体的なルーブリックと添削については、後述します。 

つづいて、同様の内容を英語でも練習 します。英語では作文を書 くことはしませんが、イラ

ストを見ながら、ペアでお互いにイラストを描写する練習を行います。 

最後に、「大 きな情報から小 さな情報へ一方向で説明する」という空間的秩序の原則を確

認して描写の授業を終わります。 

 

（２）絵の分析  

私 たちはある絵 を見たときに、絵から得 られた視覚情報を元にほとんど無意識のうちに「こ

の絵には○○が描かれている」などと判断 します。この授業では、そのような判断が、どのように

して成 り立っているのかを意識することから始めます。 

まず、絵 という情報をよく観察 し、そこから判断の根拠 となる証拠を発見します。次にそれら

の証拠を総合して解釈することで、ある判断が成 り立っていることに気づかせます。 

さらに、絵の中にある１つの情報が何 を意味するかは、常識や慣習などの暗黙の了解を論

拠 としていることがある、ということも学びます。このような「暗黙の了解 」は、文化 を共有 してい
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る者 同 士 では何 の説 明 もなく通 用 します

が、異文化 とのコミュニケーションを図 ろうと

すると、意 識 して説 明 する必 要 が出 てきま

す。この暗黙の了解は、認知のトレーニング

や、議論のトレーニングでも振 り返 る必要の

ある重要な項目です。 

以 上のように、絵の分析を行 う目的 を理

解 した後 は、具 体 的 な｢分 析 ｣の手 順 を学

びます。分 析 の手 順 は、基 本 的 に前 項 の

空間的秩序の原則 と同 じく｢全体から部分へ」ですが、少 し違 うのは、最後にもう一度全体に

戻るという点です。細部の観察を行った後に、これまでの情報を統合して、この絵が何を描こう

とした絵なのか、どんな意味が隠されているのかなど自分の意見を持つことになります。絵の分

析ではそれほど情報量の多 くないイラストの分析から始め、次のステップで、情報量の多い絵

画を分析し、そこに隠されたテーマや物語を読み取ることへと進みます。 

 

（３）テクストの分析  

テクストの分析 も、絵 と同 じように、テクストの中から証拠を見つけ、それらを解釈することで

成 り立ちます。たとえば、「たき火 」という童謡の歌詞を分析すると、 

 

季 節 を示す様々な証拠が見つかります。１つの証拠だけでは季節を確定できないものもありま

すが、全ての証拠を総合すると、季節は「冬 」であると解釈することができます。このように、テク

スト分析 とは「テクストに書かれた言葉を証拠として、そこから推論 して解釈や意見を示すこと」

をいいます。 

テクスト分析の実践では、まず詩の分析から始めます。詩は、１時間の授業で取 り扱える程

度の分量であり、具体的なイメージが掴みやすいからです。まず始めに日本語の詩から登場

人物の境遇や、中心的に描かれている対象との関係等を読み解 くことから始めます。大切な

ことは、絵の場合と同じように、必ず本文の中から証拠を挙げて解釈を示すことです。 

続いて、Ｊ-POP の歌詞を英訳することを試みました。グループ毎に２行を担当し、英訳 して

いきます。生徒たちは、英訳するためには、日本語の詩を分析し、書かれていない言葉を補 う

必要があります。そこで彼 らが気づいたことは、特に詩においては、主語や所有格がほとんど

省略されていることです。 
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このようにテクスト分 析 を、日本語 と英語で行 うことで、１年次 から徹底 してきた｢話 すとき、

書 くときには必ず主語をつけよう」という原則を改めて確認できる、という効果もあります。  

テクスト分析は、詩に続いて短編小説の分析を行いました。短編小説では、物語の構造 と、

文中に描かれた太陽の象徴性を合わせながら、グループで協力して分析しました。 

 

さらに、分析結果を全員の前で発表する際には、パラグラフの形式に従って話すことと共に、

必ず証拠を示 しながら話すことを徹底 しました。このように、分析結果を発表するという行為を

とおして、分析のみならず、１年次で学習した説明の能力や、パラグラフ・ライティングの能力も

繰 り返しトレーニングすることになります。 

 

②認知のトレーニング 

認知のトレーニングでは、（１）漫画による視点の分析 、（２）テクストの視点変更  の２項目を

行います。 
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（１）漫画による視点の分析  

授業の初めに、私 たちは、物事 を認知する際にはどうしても特定の視点から認知せざるを

得ず、視点が変わることで事実の認識が変わることに気づかせます。そこで、童 話 「赤ずきん

ちゃん」のコマ漫画 を使 って、赤ずきんの視点で認知できないコマがあることを確認 し、まず、

日本語で、赤ずきんの視点で物語を書きました。 

 

（２）テクストの視点変更  

次のテクストの視点変更では、叙述の視点が変化することによって、文中の動詞の形が変

化すること、また日本語においては、受身表現が心情表現になる場合があることなどを、短い

文章の書き換えで学びます。 

つづいて、言語技術の教科書にある架空の歴史書 を使 って、視点 が異 なることで、事実

認識に相違が出る場合があることを学びます。教科書には、「アース国 とヴァン国 という対立す

る二つの国の歴史家が、それぞれの視点から書いた歴史書 」が掲載 されているのですが、そこ
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から事実認識に相違がある点 を発見 し、客観的な事実を年表 として整理する、という作業 を

行います。 

更に、その年表を元に、グループで分担して「アース国 ・ヴァン国 」両国を吸収して成立した

｢アシアン国 」の歴史家が、客観的な視点から歴史を叙述する、という課題に取 り組みました。

グループのメンバーそれぞれが、歴史の一場面を担当 し、原稿を書き上げます。その後 、ルー

ブリックに基づいてお互いの原稿を添削採点 し、さらにその原稿を教員が採点する、という手

順をとりました。 

 

③議論のトレーニング 

議論のトレーニングは、（１）論理の学習 、（２）反論の技術 、（３）ディベートの ３項目を実施

します。 

 

（１）論理の学習  

論理の学習では、日常的にもよく耳にする、「『論 理 』とは何か」「『「論理が正 しい』とはどう

いうことか」「『論理的 』とはどのような状態か」などのことばを定義するところから始めます。更に、

論理を組み立てる際の「前提 」や「推論 」といった用語を説明してから、具体的な練習問題に

取 り組みます。 

練習問題 としては、まず、論理の基本となる三段論法を紹介し、例示 された三段論法のど

こに問題点があるのか、を話 し合 うところから始めます。続いて２０問ほどの練習問題を出題し、

生徒が協力 して、それぞれの論理的問題点を指摘 します。それらの練 習問題を考えることを

とおして生徒たちは、正 しい推論の条件として、 

 

・理論の飛躍がないこと    ・前提が正しいこと 

 

の２つが必要なことを確認します。 

更 に、同 じような文化や生活を共有している者同士では、論理の前提が隠されていること、

いわゆる「暗黙の了解 」があることを学びます。これは、「絵の分析 」で学んだことの復習にもな

ります。 

最後に、２００字程度の文章を示して、その中に含まれる様々な論理的欠陥を指摘する課

題に取 り組みます。この時に問題文として示 した文章は、昨年卒業した生徒たちがファイナル

プロジェクトとして作成 した文章を、練習用に改作 したものです。これは、現 ２年生 も、来年の

ファイナルプロジェクトのポスターセッションの際に質疑応答 をすることを念頭に置いて、論理

的に欠陥のない文章が書けるように意識させるためです。 

 

（２）反論の技術  

ここでは、反論の方法として、 

 

・相手の主張に直接的に反論する方法  

・相手の主張に理解を示した上で、論理的に矛盾している部分などについて反論する方法  

 

の２種類があること、更に、それぞれの方法を実際に用いる際の、話 し方の「型 」を学びまし

た。以下がそれぞれの「型 」です。 
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 ①  私 は、○○君の意見に反対です。○○君は、「…(引 用 )…」と述べていま す。

しかし、この主張は成立しません。第 １に、……。第 ２に、……。以上の理由により、○○

君の意見は成 り立ちません。 

 

 ② ○○君の意見は一理あります。確かに「…(引用 )…」という点では彼の主  張は

正 しいと言 えます。しかし、その主張は次の点が矛盾 しています。第 １に、  ……。第 ２

に、……。以上のように彼の主張には複数の矛盾点があるため成 り立ちません。 

 

いずれも、１年次で学習した「問答ゲーム」やパラグラフ・ライティングの形式に基づいて、始

めに自分の立場を明示し、続いてその根拠を示し、結びとして自分の立場を再度主張する、

という形 をとっています。生徒たちは、「問答ゲーム」やパラグラフ・ライティングでこの形式には

慣れていますので、この後のディベートでもこの「型 」を使いこなしています。 

 

（３）ディベート 

生徒の多 くは、中学校の国語でディベートを経験していましたので、ディベートそのものの定

義や説明は、ごく簡単に示すにとどめ、チーム作 り、役割分担 、論題決めなど具体的な準備

を始めます。教室で一斉に実施するために、各チームが、試合ごとにどの論題を取 り上げるの

かは予め決定 しておき、それぞれの論題について肯定 ・否定両方の立論や反論を作成する

形で準備を進めます。 

なお、ディベートのルールや方法を説明する際には、英語表現の教科書を併用 します。こ

れは、英語表現で英語によるディベートが取 り上げられていますので、日本語に続いて英語で

もディベートを行 うことを考慮 したものです。従って、試 合の方法などは原則 として英語表現の

教科書に合わせます。 

下記が試合の進行です。ディベート甲子園などの本格的ディベートとは違い、質疑応答を

行わないなどかなり簡略化してありますが、これも英語表現の教科書に合わせたものです。 

 

 

肯定側立論 （１分 ）  

否定側立論 （１分 ）  

作戦 タイム（１分 ）  

否定側反論 （１分 ）  

肯定側反論 （１分 ）  

作戦 タイム（１分 ）  

肯定側まとめ（１分 ） 

否定側まとめ（１分 ） 

判定検討 （１分 ） 

判定発表 （１分 ） 

 

 

次 ページの図が教室内の配置図です。３人 １チームを原則 として１５チームを作 り、３チーム

を１グループとして、グループ内で対戦します。例えば、第 １試合は A チームと B チームが対戦
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し、C チームがジャッジと進行を担当する、という形で、全チームが２試合行い、１試合はジャッ

ジを行 うようにしてあります。 

以 上のように、全員が日本語でのディベートを体験 してから、英語 でのディベートに取 り組

み、ディベートのやり方に慣れることを目指 します。これは、ＧＣＰで実施する人権ディベートの

準備ともなっています。 

 

Ｃ） 評 価  

評価の対象は大 きく分けて①「毎回の授業の記録 ・振 り返 りプリント」と②「課題作文 」の２

つになります。以下に生徒作品例 と評価ルーブリック例を示します。  

 

①「毎回の授業の記録 ・振 り返 りプリント」  

毎回の授業で、プリントを配布 し、授業でポイントとなる内容や、ペアやグループで話し合っ

た内容 、自分で考えたり気づいたりした内容をメモさせます。そして授業の最後の５分で、「今

日の授業で自分が学んだこと」と「今日学んだことをどのような場面で活かせるか」を記録 させ

ます。そして、メモの充実度 （授業ポイントをおさえられているか・話 し合いの要点を記録できて

いるか）や、振 り返 りの充実度 （学んだことを自分で意識化できているか・学んだことを活かそう

と意識できているか）をもとに３段階で評価します。  

教員でチェックしたプリントは生徒に返却 し、ファイリングさせ、いつでも学びの履歴を見返

せるようにします。他の授業や行事の時に、このファイルを見返しながら文章を書いたり、説明

の準備をしたりする生徒の姿も見 られました。まさに実生活に活かせるポートフォリオの作成が

できました。  

 

電子黒板

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

１

３

４

２ ５
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②「課題作文 」  

毎回 ３～５項 目の評価項目を２～５点満点で採点するようにしています。評価項目は、作

文 を書 く度に、目的に従って変更 しています。採点基準の表現は毎回苦労するところです。

課題によっては、生徒に相互採点をさせますので、生徒が迷わず採点できるような表現になる

よう、生徒からも意見 を聞 きながら工夫 しています。ルーブリックに基づいて、お互いに評価 と

添削を繰 り返すことで、評価のポイントが強 く認識 され、結果 として自身の文章力の向上につ

ながってきているように感 じられます。特に、毎回評価される「記述のルール」については、かな
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り慣れてきたようです。以下に、２年生の課題作文における評価ルーブリックを示します。  
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Ｄ） 成 果 および今 後 の課 題  

  成果  

①生徒アンケート 

年 度末に１、２年生全員にアンケートをとりました。対話 ・作文 ・情報伝達の各技術を学ん

だ１年生は、９０％以上の生徒が、それらの技術の重要性 を実感 しています。情報分析 ・認

知 ・議論の各技術を学んだ２年生は、８０％以上の生徒が、それらの技術の重要性を実感 し

ています。また、同アンケートにおいて「日本語で学んだ言語技術を英語の授業で活用できた」

と回答 した生徒は１年生で７９％、２年生で８２％いました。さらに「全体の構造や、つなぎの言

葉を意識 しながら、英語のパラグラフを書けるようになった」と回答 した生徒は１年生で７３％、

２年生で８３％いました。いずれも１年生 より２年生の割合の方が高 くなっており、２年間の「言

語技術 」のトレーニングの成果が出ていると言えます。 
 

②ポートフォリオの作成  

生徒には毎回の授業で「学んだこと」と「それらをどのような場面で活用できるか」ということを

記録 ・ファイリングさせました。これにより生徒は学びの履歴をいつでも振 り返 ることができ、他

の授業や行事において、ファイルを見返 しながら身につけた技術を活かそうとする生徒の姿も

見られるようになりました。実生活に活かせるポートフォリオの作成ができたと思います。 
 

③英検スコアの上昇  

言語技術の成果は、英作文にも表れています。第 3 回英検 ２級合格者の CSE スコアにお

いて、リーディングでは１年生よりも 3 年生の方が高い得点でしたが、ライティングにおいては１

年生の方が高い得点となりました(３年 532、１年 557)。 
 

④教員自身の言語技術 トレーニング 

言 語技術の授業に担任教員が毎回参加するようになり、「言 語技術 」教 育の取 り組みが

全校的なものになりました。各担任教員が担当する教科やＬＨＲで「言語技術 」を活用する流

れもできました。 

・現 代文 ：定番教材 『こころ』『永 訣の朝 』『小 諸なる古城のほとり』の学習にテクスト分析を

応用しました。『こころ』では、グループごとに「『こころ』年表 」を作成することで、小説全体の構

造を確認 してから、教科書掲載部分のテクスト分析 を行いました。全体の構造を踏まえた上

で、教科書掲載部分を学んだことで、「暗いだけの小説だと思っていたが、必ずしもそうではな

く、作品に対する印象が大きく変わった」などの感想が多 く寄せられました。詩の分析は、グル

ープごとに選択した作品について、時 ・所 ・視点人物 ・描かれた状況や心情など基本的な分

析を行いました。グループ間で分析結果が異なった場合 も、証拠 となるテクストを示しながら議

論することで、かみ合った議論ができました。その結果 、現代文でよく問題になる「解釈は一つ

ではない」という問題についても、解釈の根拠が提示 され、テクスト全体 と矛盾することがなけ
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れば、解釈にある程度の「幅 」があることが納得できたようです。 

・英語 ：視点を変更して教材の文章を書き換える取 り組みや、教科書に書かれている客観

的な事実をもとに、自分の意見をパラグラフで書 く取 り組みを行いました。 

・地歴公民 ：教科書や資料集に掲載されている図表や風刺画を分析する取 り組み（分析

の技術 ）や、立場が対立する事件について視点を変えて考察する取 り組み（認知の技術 ）を

行いました。 

・理科 ：実験の意図を説明 （説明の技術 ）させたり、実験手順を経過型パラグラフで書かせ

たり（作文の技術 ）しました。 
 

⑤小中高一貫プログラムの作成  

創価中学校 ・東京創価小学校においても｢言語技術 ｣の取 り組みが始まったことにより、小

中高 １２年間の「言語技術 」教育のカリキュラムを検討 ・作成する委員会が立ち上がりました。 
 

⑥高大連携の強化  

創価大学の初年次必修科目である「学術論文作法 」を担当する教員 と授業参観の交流

が開始し、言語能力を育成するための高大連携がさらに強化されました。 
 

⑦指導教員の増強  

つくば言語技術教育研究所 （三森ゆりか所長 ）の研修に教員を派遣し、指導教員の増強

を図ることができました。また、その言語技術の内容をもとに、小中高の教員対象に研修を開

催しました。 
 

⑧ＧＣＰとの連動  

１年生は、１年間 ＧＣＰで学んだ内容をもとに、自分が興味を持ったテーマについて、１０００

字の小論文作成のための指導を行いました。２年生は年間を通 して学習 した「人権 」学習の

まとめとして、視点変更や議論の技術を応用して、多角的に「人権 」を考 えさせる取 り組みを

行いました。 
 

⑨キャリア教育 との連動  

１年次では、言語技術で学んだ「作文 」の技術を応用 して、自分自身の進路や学校生活

についての考 えをパーソナルエッセイとして書 かせました。このパーソナルエッセイは、本校が

10 年以上にわたって伝統的に取 り組んでいるものですが、これまでは書 くべき内容は指導し

ていましたが、書 き方については、ごく簡単にしか指導していませんでした。しかし、現在では、

パラグラフライティングを学んでいますので、エッセイの「型 」を示 したところ、ほとんどの生徒が

1000 字～1200 字である程度形式の整ったエッセイを書き上げることができました。各担任は

これを元に進路面談を行ったのですが、担任からは、「文章が整理 されていて、読みやすい」

との評価が寄せられました。 

２年 次のキャリア学習では、１年次のパーソナルエッセイを発展 させて、大学入試を意識し



 

- 91 - 

 

た「志望理由書 」の作成に取 り組みました。生徒たちは、２年次の言語技術の学習をとおして、

パラグラフライティングの技術がかなり定着 していますので、整 った形式で文章を書 くことには

ほとんど抵抗がありません。また、論理の学習をとおして、論理的に整合性のある文章を書こう

とする意識も芽生えてきています。 
 

⑩学年行事との連動  

２年生 ３学期には、３年生で実施する修学旅行の訪問地である青森県の様々な課題につ

いて研究 し、ポスターセッションを行 います。これは、言 語 技術で学習 した「説 明 」の技術や

「作文 」の技術 と、ＧＣＰで学習 したＳＤＧｓを関連づけて行ないます。ＧＣＰのファイナルプロジ

ェクトの予行にもなっています。 

 

  今後の課題  

①学園祭やオープンキャンパス、外部対象の教育公開講座にて、多数の来校者を相手に模

擬授業を実施しました。参加者のアンケートには「社会で必ず必要 とされる力であり、このよ

うなことが学校で学べることがうらやましい」「多 くの学校でも『言語技術 』教育をやるべきだと

思 う」との感想が多数ありました。「言語技術 」の内容については、大人のほうがその必要性

を痛切に感 じている印象です。この「言語技術 」の取 り組みを、校外にも広 く知 ってもらうた

め、公開授業を定期的に実施する計画を立ててまいりたいと思います。また、毎回の取 り組

みをホームページやＳＮＳで発信 していくように環境を整備してまいります。 
 

②来年度は SGH３年目 となり、３年次のＧＣＰで行 う「ファイナル･プロジェクト」の完成にあたる

年です。最終 レポート作成指導 を国語科 ・英語科 ・地歴公民科 と連携 し、合教科型のモ

デルとなるプロジェクトを推進いたします。「言語技術 」としては、最終レポートの内容充実の

ために、２年間 トレーニングしてきた内容を総復習いたします。 
 

③「言語技術 」導入の目的である、コミュニケーション能力 ・論理的思考力 ・批判的思考力の

伸長 を客観的に評価すしていかなければなりません。客観的に測 るアセスメントテストの導

入を検討し、実施してまいりたいと思います。 
 

④生徒は、言語技術の重要性は理解している（９０％以上 ）ものの、活用できているかどうかの

質問に対しては、昨年度同様 ７０～８０％前後 と評価は比較的低い状況です。昨年度に比

べ、担任教員が「言語技術 」の毎授業に参加し、全校的に「言語技術 」を活用 しようとする

意識は大きく高まりましたが、さらに学校生活のあらゆる場面で「言語技術 」が活用 される体

制を強化 し、学校全体で言語運用能力の向上 を図っていきたいと思います。例 えば、「言

語技術 」に基づいた、校内のあらゆる活動で意識すべき言葉の使 い方ルールを作成するこ

とや、「言語技術 」の授業に参加した教員が自分の教科で取 り組んだ実践事例を蓄積し、

誰でも活用できるようにすることなどです。 
 

⑤「言語技術 」に関 しては、できるだけ若い年齢からトレーニングすることが有効と思われます。

今年度は、創価中学校 ・東京創価小学校においても｢言語技術 ｣の取 り組みが始まったこ

とにより、小中高で「言 語技術 」教育の重要性が認識 されました。創価中学校 ・東京創価

小学校と連携し、「言語技術 」教育の年次配列をよく考えて、効果的な１２年間の「言語技

術 」教育カリキュラムを検討 ・作成してまいります。 
 
 



 

- 92 - 

 

⑥作文の添削 ・評価にかかる時間はやはり膨大です。ただし、労力が大きいからといって、適

当に文章添削しては、生徒の能力は伸びません。文章作成指導を持続可能な取 り組みに

するためにも、指導教員の増加 ・スキルアップを目指すとともに、評価のためのルーブリックや、

自己 ・相互による評価法の開発を推進いたします。 
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5.  フィールドワーク  

A） カリフォルニア  

  期間 ：７月 ３１日 （月 ）～８月 ７日 （月 ） 

  場所 ：アメリカ・カリフォルニア州  

  主な訪問地 ：カリフォルニア大学アーバイン校 、アメリカ創価大学 、ゲティ美術館  

  目的   民族 と資源の面から見た紛争解決 、アメリカの宗教間問題 、アーバイン市の

無炭素社会計画について、それぞれの一流の方から講義を受けました。さらにテーマごとに

プレゼンテーションを行い、アメリカの高校生 ・大学生 と意見交換を行いました。 

  行程  

  １日 目  

カリフォルニア大学 アーバイン校に到着 し、寮 に宿泊 しました。本日は朝からプログラム担

当のカール氏よりオリエンテーションを受け、その後アーバイン校のサフィネ先生の担当で第一

回目の講義を受講 しました。テーマは「宗教間の関係 」で、グループでディスカッションをしな

がら、宗教の社会的な使命や役割を学びました。 

  １ 日目  生徒感想  

「今日 は「宗教間関係 」のテーマのもと講義 を受 けさせてもらって、自分 たちが今 まで勉強 してき

た内容が入 っていたので、より内容が理解 しやすくて楽 しかったし、宗教 と紛争 との関係にも触れる

ことができたのでとても勉強になりました」  

 

  ２日 目  

午 前中は、アーバイン校の社会生態学の教授であるリチャード・マシュー教授が「資源 と紛

争 」をテーマに講義をしていただきました。教授は国連のスタッフとして、シエラレオネやパキス

タンなどの紛争地域で実際に「平和構築 」に取 り組んできた経験をもとに、真の平和構築は

単に紛争が終わり政治的に安定するだけでは十分ではなく、環境を含めた地域住民の生活

の安定が大事であることを教えてくれました。また質問に答えて、今後の「平和構築 」の取 り組

みにとって大切な職能についても具体的に語っていただき、大変に刺激的な講義となりました。

午後には、アーバイン校のスタッフの方 より、アメリカの大学入学についての基本情報のレクチ

ャーを受 けました。その後は、カンバセーション・パートナーと一緒にキャンパス内のイベントに

参加したり、今回の研究テーマでもある「環境 」についての意識調査の街頭アンケートをキャン

パス内で取 り組みました。また夕食後には、いよいよ明日に控えた各グループのプレゼンテー

ションの準備に遅 くまで真剣に取 り組み、リハーサルも行いました。 

  ２ 日目  生徒感想  

「今日 1 日は自分にとって刺激的なものとなりました。というのも、午前中に受けた講義の内容

が自分の興味分野の 1 つであった環境 と対立の問題であったからです。しかし講義の内容 と英

語のレベルがとても高 くあまり理解することができませんでした。自分の英語力の不足を改めて感 じ、

英語学習に対 してのやる気 も高めることができました」  

 

  ３日 目  

本 日は地元の高校生を迎えて、生徒たちが準備してきたプレゼンテーションの発表会を行

いました。４グループが、それぞれ「日米の宗教間関係 とその提言 」「米 国の温室効果ガス削

減条約の脱退 」「日 本 における資源問題 と領土紛争 」「多 民族都市における平和構築 とそ
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の問題 」をテーマに発表 、その後の質疑応答に臨みました。日本にいるときから準備に取 り組

み、それぞれが非常に複雑で難しいテーマに真正面から取 り組み、見事なプレゼンテーション

を行いました。質疑応答では、かなり難しい質問も出て、回答に苦慮する場面もありましたが、

将来 、世界の人たちとこうした問題について議論をしていかなければいけないことを実感できま

した。 

午後にはカンバセーション・パートナーと共に環境意識調査を引き続 き行いました。その後 、

アーバイン校工学部の大学院生による温室効果ガス削減の取 り組みや燃料電池自動車 、

自動運転自動車等の最新テクノロジーによる取 り組みについてのプレゼンを受講しました。終

了後には多 くの生徒が質問攻めにし、発表 した大学院生はもちろん、研究所長からも「中国

や中東の生徒たちも来ますが、こんなに質問に集まってくるのは初めてのことで驚いている。す

ばらしい光景です。立派な生徒たちですね」との感想をいただきました。 

  ３ 日目  生徒感想  

「今日 は朝からプレゼンテーションだったので、緊張 していました。昨日の夜 まで皆で修正 をし、よ

り良いプレゼンテーションができたと思います。質問 もたくさんの方からしてもらい、深い話 し合いができ

ました。午後 はカンバセーション・パートナーと最 後の交流でした。ようやく慣 れることができて、日常

会話 も大分聞き取れるようになって自分のことも話せるようになり楽 しむことができました」  

 

  ４日 目  

アーバイン校のスコット・ボレン教授を迎えて、「平和構築 」をテーマに講義を受講しました。

ボレン教授は、民族対立による内戦で破壊された都市の再建を研究 されており、ご自身が現

地で取材 をしてきたベイルート、サラエボ、ベルファースト、エルサレム等の都市 を例に、第二

次大戦以降に起 こった内戦の背景 と現状についてわかりやすく語 って頂 きました。生徒たち

からの質問に対しても、時間をかけて答えて下 さり、内戦において一方的な勝利に平和はなく、

パワーシェアリング（権力の分配 ）の大切 さや、教育の重要性 、紛争の中の本物のリーダーの

あり方について具体例を挙げて答えてくださいました。引 き続いてアーバイン校での講習の修

了式が行われました。生徒たちは、一人ひとり名前を呼ばれ、誇 らしげに、また笑顔で修了証

書を受け取っていました。 

その後 、アメリカ創価大学 （ＳＵＡ）を訪問 しました。スタッフに出迎えていただき、記念撮影 、

ガイダンスを受けたのち、カリフォルニアの青空の下 、SUA キャンパスツアーを行いました。また

羽吹学長との懇談会では、学長が一人一人の話や質問をじっくりと聞 き、丁寧にアドバイスと

激励をしてくださり、生徒たちも決意を新たにしていました。 
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  4 日目  生徒感想  

 「今 日 は、私のグループが勉強 してきたテーマの講義 をボレン教授から聞 くことができました。勉

強 した甲斐 もあって、内容 も理解でき、また話 を聞 きながら自分で考 えることもできたので良かったで

す。昼食会では、カールさんや他のスタッフの方々ともお話することができ楽 しかったです。また、カー

ルさんと一対一で話 していて気付いたことがあります。自分は一人の相手 と話すときは自分の言い

たいことを話すことができますが、大勢が自分の話 を聞いているとき、英語の能力 をジャッジされてい

るような気がしてしまい、頭ですごく考 えてしまいます。大勢の前でも堂々と英語 を喋れるように、あまり

気 にせずにいつも通 りに英語 を話せるようにしたいです」  

 「SUA では羽吹学長 と懇談 していただき、やはり一人一人の対話が大切だなと思いました。ま

た、他の 15 人の仲間ともっと知 り合 っていってお互いに切磋琢磨 していきたいです。そして、お世話

になった方々にお礼 を忘れないようにします。いつも見守 ってくださってありがとうございます」  

 

  ５日 目  

５日 目は、最終日には午前中にゲティ美術館を訪問しました。ここでは言語技術の授業で

学んだ「分析の技術 」を活用 し、絵の分析をおこないました。深夜 １：５５発の飛行機にて帰国

しました。 

  5 日目  生徒感想  

「今回のフィールドワークでは、まず得意 としていた英語が、英語だけの環境で過ごすには未熟だ

という事 に気つきました。今後はより自発的 な学びへと挑戦 していきます。また、カリフォルニア大学

アーバイン校や SUA での学びとアメリカを直接肌で感 じることで、高校入学後の人間関係や部

活などの様々な悩みの中で消 えかけていた、『世界で活躍する』という幼い頃からの決意が蘇って

きました。この体験 をしっかりととらえ、学園に還元 していきます」  

 

「今 回 のカリフォルニアフィールドワークに参加できて、本当 に良かったです。１週間前の自分 と

比べて成長 した部分 は、英語力 はもちろん、質 問する勇気 を身 につけたことです。しかし、同時 に

見 えた課題である海外の人 と臆することなく対話できる語学力 を身に着ける必要 も見 えました。こう

いった日本にいては気づくことができなかったことを糧 に、今後の勉強への意欲につなげて取 り組 ん

でいきます」  
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絵の分析生徒作品例  

 

B) 岩 手  

  期  間  ８月 ３日～５日の３日間  

  参加者  高校 1 年生 12 名  高校 2 年生 3 名  高校 3 年生 1 名  計 16 名  

      全 校 より希望者をつのり、抽選により参加者を決定  

  目  的   

地球規模課題の一つである「環境問題 」をテーマに、環境先進自治体である岩手県葛巻

町を訪れ、クリーンエネルギー諸施設の見学や畜産体験を通して循環型農業を実感的に学

ぶ。また、6 年前の 3.11 東日本大震災の際に大きな津波被害を受けた、岩手県陸前高田

市を訪れ、自然 と共生する復興の様子を学ぶ。  

  事前学習 ・準備  

  ジグソー法 を用 いた環 境 問 題 に関 する基 礎 学 習  

  村 上 清  氏 （SGH 指 導 委 員 ／陸 前 高 田 市 参 与 ）による懇 談 会  

  現 地 でのインタビューのための質 問 シートの作 成  

  行程  

  １日 目  

１日目 、葛巻町のくずまき高原牧場を訪れました。まず牧場

職員の方との懇談をしました。畜産体験では、乳牛への餌やり

を体験し、また、夕飯にてそこで育った牛のお肉を頂 くことで、

人間が経済動物の大切な命を頂いて生きている事実を心の

底から実感しました。畜産体験の後 、原木シイタケの収穫 ・収
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穫準備の体験をし、重労働かつ経済的に非効率的なこの栽培方法を、町の自然のために

利用していることを学びました。  

 

  生徒感想  

「葛巻町発展の４１年間の歩みを聞いて葛巻町が環境問題や食糧問題などの地球規模課

題に真剣に取 り組 む中で、同時 に町の経済 を活性化 させてきたこと、また多 くの人 に体験 と学び

を提供する教育の場 となっていることを知 りました。牧場職員の方の、熱意 と人柄にも感動 しました。

更なる学びの研修にして参 ります」  

  ２日 目  

2 日目は、葛巻町職員の方からクリーンエネルギーのお話

を伺いました。また、風力発電所を見学させて頂きました。その

後 、陸前高田市に移動し、まず追悼施設や、津波の跡が残

る道の駅 「TAPIC45」や、建設途中の高さ 12m の防潮堤 、

奇跡の１本松を見学しました。また、陸前高田市の戸羽太市

長や夜には陸前高田に住む方々との懇談会の場を頂きました。  

  生徒感想  

「陸 前高田市の戸羽市長の話 を聞いて、時 には周囲の反対 を受 けながらも、陸前高田市 を

震災前 と同 じ状態に戻す“復旧 ”ではなく、前 よりも良 いものにする“復興 ”のための決断 をされてき

たことに市長の強 さを感 じました。そしてこの強 さは、一番苦 しい時 を乗 り越 え、命の大切 さを知 る人

にしかないものだと感 じました」  

 

  ３日 目  

３日目は、震災後に町全体を 14m かさ上げするため、土の

材料 として切 り崩 した山 の跡地 や町に新 しく建 てられた市 立

図書館に行き、町全体の復興が進む様子 を肌で感じました。

最後に事前学習や市内視察でお世話になった村上 さんと再

び懇談 をし、フィールドワークの振 り返 りと今後 の学校生活へ

の決意を固めました。  

  生徒感想  

「今日 は、陸前高田市の復興の様子 を一望できる高台に特別に案内 していただきました。そこ

から見 える景色 には、町 の人々が復興に向 けて必死 に闘 う命 の美 しさがあり、心 が震 えました。こ

の２日間で目にした光景 を脳裏に焼 き付け、これからも被災地の皆 さんと同 じ心 で、負 けじ魂 を燃

やして生 きていこうと決意 しました」  
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C) 広 島  

  期間  ７／２４（月 ）～２６（水 ）の３日間  

  参加者  １５名 （高校 1 年生 10 名  高校 2 年生 4 名  高校 3 年生 1 名 ）  

  （希望者抽選 ） 

  目的  

地球規模課題の一つである「核兵器 」をテーマに、原爆投下 より７２

年 を迎 える広 島 県広 島市 を訪 れ、広 島 平 和記念資料 館 (原 爆 資 料

館 ) ・平 和 記 念 公 園 の見 学 、広 島 平 和 文 化 センター小 溝 泰 義 理 事

長 、被爆者の方 との懇談会を通 して、戦争 と平和 、そして核廃絶へ向

けた取 り組みを学ぶ。また、核廃絶のために何ができるかを考えていく。 

  事前学習  

被爆体験や原爆被害の概要 、核兵器禁止条約の成立 、オバマ大統領の広島訪問等 、

多 くの資料がおさめられた学習冊子を読み、ディスカッションを通して深め合った。 

 

  行程  

  １日 目  

広島到着後、午後からは広島池田平和記念会館にて被爆体験の語 り部 ・竹岡智佐子さ

んと語 り継ぎ部 ・東野真里子さん母娘との懇談会及び、会館内の常設展示を見学しました。

懇談会では、東野 さんがピースボートに乗船し、オランダの主要な議員の心を動かし、核兵器

禁止条約の採択に関わる活躍をなさったお話を伺いました。１７歳で被爆した竹岡 さんからは、
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味わった壮絶な体験を中心に伺いました。原爆のもたらした地獄の中で必死に生き抜いた竹

岡さんの生き様に、生徒たちは圧倒されながらも目を背けることなく、まるで一つ一つの言葉を

心に焼 き付けるように真剣に耳を傾けていました。原爆の残酷 さを学ぶとともに、平和 とは何

か自分には何が出来るか自身の心に深 く問い始めた一日となりました。 

  生徒感想  

「本日の竹岡 さんと東野 さんの懇談会 を通 して私が強 く感 じたことは、この残酷で悲惨なことをも

う二 度 と起 こしてはならないということと、その気持 ちを胸 にお二人 は今 も核廃絶 、世界平和へ闘

争 を続けていることです。英語 を学び、海外へ行 くという竹岡 さんの夢は英語が敵国語になったた

めに実現できなかったということ知 り、夢 も可能性 も奪 う戦争に怒 りが湧 きました。子 どもの未来 を拓

くための教育です。全ての子どもが教育 を受けることのできる社会 を絶対に築 こうと思いました。私 も

お二人のように、一生涯平和 を目指 して戦 っていきます。８月 ６日 に亡 くなった方々、原爆の放射

線で亡 くなった方々が来世生まれてくる世界 を、核兵器のない、平和な世界にします」  

 

  ２日 目  

午前中は、国立広島原爆死没者追悼平和記念館を見学 し被爆体験記朗読会に参 加

後、ボランティアガイドの品川さんご夫妻に案内していただき広島平和記念公園内を巡 り、慰

霊碑で黙祷を捧げました。 

午後は、爆心地の最も近 くで被爆した本川小学校をはじめ、同 じく袋町小学校や旧日本

銀行広島支店等の被爆建物や展示 を見学 し、被 爆者の描いた絵等 、貴重 な資料に生で

触れることができました。最後に訪れた広島平和記念資料館では、原爆投下までの経緯 、あ

まりに残酷な被害 と生の声が聞 こえてくるような遺品の数々に、原爆 とは何か、原爆の何が一

番残酷なのか、「ノーモア・ヒロシマ」について深 く考える時間となりました。  

  生徒感想  

「今日ははじめに原爆の爆心地である「島病院 」に行 きました。私はこの場に立 った時 、７２年前

の８月 ６日にいつもの生活 を送 っていて、原爆が落 とされて一瞬で命 を奪われた多 くの人 たちのこと

が思 い浮かんで、怒 りと悔 しさでいっぱいになりました。品川 さんのガイドによる平和記念公園内 の

散策では、そこに行 かなければ感 じることのできない原爆 、戦争の恐 ろしさ、残酷 さについて、自分

がその時 その場所 にいたらどう思 っただろうと考 えながら実感することができました。広 島平和記念

資料館には驚 くほど多 くの外国人の方が見学に来ていて、『核廃絶 』という同 じ夢 を持 った人々が、

国境 を越えて平和へと少 しずつ歩めているんだと思い、嬉 しかったです」  

 

  ３日 目  

最終日は、広島池田平和記念会館に平和文化センターの小溝理事長をお招 きし、「核

兵器廃絶のために市民社会ができること」と題 して核兵器廃絶を目指す具体的道筋や未来

を 担 う 青 年 に

必 要 な資 質 、

人 間 と し て の

生 き 方 等 、

様 々な角 度 か

らお話をいただ

きました。質 疑

応 答 では絶 え
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間なく質問の手が挙がり、生徒たちにとって宝の出会いとなる、充実の懇談会となりました。  

  生徒感想  

「懇 談会の中 で小溝理事長は他者 との対話において先入観で相手 を決 めつけないことの大

切 さや勇気 を持つことの意味など、人間 として生 きていく上 で重要なことを自分の体験 も交 えなが

ら教 えてくださいました。自分は今 、全世界の人に核兵器や戦争の悲惨 さを訴 え、世界 を平和に

するために貢献 したいと考 えています。これは今回のフィールドワークを通 して見つけることができた夢

です。この三日間で学んだことを決 して忘れず、夢の実現に役立てていきます」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D) 沖 縄  

  目  的  

沖縄県における SDGs について課題研究テーマを設定し、文献調査 、現地での学術機

関の専門家の方へのインタビューを通 して学び深める。また、唯一の地上戦であった沖縄戦

の事実について、博物館見学や壕内部の見学 、戦争体験聴講を通して学ぶ。さらに、沖縄

県立那覇国際高校の生徒とテーマについて意見交換し、交流を深める。  

 

  期  間  ８月 ８日～１１日の４日間  

  参加者  高校 2 年生 6 名  高校 3 年生 2 名  計 8 名 （いずれも GLP 生 ） 

  事前学習 ・準備  

・４人 ごとのグループに分かれ、以下の研究テーマを設定しました。  

「沖縄におけるサンゴの環境保全と産業開発の持続可能な両立は可能か」  

「沖縄の子どもの貧困は産業構造が原因なのか」  

・現地で行 うインタビューに備え、質問項目を作成しました。  
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  行程 ・感想  

  １日 目  

到着後 、沖縄県営平和祈念資料館にて沖縄県立那覇国際高校の生徒 ９名 と合流 し、

常設展示を見学し、沖縄戦前後の沖縄の状況や当時の教育について学びました。  

その後 、同館会議室にて交流会 （ピースフォーラム）を開催 し、展示を見学しての感想や、

課 題 研 究 テーマである子 どもの貧 困やサンゴ礁 の白

化と持続可能な開発について意見交換しました。  

終 了 後 には、平 和 祈 念 公 園 に移 動 し、園 内 の平

和 の礎にて記念撮影 と平 和祈念公園の見学 を行 い

ました。園内には平和の礎 という国籍や軍人 ・民間人

の区別なく沖縄戦で亡 くなったすべての人々の氏名を

刻んだ祈念碑があり、それらを両校生徒が丹念に見て

回 りました。  

  生徒感想  

「沖 縄県平和祈念資料館で特 に印象 に残 っていることは、集 団自決 の背景に国家の皇民

化政策があったことで、その状況 がさらにひどいものになったということです。もしも国 家が愚かな政

策 をしなければ、沖縄県民の犠牲はもっともっと軽 くなったはずだと思 うのです。正 しい教育 とは何か、

その重要性を痛感 した一日でした。」  

「ピースフォーラムで、戦争 を経験 していない沖縄の 10 代にとって米軍基地は経済的 ・文化的

に良い影響 をもたらしてくれる存在 である一方 、戦争 を経験 した世代 は米軍 に良い印象 を持 って

いないことが多いと教 えてもらいました。打 ち解けた雰囲気で聞 きたかったことを十分聞 くことができ、

充実 した時間 となりました。」  

 

  ２日 目  

課題研究のテーマ毎に 4 名ずつ 2 グループに分かれて行動しました。両グループ、那覇

国際高校の生徒が同行しました。  

「沖縄の子どもの貧困 」をテーマとするグループは、沖縄大学の島村聡教授の講義を通 し、

沖縄の産業構造がその一番の問題であることや、沖縄の子どもを取 り巻 く環境の厳しさを再

確認しました。また、積極的に専門家に質問することで、自分たちの研究を深める価値ある時

間とすることが出来ました。  

もう一方のグループは、琉球大学熱帯生物圏研究センターの中野義勝先生の元を訪問

し、「サンゴの白化現象 と赤土の関係 」をテーマに懇談会を行いました。サンゴの重要性やそ

の保護の生物学的 ・経済学的な難しさ、白化現象 と持続可能な開発 との関係についてなど、

質 問 と意 見 が飛 び

交 う有 意 義 な懇 談

会 と な り ま し た 。 ま

た、サンゴ礁 のビオ

ト ープ を実 際 に見

せて頂 き、白 化 した

サンゴはどのようなも

のか、間近に見 るこ

とができました。  
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大学訪問の合間には、ひめゆり平和祈念資料館を訪れ、自分たちと同年代の女学生た

ちが、どれほど戦争に翻弄 された人生を送ったのかを目の当たりにしました。元ひめゆり学徒

の方の「命がなければ何もできない。一番大切なのは命なんですよ」との言葉を、生徒は真剣

に聞いていました。2 グループ合流後には、対馬丸記念館を訪れました。対馬丸記念会理事

長の高良氏による対馬丸事件についての講話を拝聴するとともに、館内展示の見学を行い

ました。これらを通 し、戦争がもたらす悲劇をまた一つ知 り、戦争の悲惨 さを改めて感じました。

見学後 、高良理事長のご案内で、対馬丸事件で犠牲 となった子 ども達を慰霊する「小桜の

塔 」にて記念撮影を行い、平和を実現しゆく決意を再確認する一日となりました。  

  生徒感想  

「今日の活動で特に印象に残 っていることは、対馬丸記念館理事長で家族の殆どを対馬丸

事件で失われた高良 さんの講演です。対馬丸事件の犠牲者の大半がまだ分別の付かない年

頃の子 どもで、幼 かった彼 らは期待 を胸 に船 に乗 ったにも関 わらず、一 瞬の出来事により一 気 に

地獄を味わうこととなったことを知 り、僕は容赦なく幼い命 を奪 う戦争に強い怒 りを覚 えました」  

「サンゴのお話で特に印象に残 っていることは、沖縄の貧栄養な海がサンゴ礁やきれいな海 を生

み出 しているということです。また、沖縄戦の歴史に関 しては、私達 と同世代であるひめゆり学徒隊

が想像を絶する過酷な状況にいたことにとても衝撃 を受けました」  

 

  ３日 目  

喜 屋 武 岬 周 辺 で戦 没 者 遺 骨 収 集 の活 動 に参 加 しました。

NPO 法人 「ガマフヤー」代表の具志堅隆松 さんの説明を聞 きな

がら、実際沖縄戦の戦場であったガマを見学し、作業 を体験 しま

した。戦時中を思わせる、蒸 し返すような暑 さの中 、自 ら道具を使

って土 を掘 ったり、以前に掘 り出 された骨や遺留品 、弾丸の破片

に触れたりすることで、７０年以上前に起きた戦争をより現実 として

実感することができました。  

  生徒感想  

「今 日 の経験の中で、ガマフヤーの方のどんなに困難な状況でも

自分たちの正義のために行動 し続ける尊 さに大変感銘を受けました。

私 も少 しずつそうなれるように日々自分 と対話 しながら生 きようと思いました」  

「今 日 は遺骨収集に行 き、戦争の現場 を肌 で感 じたことが特 に印象 に残 っています。岩 場の

道やガマの中 はとても不気味で、２ヶ月以上 もこの場所 で、死 ぬ怖 さと戦 いながら生 きていくことを

考 えるだけで恐ろしかったです。また、以前発見 された遺骨 を触 ることができ、戦争はまだ終わってい

ないことを改めて感 じました」  

 

  ４日 目  

沖縄件恩納村にある沖縄研修道場を訪問しました。沖縄研修道場は、かつての米軍 「核

ミサイルメース B 基地 」跡地に、1977 年に本校創立者 ・池田大作先生が建設された施設で

す。到着後 、かつての核 ミサイルの発射台 と沖縄戦展示を見学し、冷戦当時の核兵器配備

の実態 などについて学びました。その後 、那覇国際高校生徒 を含む地元高校生約 ５０名 と

共に、稲嶺惠一元沖縄県知事の講演 「沖縄県から見たグローバル人材の要件 と役割 」を拝

聴しました。ご自身の戦争体験や県知事時代の体験から、多様性への寛容さと、経験するこ

との大切さを語ってくださり、生徒はグローバルリーダーに成長しゆく決意を深めました。  
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  生徒感想  

「稲嶺元知事の講演の中で『経験が何 よりも大切 。本などで学ぶより沢山のことを学べる』と言

っておられたのがとても印 象 に残 りました。参 加 した一 人 として、

今回学んだことをより深め、将来世界平和を実現できる人材へ

と成長 していきます」  

「今 回 のフィールドワークはまさに『経験 』でした。沖縄 の資料

館を訪ね、語 り部の方にお話 を聞 き、また遺骨収集 もさせていた

だいて沖縄戦について様々な角度から学ぶことができました。本

州にいる私たちは、もっともっと沖縄戦について知 っていかなくては

ならないと思いました」  

 

E) JICA 地 球 ひろば（市 ヶ谷 ） 

  期間  ２/３（土 ） 

  参加者  ２２名 （高校 １年生 １４名  高校 ２年生 ４名  高校 ３年生 ４名 ） 

  目的  

「国際理解 」をテーマに、JICA 地球ひろばを訪れ、青年海外協力隊の経験者による施設

案内や、レクチャーを通 して、世界の実情を体験的に学び、その解決の方途を探る。また、テ

ーマディスカッションを通して、世界の諸問題に対する関心 ・理解を深め、国際協力のあり方

を見つめ、また将来の進路選択の一助とする。  

 

  事前学習  

出 発前の事前学習 として、「JICA 」、「青 年 海外協力

隊 」、「児童労働 」、「持続可能な開発目標 （SDGs）報告

2016」の 4 つのテーマについてジグゾー法を用いて学習し

ました。学習の流れはまず、1 人 1 つのテーマを選び、その

内容を各自で調べてきます。その後 、同 じテーマを担当し

た人同士で集 まり、情 報 を共有 し合 うことで、全生徒がテ

ーマのエキスパートになります。最後に、異 なるテーマを選

んだ人で集まり、各々のテーマを発表 ・共有することで、全

員が４つのテーマを効率的に学び深める事ができました。  

 

フィールドワーク当日 、市ヶ谷駅に集合し、10 分程度歩

いて、JICA 地球ひろばに行きました。合計 3 つある研修

のうち、最初は、青年海外協力隊 としてエチオピアで数学

教師をしていた方の体験談を伺いました。体験談では、導

入 として、JICA そのものや、日本がなぜ開発援助をしてい

るのか、また、青 年海外協力隊の活動内容 を説明 して頂

きました。その後 、実 体 験 を踏 まえ、教 育 活動 を通 しての

感想をお聞きし、途上国の教育には課題が山積みであることを深 く認識しました。  

その後 、２つ目の研修である展示施設の見学を行いました。ここでは、世界のあいさつ、貧

困 、保険医療 、水 、教育 、紛争 、相互依存 、持続可能な開発目標 （SDGs）の８つのブース
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があり、青年海外協力隊等で国際経験を積んできた地球案内人のガイド付 きでそれぞれの

テーマに沿った内容を体験的に知ることができました。また本年は、昼食にエスニックビュッフ

ェとして海外の素材を使った料理を味わいました。  

昼食を挟み３つ目の研修 として、洋服生産をめぐる児童労働をテーマにしたワークショップ

を行いました。ワークショップでは、インドでコットンを生産する農家やそこで働 く児童労働者 と

その母親 、また、コットンを買い取 り、衣服 を生産する中国の工場長 、その衣服を買い取 り市

場に回す日本のアパレル会社の社長 と、そして衣服を買 う女子大生の６つの役割に生徒が

分担 して役になりきります。やがてコットン栽培における児童労働が世界的に問題になり、立

場の違 う人々で問題の解決策を議論するというロールプレイを行いました。  

  生徒感想  

「今 自分がこうやって毎日安心 して暮 らせていること、

教育 を受 けていることはとても幸せなことであると実感 しま

した。展示 では実際に使われていた銃や地雷 、発展途

上国での民族衣装や楽器など親 しみや実感をもって学

習することができ、大変勉強になりました。今日は見学す

ることができて本当に良かったです」  

 

「今 日 はとても貴重 な体験 をさせていただき、本 当 にあり

がとうございました。一番心に残 っているのは、『日本に生 ま

れて安 全 にきちんとした教 育 を受 けられるのは、宝 くじよりも

低 い確率なんだよ』という青年海外協力隊の方の言葉で

す。夢 の実現 に向けて思い切 り勉強 できることへの感謝 を、

世界の恵 まれない子供 たちのためにも絶対に忘れてはなら

ないと思いました」  

 

 

F)  国 立 ハンセン病 資 料 館 （東 村 山 ） 

  期間  ２／３（土 ） 

  参加者  １５名  （高校 １年生 ９名  高校 ２年生 ２名  高校 ３年生 ４名 ） 

  目的  

国立ハンセン病資料館並びに多摩全生園を訪れ、ハンセン病回復者の方との交流を通

して、ハンセン病の歴史的背景を学ぶとともに、人権を踏みにじられてきた体験者の痛みに触

れ、自身の生き方や人権について考え、深める機会とする。 

  事前学習  

ハンセン病に関する映像 （映画 「あん」・ＮＨＫスペシャル「瀬戸内  ハンセン病の島の記憶  

大島青松園 」）を視聴するとともにハンセン病の概要や日本における差別の歴史がおさめられ

た学習冊子を読み、ディスカッションを通して学び合った。 

ハンセン病に関する基礎知識を踏まえ、一人ひとりが現地でハンセン病回復者さんに伺い

たいことを考えて当日を迎えた。 
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  行程  

午前は、国立ハンセン病資料館の学芸員 さんに解説 していただきながら館内の展示を見

学し、日本におけるハンセン病の差別の歴史を学びました。各地の療養所で実際に使われて

いた生活道具や患者 さんがつくった詩や陶芸作品を目の当たりし、出口の見えない隔離生

活 の厳 しさとその中 で生 きる希 望 を持 ち続 けた患者 さんたちの

力強さに心が震えました。 

昼 食 は、多 摩 全生園内 のお食事処 なごみにて全生園の職

員の方 と懇談しながら頂 きました。また、映画 「あん」の撮影で実

際に使用された物を見学しました。 

午 後 は「ハンセン病回復者 と話す会 」と多摩全生園のフィー

ルドワークに参 加 しました。話 す会でお話 を伺 った二 人の回復

者 さんは、学生の時にハンセン病 を発症 し、家族が差別を受け

ないように自分の故郷 を離れ、名前 を捨てて療養所に入 ったと

いいます。一人ひとりにかけがえのない人生があったこと、それを

踏みにじった差別が現実にここ日本で存在 したのだということに

大 きな衝撃 を受 けました。差 別に苦 しみ続 けてきた回復者 さん

の生 の声 に直接触れ、生 き抜 いてきた地 を自 分 の足 で歩 く中

で、生徒一人ひとりが人権という問題 と深 く向き合 う時間 となりま

した。 

  生徒感想  

「私 はハンセン病に関 してまったく無知 で、名前 も初 めて聞いたという状態 でこのフィールドワーク

に参加 しました。学 んでいくうちに、療養所で隔離 された患者 さんの苦 しみを知 り、胸が苦 しくなりまし

た。回復者 さんとの懇談で、「昔の政府 を糾弾するのではなく、自分がもし同 じ立場だったら偏見な

く患者 さんと接することができるのか考えてみてほしい」という言葉がとても心 に響 きました。同 じ過 ちを

繰 り返 さないために、正 しい情報 を正 しく伝 え、もしこれから新 しい病気が出てきて同 じような状況 に

なったとき、人権 を尊重できる社会であるように、私にできることをしていきたいと思いました」  

「全生園は想像 していたよりずっと静かで、まるで別世界のように感 じました。本当にここで生涯 を

過 ごさざるを得 なかった、その重みと歴史が強 く胸 に迫 りました。資 料館 では学芸員 さんが様々な

立場の人の想いを汲み取 って解説 してくださり、ハンセン病の歴史の真実に少 しでも近づけた気が

します。回復者 さんとの懇談会では、今 も痛みや苦 しみを抱 えながら私 たち若者 と向 き合 って、優 し

く朗 らかに生 き抜 こうとする姿が胸にささりました。今日出会 った方々に応 えていくためにも、人権問

題 と向 き合い続ける自分になります」  

 

「このフィールドワークへの参加 を決 めたとき、私 はハンセン病 について何 も知 りませんでした。現

在ハンセン病患者は少なく、発症 して数日で治る病気 だといいます。今日の学びを通 して、私たち

が学ぶべきはハンセン病 を理解 しようとしなかった社会が患者 さんに対 して差別 を重ねてきた残酷な

歴史だと感 じました。家族にまで縁 を切 られた悲 しみ、ハンセン病 だったと知 られて自分のいた場所

を目の前で消毒 されたという悔 しさ、そのすべてに私 たちは同苦すべきだと強 く感 じました。また、苦 し

んでいる人 を助 けることができない法律や憲法の現実 を、回復者 さんとの懇談 で目の当たりにし、

大学では差別 をなくすために国は何 をしていくべきなのか考えていきたいと思いました」  

  



 

- 106 - 

 

6.  グローバルセミナー  

  対象 ： 全校生徒 （希望者参加 ） 

全校生徒対象のグローバルセミナーは、一昨年度のＳＧＨＡより開始 し、通算 して１７回行

いました。本年度は第 １３回から第 １７回 と行い、回を重ねました。  

 

〇第 １３回グローバルセミナー  ４月 １４日 （金 ） 会場 ：栄冠ホール  

講師 ： 須賀正義  国際連合広報官  

国連ニュースセンターのマルチメディアプロデュー

サーの須賀正義氏をお迎えし、栄冠ホールにて「世

界を舞台に平和のために貢献するには」をテーマに

グローバルセミナーを開催しました。須賀氏は、国連

の幅広い活動を紹介しながら、「戦争は人の心の中

で生 まれるものであるから、人 の心の中に平和の砦

を築 かなければならない」ということを力 説 、紛争解

決には国や民族の差異を越え、互いの「人間性 」を

尊重 し、相手の「人間性 」に訴えていく必要があると

訴えました。  

  生徒感想  

「語 学 を学 び、対 話 で世界平和の連帯 を築 いていきたい」「身 近 なこと、できることから行動 を

起 こし、何事にも希望 を捨てずに進んでいきたい。」  

「私 の夢 は、国連職員になることです。今日のお話 を聞 いてさらにその思 いが強 くなりました。語

学の習得に励むと共に、もっと世界に目 を向け世界の流れを知 ることから初めて行 きます。」   

 

〇第 １４回グローバルセミナー  ６月 １２日 （月 ） 会場 ：栄冠ホール  

講師 ：オリビエ・ウルバン博士  民音研究所所長  

民音研究所 （民音音楽博物館付属研究所 ）所長 で、音楽を通 した平和構築について研

究をしているオリビエ・ウルバン博士をお迎えし、栄冠ホールにて「平和構築のために音楽が

貢献できること」をテーマにグローバルセミナーを開催しました。  

 博 士 は講演の中で、「音楽はよい方にも悪い方にも加担する両義的なものである」、「音楽

だけが独立して平和を作るのではなく、行動を伴ってこそ平和構築に貢献することができる」と

いうことから、音楽は名詞ではなく動詞の『musicking 』という考え方を通 して、「音楽の背景

には平和の哲学が必要である」とお話してくださいました。  

  生徒感想  

「今 日 の講 演 で、音 楽 は言 葉 の壁 を越 える道 具 であ

り、心 と心 をつなぐ橋であり、また、それを可能にする力は音

楽単独ではないことを学 びました。」  

 

「音楽 は、そこに気持 ちや思いがのることでその素晴 らし

い力 を発揮できるという新 しい視点 を得 ることが出来 、これ

からの自分の演奏に生かしていきます。」   
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〇第 １５回グローバルセミナー  １２月 １９日 （火 ） 会場 ：栄冠ホール  

講師 ： ジェイソン・グーラー博士  デポール大学 ・准教授  

アメリカ・デポール大学池田大作教育研究所所長ジェイソン・グーラー博士をお迎えし、栄

冠 ホ ー ル に て 「 World  Ci t i zen  Educat ion  and  Human Becoming in  the  Soka  

Her i tage （創 価 の系 譜 における世 界市 民 教育 と

人間的成長 ）」をテーマにグローバルセミナーを開

催しました。   

 博 士 は、本校の創立者が唱える、ありのままの人

間 と そ の 成 長 を 常 に 信 じ 続 け る 「 人 間 教 育

（Human Educat ion）」と西洋の「人間主義教育

（Humanist i c  Educat ion ）」との相違点や「世界

市民教育 」の哲学 などについてお話 しくださいまし

た。  

  生徒感想  

「今回の講演を通 して、改 めて創立者の『人間主義 』の体現者 として、世界平和や人類に貢

献 していくことを強 く自覚 し、決意 しました。」  

「『毎日 、自分はどのように行動すればよいのかと考 えることが今できる世界市民 としての行動だ』

との話が一番心に残 りました。今自分が出来る精一杯のことに全力で取 り組んでまいります。」   

 

〇第 １６回グローバルセミナー  ２月 ６日 （火 ） 会場 ：栄冠ホール  

講師 ： 河合公明  創価学会平和委員会事務局長  

創価学会平和委員会事務局長の河合公明氏をお迎えし「核兵器禁止条約─ＳＧＩの役

割 と貢献 」をテーマにグローバルセミナーを開催しました。  

河合氏は、２０１７年 9 月に署名式が行われた「核兵器禁止条約 」が採択 されるまでの交

渉の様子や、ご自身が出席したＩＣＡＮへのノーベル平和賞授賞式の模様を通して、本校創

立者の進めてきたＳＧＩの草の根の平和運動について、教えていただきました。講演終了後に

は質疑応答も活発に行われました。  

  生徒感想  

「今日一番心に残 ったことは、『核兵器 と生命の尊

厳 は両立 しない』ということです。世 界 は核兵器 がある

のは当 たり前 、でもそれは世界中の人々の死が隣 り合

わせにある、ということにもう一度気づかされました。」  

 

「宗 教 が人 の認識 を変 え、それが世界 の問題 を解

決する上での契機になる、とのお話が印象的でした。ま

た、『どんなことも自 分 の身 に置 き換 えて考 えてみる』と

のお話 は、将来の大 きな選択 を助けてくれる新 しい考 え

方になりました。」   
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〇第 17 回グローバルセミナー  ２月 ２６日 （金 ） 会場 ：栄冠ホール  

講師 ： 長尾榮治氏  国立療養所大島青松園名誉園長  

国立療養所大島青 松園 名誉園長 の長尾 榮

治氏 をお迎 えし「ハンセン病対策 と人 権問題 」と

テーマにグローバルセミナーを開催しました。  

 長 尾 氏 は、長年 、日 本国内はもとより海 外 10

数 カ国 でハンセン病 医 療 に係 わってきた体 験 を

通 して、ハンセン病のかかえる人権問題 、宗教 に

よる思考の違い、国における福祉のあり方 、公衆

衛生 と臨 床的 な治療 など、様々な観点 からの解

決が必要であることを教 えていただきました。お話

の後には活発な質疑応答も行われました。  

 セミナー修了後 、国立ハンセン病資料館へのフィールドワークに参加 した生徒 とのポスター

セッションに出席し、様々な指導助言をいただきました。  

 

  生徒感想  

「『学 ばなければ加害者になる』との長尾 さんの言葉 と、直接 そのような方たちと関わっていく中 で、

差別意識がなくなっていくというお話 が印象 に残 りました。無知が他者への理解 を妨 げ、その人 を

傷つけ差別することに繋がるのだと、改めて気づかされました。」  

 

「ハンセン病について詳 しく知 ることができ、患者 さんたちがとても辛い思いをされていたのだろうなと

感 じると共に、今 も苦 しんでいる方がいることや、他の病気でも苦 しんでいる方がいることを想像する

と心が痛みました。私の将来の仕事について考えていく中で、大切な経験 となりました。」  
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7.  語 学 活 動  

A) 英 字 新 聞 (GCP） 

  期間  １１月中旬～３月中旬  

  参加者  ２６名 （１年生 １７名  ２年生 ６名  ３年生 ３名 ）（希望者 ） 

  目的  

英字新聞の作成を通し、英語力 ・発信力を高めるとともに、取材や新聞作成を通じ、社会

や世界との関わり方 、情報活用能力、チームによる計画実行能力等を涵養する。 

  事前準備  

参加者を学年が混在した４～５名ずつの６グループに編成 。プロジェクト全体を統括する編

集長 （２年生 ）を１人決めました。学校紹介の英字新聞 となることを説明 し、各グループが１～

２つの記事を担当することを伝え、各グループ話し合って記事にしたいことを検討 していきまし

た。 

  講義内容  

１回目  １１月 １５日 （水 ）（２時間 ） 

初 回の講義はジャパンタイムズ報道部長の内藤陽介氏に担当 していただきました。「１人

称は用いない」「ニュースソースを明確にする」など英字新聞の基本的な作法について学びま

した。次回に向けて取材企画書を用意して臨むことになりました。 

２回目  １２月 １２日 （火 ）（２時間 ） 

ジャパンタイムズ報道部次長の小竹朝子氏をお迎えし、最近執筆された記事作成にまつ

わるエピソードやご自身の留学体験などを踏まえた英語学習へのアドバイスをいただきました。

また編集会議を実施し、各グループのテーマが「GCP 企画 （貿易ゲーム）」「図書館への寄贈

本 」「ネイティブの英語講師へのインタビュー」「スコラ手帳活用 」「生活組織 」「誓球寮 」「対話

運動 」「創価教育の歴史 」となりました。 

３回目  １月 ２４日 （水 ）（２時間 ） 

ジャパンタイムズ編集企画部 ・部長の松谷実氏に講義を担

当 してもらいました。冬 休みに作成 ・提出 した英文原稿につい

て、どのように修正 すべきかの提案についてプリントに基づき、

詳しく説明していただきました。 

４回目   ２月 ５日 （月 ）（１時間 ） 

週刊 ST の高橋敏之編集長が「英語を書 くことを改めて考える」と題 して講義 。前回 、修正

提案を受けた英文について、各グループで直し、再提出 。その原稿を紙面の形に印刷したも

のを配布してもらいました。各グループの記事について、講師に具体的に質問し、原稿のブラ

ッシュアップを進めました。 

５回目   ３月 １０日 （土 ）（１時間 ） 

ジャパンタイムズの大門小百合編集局長の担当で、生徒版

とプロのチェックを入れて完成した版を比較 し、英文 ・見出 しな

どがどのように修正 されたのか解説を受けました。かなり修正 さ

れている箇所 もあり、簡潔に言いたいことが伝わる英文に接し、

大きな学びを得ました。 
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  生徒感想  

「このプロジェクトを通 して、新聞の作 り方 、英文法だけでなく、『人 に何かを伝 える時 』に大切なこ

とやチームワークの重要性など多 くのことを学 びました。努力 して作 った新聞が完成 した時の喜びが

とても大 きかったです。より英語が好 きになりました」  

 

「２年続 けてプロジェクトに参加 し、今回は編集長 を務めました。今年はグループ長会 を繰 り返 し

行い、緊密に連携 をとりました。その上 で、トピックの決定にあたっては予 めプロセスを決 めておくなど

さらに改善 できると思 いました。全体の進行やダミーシートの作成などにも携 わり、とても勉強になり

ました」  

 

「生徒同士の編集会議で様々な案が絞 られ、ひとつの新聞が出来上がるまでのプロセスを体

験できました。その中で英文を書 くときの技術 をたくさん学ぶことができ、今後に活かしていきたいです。

また英語のインプットとアウトプットをもっと積極的に行い、力 をつけていきます」  

 

＊完 成 した英 字 新 聞 は、10 .関 係 資 料 ④参 照  

 

B) イングリッシュキャンプ 

  期間  １１／１１（土 ）～１２（日 ）の２日間  

  参加者  34 名（１年生 15 名  ２年生 14 名  ３年生５名） （希望者 ） 

  目的  

創価大学に１泊 ２日を英語のみを使いながら過ごし、最新の施設を使用しながら、英語コミ

ュニケーション能力の向上を図る。また、留学生との交流 ・共同作業を体験する。 

 

  事 前 学 習  

参加者を２～３名ずつの１２グループに編成しました。「留学生から見た日本」に

つい て留 学 生に イ ン タビ ュー を 行う た め の 下 準備 と して 、 テ ーマ 設定 と それ に基

づい た質 問 を 作成 。 テー マは 「成 人式 」「挨 拶」「年 齢制 限」「 誕 生日 パー ティ ー 」

「バレンタインデー」「ハロウィン」など多彩でした。  

 

  研 修 内 容  

１日目  

午前１０時に創価大学中央教育棟に集合。今回

使 用 す る こ と に な る Ｓ Ｐ Ａ Ｃ ｅ や ワ ー ル ド ラ

ンゲージセンター（ＷＬＣ）内の施設を 見学。

その後、開講式を行い、創価大学のサミュエル・

ブルース先生より、ポスターを作る際のポイン

トや、プレゼンテーションのスキルについて講

義していただきました。  

午後からは９カ国・１２名の交換留学生と交流

をスタート。３～４ 名を１グループとし、各留学生の 自己紹介や出身国の文化につ

いてなど語ってもらいました。生徒は、準備をしてきた質問リストにそって留学生
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にインタビューを行い、「留学生から見た日本」をについて情報を集めました。  

留学生は、ポスタープレゼンテーションに ついてのアドバイスをする「チューター」

として、各グループ １名ずつ担当してもらいま

した。夕方からのセッションは、発見・考察し

た こ と を Ａ ２ サ イ ズ の ポ ス タ ー に ま と め る 時

間とし、担当留学生と熱心に相談しながら、マ

ーカーで記入したり、色紙を使って視覚情報を

工夫して盛り込んだりして、ポスターを作り上

げていきました。  

 

 

２日目  

朝は作業教室へ集合し、少しでも準備の時間を取

ろうと、朝食をとりながらポスターの仕上げや発

表練習をしました。そして、何人かの留学生も集

合時間より早く来て、学園生を応援してくれまし

た。  

グループ内でのリハーサルを経て、午後、いよい

よＳＰＡＣｅに集合。広い空間にホワイトボード

を配置し、ポスターを掲示しました。本校を卒業

し 国 際 教 養 学 部 で 学 ん で い る 先 輩 方 も プ レ ゼ ン

を聞くために駆けつけてくれました。１時間半近

くにわたるポスターセッションの中で、多くの方

に質疑応答を含めた発表を行いました。閉講式で

は代表生徒の感謝の言葉の後、全員で We are the 

World を合唱。最後は留学生とともに記念撮影し、

充実の２日間の行程を終了しました。  

 

  生徒感想  

「二日間英語づけでいるのは人生で初めてでしたが、とてもとても楽 しかったです。言語の違いを

越 えてコミュニケーションを交わし、関係 を築 くことで得 られる喜びや誇 りは計 り知れないほど大 きいこ

とに気付 きました。英語のスキルはもちろんのこと、その他 にも今勉強 している目的や､人 とつながる

上でとても大切なことを学ばせていただきました。」  

「今回 は二度目のイングリッシュキャンプでしたが、前回以上に濃い二日間になりました。２日目

のポスターセッションはあまり緊張せず、楽 しく発表できました。また、昨年全 く出 てこなかったトピックが

たくさんあり、他 のグループの発表 を見 るのもすごく勉強になりました。この英語 を話す楽 しさを忘れず

に、日々の英語の授業をもっと集中 して受けようと思います。」  
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「１日目の午前中は英語 を話すことを恥 ずかしがってしまい、なかなか自分から話せなかったり、

Yes、No だけで会話 を終わらせることが多かったので、今 となってはその時間がもったいなかったと思

っています。英 語

を話 す楽 しさが心

から分 かった気が

します。これからの

英語の勉強 で今

回 の経 験 は必 ず

生 きていくと思 うの

で、しっかりと地道

に英 語 の勉 強 を

続けていきます。」  

 

 

C) スカイプ英 会 話  

全校生徒に対しても、学期に２回程度のウェブリオ英会話を実施しました。１年生は英語コ

ミュニケーション、２・３年生は英語表現Ⅱの時間を活用し、それぞれＣＡＬＬ教室にて iPad を

使用して、クラスを２３名程度 、約 ２０分ずつを２回行いました。これにより英語のスピーキングの

機会が増えました。２年目 となる今年は、学校全体 としてオンライン英会話に慣れてきました。

各学年で英語の授業内容と関連するトピックを設定 しました。さらに今年度は、webl io 株式

会社 と協力 してオリジナル教材を作成することで、授 業 との相関性 をさらに高めました。ルー

ブリックを活用し、20 分間また、１年生は日本語 ・英語の往還を意識しての言語技術の活用

を、３年生はファイナルプロジェクト・ポスターセッションの再現と質疑応答を行いました。  

 

本年度各学年であつかわれた主なトピック  

対象  トピック  

１年生  ・夏休みの思い出   ・仮定法のトレーニング（英語表現Ⅰ）  

・カレーライスの作 り方の説明 （言語技術 ）  

２年生  ・自動車台数の制限問題 （英語表現Ⅱ・意見文 ）  

・日本の世界遺産ツアープラン（英語表現Ⅱ・プレゼンテーション）  

３年生  ・学校の制服着用は是か非か（英語表現Ⅱ・英語ディベート）  

・ＧＣＰファイナルプロジェクト（再現 と質疑応答 ） 
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D) クリティカル・ライティング・センター 

  概要  

本校生徒であれば誰でもいつでも利用できるライティング・センターを 2015 年 ４月に開設し

てから３年が経過しました。本校 「クリティカル・ライティング・センター（以下 「CWC」）」では、生

徒の母語である日本語で書 くことに関する相談 （以下 「セッション」とする）を行います。セッショ

ンでの支援は、原則一対一の対話をベースに「書 くプロセスの支援 」また「書 き手の支援 」とな

ります。このような対話型の支援は、いわゆる添削のように、書 き手に書 くための答えを与える

のではなく、「書 き手が自分の中から考えを生み出 し、整理する段階 」を積極的にサポートす

ることとなります。そして、本校 ライティング・センターでは、生徒の「自 ら考 え、発信する力 」の

育成を目指しています。つまり、CWC では「書 くこと」のみならず「深 く考えること」との 2 点を柱

として「書 き手の成長 」を目指す支援 ・運営を行 っています。本項目では、昨年度に引き続き

SGH 実践校における母語 （日本語 ）ライティング支援の取 り組みについて報告します。  

本年度 （2017 年度 ）は、SGH 事業の軸となる「言語技術 （高校 １年 ・２年 ）」「GLP（選抜

生徒 ）」に対し、CWC による補助的な支援を行いました。また、放課後に開かれる CWC では、

主に大学受験関連の文書を支援しました。昨年度 （2016 年度 ）の SGH 報告書にて次年

度の課題とした「CWC 利用者のライティング能力評価 」および「ライティング支援そのものの評

価 」の予備調査 として利用者に対 してアンケートおよびインタビューを行い、ライティング支援

の効果と評価の一端を明 らかにすることができました。これらの調査の結果 、CWC 利用者は

例  英 語 表 現 I 教材  英語 表 現 と言 語 技術 のルーブリック  
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①文章力の向上のみならず、書 くことそのものに対する姿勢や意識の変化をメタ的に認知 し

ていること、②ライティング支援に対し、CWC 利用前までの自分にはなかった新 しい視点や新

しい自分を見つけられたという評価 をしていることの大 きく２点が明 らかとなりました。そして、こ

れらの実践報告を The Tenth  Sympos ium on  Wri t ing  Centers  in  As ia （2018 年 3 月

9 日 ・東洋大学白山キャンパス開催 ）にて報告し、主催者からも日本ではまだ珍しい高等学

校のライティング・センター実践に期待が寄せられました。そのうえで、昨年度からの課題として

残 っている①教科 を超えたライティングの取 り組み拡大 、②生徒 ・教員向 けの広報活動の２

点に加え、新たに③英語 CWC との連携強化を次年度の課題としたいと考えています。  

 

  本校におけるライティング支援 −教員によるライティング支援と支援方針 − 

昨年度同様 、CWC（日本語 ）では平日週 5 日 16:00 -18 :00 に教員によるライティング支

援 を行 っています。セッションは原 則個 別対 応 で、対 話 型 のライティング支 援 を行 います。

CWC 利用者に対するチュータリングは、常駐する２名の非常勤講師が担当しています。高等

学校のライティング・センターで、教員がチュータリングを担当するのは本校のみです。教員が

チュータリングを行 うことにより、学校組織にとっては、各教科の教員と CWC、またクラス担任

の教員と CWC との連携が容易となる利点があります。また、CWC 利用者にとっては、利用

者の状況 、興味 ・関心に合わせたキャリア支援や、利用者自身の中で「高校での学び」と「大

学での学び」を結びつけるという個人レベルでの高大接続支援が受けられる利点があります。  

CWC では支援方針として、各国 ライティング・センターの方針同様 、「書 き手のオーソリティ

を尊重 」し、「添削を目的 としない」「対話による」ライティング支援を実 施しています。これに伴

い、CWC では書かれた文書そのものの「評価 」は行いません。ただし、「言 語技術 」や「GCP

ファイナルプロジェクト」のように担当教員 と連携して「授業 」に関与する場合には、指導的側

面を考慮し、評価基準の策定などに寄与します。  

 

  CWC による SGH 関連 ・授業への取 り組み 

  CWC と SGH 活 動 との連 携  

まず、本年度が 2 年目の取 り組みとなる「言語技術 」では、高校 １年生 ・２年生の履修者

全員に対して添削を中心としたフィードバックを行いました。１年生ではパラグラフ・ライティング

の基礎的な作文 （５〜６本／年 、400 字以内 ）に加え、パーソナルエッセイや GCP（グローバ

ル・シティズンシップ・プロジェクト）で学んだ地球規模課題に関する小論文等 800～1 ,000 字

程度の作文を課しました。２年生では、単元ごとの作文 （４本程度／年 、400 字～800 字程

度 ）に加え、３学期は GCP で扱った人権をテーマに４～５パラグラフの小論文を課しました。そ

の際 、授業内で書けない生徒に対して、放課後に CWC での個別サポートも行いました。  

次に、高校 ２・３年生の選抜生徒を対象とする GLP（グローバル・リーダーズ・プログラム）で

は、毎回の活動で輪番による報告書作成を課しました。報告書は、活動から学んだこと・得 ら

れたことを掘 り下げるための課題 とし、特に今年度は「所感 」と「考察 」を項目 として分け、それ

らを意識的に分けられるよう促 しました。書かれた報告書には、Google  Docs のコメント機能を

活用して CWC から不明点や課題点を「質問 」形式でコメントし、リライトを勧めました。  

 

  現 代 文 ライティング指 導 （ティーム・ティーチング）  

SGH 事業関連のサポートに加え、2017 年度は昨年度に引き続き、CWC のチューターが

文理 クラス（２・３年の２クラス）の現代文の授業にそれぞれティーム・ティーチング（以下 「T.T.」）
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で入 り、ライティング指導を行いました。昨年度 と異なる点は、高校 ３年生文理クラス２クラスの

うち創価大学理工学部への内部推薦生が半数を占める１クラスだけ、週 ２時間の T.T.としま

した。このことにより、２学期の学期間は「センター演習 」と「小論文演習 」とにクラスを分け、内

部推薦試験が終わった生徒と大学受験で小論文対策が必要となる生徒らのニーズに応じた

指導が行えるようになりました。  

高校 ２年生の１年間 と３年生の１学期間は、T.T.の授業内で、「振 り返 りシート」を通 し、文

章を書 く、自分の考えを文字で表現することを習慣化しました。そのうえで、各定期考査前後

に論述課題を課しました。文理クラスに所属する生徒 （約 90 名 ）は、２年間を通じて 400〜

800 字程度の論述課題を計 ７〜８本書き上げることとなります。そして、それらすべての課題に

対して、教員からのフィードバックが得られます。  

 

  放課後の CWC によるライティング支援 −利用者の意識変化と利用者による支援評価  

放 課後の CWC では、主 に大学受験に関連 した文書のライティング支援を行いました。

CWC 利用者の利用目的は、6.5 割が大学をはじめとする進学関連となります。志望理由書

を中心に、小論文や面接対策なども取 り扱いました。また、その他のライティング支援 として、

授業課題や奨学金申請書 、個人的な文章の相談等 、文章の種類を問わず相談に応じまし

た。  

 

  利 用 実 態 の３年 間 の推 移  

３年間の CWC 運営で、セッション

数は開設初年度から 2 .9 倍増加しま

した（表 １）。初年度から本年度まで、

205 件 （初年度 ）、50１件 （昨年度 ）、

587 件 （本年度 ）と増加し、3 年間で

計 1,237 件の相談がありました。特に

最もセッション数が増加する 10 月は、

大 学 入 試 に関連する志 望大 学への

出願準備があります。そのため、10 月

のセッション数は 44 件 （初年度 ）から

167 件 （本年度 ）と 3.75 倍の利用増

加が確認 されます。ここから、生 徒本

人 にとって人 生やキャリアと深 く関 わ

る大学入試関連の文書を見てもらい

たい、相談に乗ってもらいたいというニ

ーズが読 み取 れます。また、生 徒 本

人にとって重要な文書 となるため、複

数回 CWC を利用し、文書を完成さ

せる場 合 が多 くあります。このことか

ら、書 くことへの強 い内 発 的 動 機 が

生徒本人にあるということができます。  

 

 

図  1  2 0 1 5 年 度 から 2 0 1 7 年 度の利 用実 態 （月 別 ）  

2015年度 2016年度 2017年度 計

1年生 4 9 13 26

2年生 34 66 59 159

3年生 167 426 513 1,106

教員 0 0 2 2

計 205 501 587 1,293

表  1   2 0 1 5 年 度 から 2 0 1 7 年度 のセッション数 （学 年 別 ）  
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  利 用 者 の自 己 評 価 （アンケート結 果 ）  

昨年度まで CWC 利用者には毎回のセッション終了後に、アンケートを行い、利用者の変

化を追っていました。これは、セッションの支援効果を測定するための、利用者自身による自

己評価アンケートとなります。このアンケートは、セッションを通 しての個々の意識の変化をみる

のに有効という利点があります。しかし、変化の要因を探ることが難しく、また 10 月などの混雑

時には利用者全員に行 うことが困難 となったため、現在は当該アンケート調査 を中止 してい

ます。  

 

  支 援 効 果 １（卒 業 生 アンケートの結 果 ）  

昨年度に続き、CWC を利用した生徒 １８名の卒業生に対し、CWC 利用による効果につ

いてアンケートを依頼しました。  

その結果 、「CWC を利用して得られた力はなにかありますか（全 7 択、複数選択可 ）」では、

昨年度の結果では「自分の考えや意見をまとめる力 」（ 100%）、「構成を意識して文章を書 く

力 」（92.3%）、「物事について様々な視点から検討する力 」（84 .6%）が上位の３項目 となって

います。それに対 し今年度は、「物事についてじっくり考える力 」（ 88.9% ）と「構 成 を意識して

文章を書 く力 」（88 .9% ）の２項目がトップとなり、続 いて「物 事について様々な視点から検討

する力 」（77.8%）となっています。  

また、「CWC を利用してどのような変化がありましたか」との問いに対する回答 （自由記述 ）

は、「文章を思いついた順ではなく理論立てて順番つけられるようになった」（生徒 Ａ）「自分が

気 づかなかった自 身 の一 面 を

発 見 できた」 （生 徒 Ｂ） 「自 分 の

考 え方 を整 えることが出 来 まし

た。また、読 み手のことを考 えな

がら文 章 を書 けるようになりまし

た」（生 徒 Ｃ）「考 える課程で『こ

れってどうなの？具体的には？』

と 、自 分 に問 いかけることが出

来 るようになった」（生 徒 Ｄ）とい

うように、生徒自らが C WC の支

援 を活 用 し、書 くこと以 外 にも

自分自身の内面 と積極的に向

き合ったことが読み取れます。  

 

  支 援 効 果 ２（インタビューの結 果 ）  

昨年度課題となっていた「CWC 利用者のライティング能力評価 」および「ライティング支援

そのものの評価 」を測るため、本年度は CWC 利用者に対してインタビュー調査を行いました。

対象は受験目的で利用をした 3 年生、計 11 人としました。その中で、書き手が自覚している

変化として、①自分の書いた文章に対する姿勢の変化、②書 くことに対する変化、③自己形

成 ・メタ認知能力に関する変化 、④自立的な側面での変化の 4 点が確認されました。また、

ライティング支援そのものの評価については、「他者の視点を獲得 」、「思 考の深まり」、「新 し

い自分が見つかる」という 3 点の効果があることが、書き手自身により評価されました。  

 

 

図  2  「C WC を利用 して得 られた力はなにかありますか」  

（複 数回答可 ・年度別比較 ）  
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  次年度以降の課題  

３年間の CWC（日本語 ）実践によって、利用者の書 くことに対する意識が前向きに向上し

ただけでなく、CWC を利用することで生徒自身が自己の内面と向き合い、自己形成を行って

いくという支援効果を確認することができました。これらをふまえて、SGH３年 目 となる次年度

は、①教 科 を超 えたライティングの取 り組 み拡大 、②生 徒 ・教 員 向 けの広報 活動 、③英 語

CWC との連携強化 を課題 とします。まず、昨年度に引 き続き、教科を超えたライティング機

会の創出や支援の取 り組みを拡大していきます。「書 く力 」を伸ばすために、書 く機会が豊富

であることは不可欠 となります。また、高大接続を意識 した「教 科から学問へ」の質的充実 も

図っていきます。次に、CWC がどのような機関 、どのような支援を受けられる場所なのか生徒 ・

教員に対して一層の広報活動に力を入れていきます。さらに、次年度以降は、グローバル人

材育成のためにも、C WC （英 語 ）との連携強化を図 り、地 球規模課題の解決に貢献するた

めの言語運用能力の向上を目指します。これらの点を目標とした CWC 運営を行っていくこと

とします。  

 

8.  時 間 管 理 手 帳  

  目的  

時間管理手帳 （スコラ）を活用した時間管理能力育成 （タイムマネジメントの指導法開発 ）  

  実施  

SGH の取 り組みの一つとして、生徒の時間管理能力を育成し、PDCA サイクルを習得さ

せるため、時間管理手帳 （以 下 、「スコラ」）を全生徒に配付 して活用 しています。キャリア教

育推進委員会 （月 1 回程度開催 ）での協議をもとに、学年ごとで計画的に生徒への指導 ・

激励を行っています。  

１年生については、入学前にスコラを配付 し各人で試行 させるとともに、入学後には「手帳

教室 」を開催 し、ＰＤＣＡの概念や手帳の利用方法などについて学ぶようにしています。全校

では、日々の連絡事項や学習 ・部活動をはじめとする諸活動の記録 と振 り返 りに活用 させて

います。特に、定期考査の２週間前には、目標や学習プランを各自で作成させ、毎 日の時間

管理を習慣づけるとともに、試験終了後には振 り返 りを行わせるようにしています。  

スコラの活用法等を競 う「手帳甲子園 」（主催 ：NOLTY プランナーズ）への出品を行 うため、

学園祭では校内手帳甲子園を実施し、公開展示 。評価の高かった２９名のスコラを、東京予

選会 （2017 年 11 月 25 日／於 ：千代田区立麹町中学校 ）に出品しました。その結果 、第 ６

回 「手帳甲子園 」（2017 年 12 月 16 日／於 ：原宿クエストホール）において、本校生徒 ２名

が各賞 を受賞 しました。全 国 より７３６点 の応

募があった手帳活用術部門では、荒井花菜

さん（1 年 ）が最優秀賞 （全国第 １位 ）に、また

４１７点 の応 募 があった表 紙 デザイン部 門 で

は、永宮亜紗陽 さん（1 年 ）が優秀賞 （全国

上位 ５位以内 ）を受賞 。荒井花菜 さんはスコ

ラを活用 し、高校生活を改善向上 させたこと

についてプレゼンテーションを行いました。  
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●効 果 測 定 より  

 NOLTY プランナーズがスコラを活用している全国の生徒に実施した効果測定 （2017 年

7 月に実施 160,966 名が回答 ）から、本校の傾向として以下のような点がみえてきました。  

本校においては、手帳の使い方については友人 （同級生 ・上級生 ）の取 り組 みが影響を及

ぼす傾向にあることがわかりました。ＴＶ朝礼等を活用 し、生徒代表がスコラ活用事例のプレ

ゼンテーションをしたり、優れた手帳

活用 の掲示 を行 うなどの工 夫が効

果 をあげたものと考 えられます。効

果 測 定 では、「手 帳 の使 い方 で参

考 になったものはありますか？（複

数回答可 ）」との質問項目について

右のようなデータが測定されました。  

 

 

 

 

学年〈期〉 先輩の手帳（全国平均） 同級生の手帳（全国平均）

１年生〈50期生〉 18.34％（5.43％） 25.50％（15.50％）

２年生〈49期生〉 14.60％（3.46％） 36.02％（17.28％）

３年生〈48期生〉 13.38％（3.13％） 35.45％（15.41％）

～2017年７月実施の効果測定より～　　

「手帳の使い方で参考になったものはありますか？（複数回答可）」
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9.  評 価 と分 析  

A) アンケートと分 析  

  生徒対象のアンケート 

2017 年 5 月と 2018 年 1 月 、SGH 活動に対するアンケートを全校生徒対象に行ったと

ころ、以下のような結果が得られました。  

海外への志向性 、語学への意欲の変化を問 う質問については、過去 2 回行ったアンケー

トの結果との比較を行っています。  

 

  海 外 への志 向 性 、語 学 への意 欲 の変 化  

 SGH1 年次から 2 年次にかけて、留学を希望する生徒が高い割合で推移するようになって

います。初めて SGH を体験した 1 年生も、留学がより身近に、現実的に感じられるようになっ

たことがわかります。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 将 来 、海外で働 く自分をイメージする生徒 も、SGH の活動を始めてから高 くなっています。

校内で世界をより身近に感じる機運の高まりとともに、今後 この割合はさらに高 くなることが予

想されます。1 年生でも 1 年間の活動の結果 、グローバルに活躍する夢を描き始める生徒が

増えています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語学試験に積極的な生徒が、全体の 8 割を超えるようになっています。2015 年度に SGH

校に指定され、英検の受験料の助成が行われるようになったことも、増加の一因のようです。  

ここ４年間の英検 １級 、準 １級の受験者数の伸びが、明確に生徒たちの積極性をあらわし

ています。ＳＧＨアソシエイトになったのが 2015 年ですので、SGH 校になったことで、生徒たち
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※カッコ内は合格者  

 

以上の結果から、今 年 もＳＧＨとしての活動を通 し、生徒たちが世界 をより身近に

感じ、世界 を舞台に活躍する意欲を高めているとわかります。また、高校生 として、

今は語学を身につけようと強 く動機付けされていると言えます。  

 

が世界に羽ばたく力をつけたいと意欲的に取り組んでいることがよくわかります。  

 

   

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  身 につけてほしい能 力 や資 質 の定 着  

 学 校全体で地球的問題 ・課題への興味や理解は確実に浸透しています。すべての学年で

70％を超える生徒が「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えており、３年生では 80％

に達しました。1 年生では、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」が 1 年間で 18 ポイント

増加 しました。SGH での活動が生徒たちの興味や関心を引き出 し、具体的な学びにつなが

っていることがわかります。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

協働的能力は、もともと「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」が８割 を超え、高い傾向

にあります。創価高校生はこの能力を用いて SGH の活動を行っていると考えることもできます。  

1 年生は、協働的能力に自信をつけた生

徒 とそうでない生徒 、双方が増 えています。

対話やディスカッションを初 めて体験する生

徒 もいるので、自 信 を失 ってしまうこともある

のかもしれません。 しかし ３年 生 を見 ると 、

85％を超 える生 徒 が協働的 能力 に自信 を

つけています。仲 間 との協 力無 くしては成 り

立たない、2 年間にわたる SGH の活動の中

で伸ばした力です。  
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以下の質問も、「協働的能力 」と同様に、創価高校生らしい親和性を表して、もともと高い

傾向にあります。  

１年生のうちは傾聴や他者への理解に難しさを感じる生徒もいますが、３年生になると 95％

の生徒が「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答えており、「あてはまらない」と答える生

徒がいなくなっています。異 なる多様な意見に触れる２年間のＳＧＨプログラムと、高校 ３年生

の成長が相まっての結果です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対話力 ・コミュニケーション能力の、全学年 と 1 年生での推移です。今年はじめて言語技

術の授業を受け、「問答ゲーム」のような対話のトレーニング、効果的に説明するスキルを学ぶ

情報伝達のトレーニングを行ってきた 1 年生にも、その効果が出ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決能力の、全学年 と 2 年生での推移です。2 年生は今年 、言語技術の授業で、

情報分析や議論のトレーニング、認知のトレーニングをしてきました。論理的な分析能力が身

についたと実感する生徒が 10 ポイント増えています。  
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以上の結果から、「言 語技術を磨 き、地 球規模課題の解決に取 り組む能力を育

成する」という本校のＳＧＨプログラムの目的に対し、生徒たちの実感の中で結果を

出すことができていると言えます。  

 

 

 

 

 

最後に、アンケートの結果から見えた、今後取 り組むべき課題を挙げておきます。  

活動による視野の広がりや、能力の高まりに効果がありつつも、SGH の活動への積極性に

ついては、必 ずしも取 り組 みに意 欲 的 でない生

徒が 1 年間で増えていることがわかりました。とく

に男子生徒の中には、女子生徒 と比べて SGH

の活 動 に消 極 的 な生 徒 が多 くいるようです。ま

た、2018 年 1 月のアンケートでは、それまであま

り見 られなかった「無回答 」の生徒が一定数いる

ことも気 になりました。多 彩 な生 徒 たちがいる中

で、どのように多 くの生徒 たちを活動に引 き込ん

でいくのか、裾野 を広げる取 り組みが求められま

す。  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  保護者対象アンケート 

2018 年 ２月に、６６５名の保護者から得られたアンケートの回答をまとめ、以下のような結

果が得られました。 
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15%

31%

16%

23%

13%

18%

32%

39%

29%

38%

33%

40%

35%

23%

39%

32%

38%

29%

18%

7%

16%

7%

17%
13%

男子 女子 男子 女子 男子 女子

１年 ２年 ３年

本年度のSGH活動に対して、子どもが意欲的に取り組んでいる

よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

  回 答 の詳 細 と分 析  

   

   

学校生活についてあまり家で話さなくなる年齢 ということもあり、男子は１～３年でほとんど割

合に変動がありません。一方で女子生徒は、学年 を追 って割合 こそ少なくなってくるものの、

半数を超える生徒が家庭で SGH のことを話題にしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特に１年生の女子生徒においては、７０％の保護者が意欲的な取 り組みを実感 していま

す。また、男女での意欲の差が大きく、SGH 活動を全校としてより活発にするカギが、男子生

徒の取 り組みにあることを感じさせます。  
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本校のSGH活動について、家庭で話題になることがある

よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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 保 護者から見て、SGH の取 り組みは総じて高 く評価されています。１年男子で否定的な

割合が若干高 くなっているのは、活動が生徒に合っていないとの保護者の心配が反映されて

いるのではないかと考 えられます。SGH２年 目の２、３年生ではこの割合は低 く抑えられている

ことから、活動を重ねていくことで、保護者の理解が得られていくことも予想されます。  

 

 

B) 中 間 報 告 会 ・活 動 報 告 会 ・評 価 （声 ） 

SGH 中間報告会  

  11 月 25 日 （土 ）14 時 00 分    会場 ：創価高校  CALL 教室  

  【式次第 】 

一 、校長挨拶                   木 下校長  

一 、言語技術報告                    恒 岡教諭 ・永嶋教諭  

一 、GCP 報告                生 徒代表  

一 、GLP 活動報告              生 徒代表  

一 、ポスターセッション                 生 徒代表  

   ※Eng l i sh キャンプ、FW 実施報告  

一 、高大接続と高 ３Fina l  P ro jec t 報告      卒 業生代表          

一 、講評                            村 上清  岩手大学学長特別補佐  

 

  【講評】  村上清  岩手大学学長特別補佐  

G C P の取 り組 みについて 

活 発 に生 徒 が取 り組 んでいる姿 を見 て、 大 変 嬉 しく思 った。わたしが高 校生 の頃 にこういったものが

あればどれだけ道が開けただろうかと考 えた。これらの活 動 を、言語 技 術 を学びながらやっているのが素

晴 らしいと思 った。  

特 に、 ３ 年 生 の 模 擬 国 連 を参 観 して、核保 有 国 に対 して決議 案 を出 すという、現 実 問題 に即 した
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状況 を提 供 していて大変 面白 かった。先週 まで国 連 に交 渉 を受 ける立場 として行 ってきた。これを模 擬

としてやることは、 国同 士 の話 し合 いのみならず、企 業同 士 のやりとりといった場 面 でも活 用 される。 本

音 と建 前 を使 い分 けることの重 要 性 を模 擬 国 連 の場 を借 りて学 ぶ ことは、 今 後 一 般 社 会 を生 きていく

上 で重 要だと感 じた。  

 

言 語 技 術の取 り組 みについて  

大 学 においても、様 々な形 で言 語 能力 を高めようと取 り組 んでいる。その中 でも、創 価高 校 で行 って

いる言 語能 力 を伸ばそうとの言 語 技術 の取 り組 みは大 変 重要 。特 に、読 む、聞 く、話 すに加 え、思考

する（ どのように物 事 を見 るか）という部 分 を伸ばそうとの取 り組 みはなかなかない。今 後 、どのように変

わっていくか、大変 楽 しみに思 った。  

 

G L P の発 表 について 

沖 縄 、カリフォルニア F W いずれも、課題 を設定 し、よく学 べていた。今回 の発 表 では、現 地 に行 っ

て経験 したこと、学 んだことがよくまとまっていた。問題 意 識 をもって研 究 に取 り組 むことが大 事だと感 じ

た。地 球 規 模 課 題 というと、 自分 に関 係 の無 い世 界 の問 題 ととらえがちだが、 日 本 の問 題 、 そして私

たちの身の周 りの問 題 でもあることが多 くある。次 は、世界 の問 題 をどのように身 近 な問 題 ととらえていく

か、 考 えられると良 いのでは。  

 

ポスターセッション  

F W 報 告 、研 究 発表 、 それぞれが明確な目的 をもってポスターを作 られていて、 一 生懸 命 発表 され

ており、良 いと思 った。こういったポスターセッションの取 り組 みは世 界 中 で行 われている。ぜひ将来、学

生 として、 実 務 者 として、 実 際 の国 際 会 議 の場 に出 て行 って、 ポスターセッションに積 極 的 に参 加 して

ほしい。  

 

高 大 接 続  

創 価 高 校から S G U である創 価 大 学 に進 学 したお二 人の話 で、高 校 での学びがいかに活かされている

かがよく分 かった。人 生は大学 生 活 で終わらない。ゆえに、高 校生 のうちから、長 い人生 の尺度 で物 事

を考 えていけると良 いと思 う。急 に 2 0 年 先 を考 えるのは難 しいが、最 低 でも、 5 年 先 、 1 0 年 先 の自 身

の人 生 を見 据 えて行 動 していってほしい。 全 員が、 地 球 規 模 課 題 に直 接 関わる仕事 に就 くわけではな

い。だからこそ、自分が社会 に出 たときに、「 世界 で起 きていることは自分 の眼の前 にある課 題 と関わっ

ている」と感 じながら、自 分の立場 で行 動 していくことのできる人 材 になっていってほしい。S G H の取 り組

みは、 そのための基盤 作 りとなる考 え方 を養 っていることだ と自 覚 して取 り組 んでいってほしい。  

 

  アンケートより  

１ ， 言 語 技 術の取 組みについて 

・ 往 還 学習 トレーニングが理 にかなっていると感 じた。 勤務 校 でも取 り組 めることを考 えたい  

・ 活 動 の中 でピアレビューを取 り入 れられてるなど、 大 学 での活 動 を高 校 時 代 から経 験 することは大

学 での学びを深めるきっかけとなると感 じた  

２ ， G C P の取 組 み、 生 徒発 表 について 

・ ディスカッションの機 会 が多 くつくられており、 社 会 に出 てからも役 立 つことだと感 じた  

３ ， G L P の取 組 み、 生 徒発 表 について 

・ 全 文 英語 のスピーチに感動 した。話 す力 、伝 える力 を高 校生 のうちに磨 くことは重要  
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・ テーマが今 の社 会 に問 題提 起する内容 で大 変良 かった  

４ ， ポスターセッションについて  

・ ポスターが大 変 見やすく、 発表 の姿 勢 も素 晴 らしかった  

・ 質 問 に対 する返 答が誠 実 で、 よく熟 考 していることがわかった 

５ ， ファイナルプロジェクトと高 大 接 続  

・ 高 校 での学びが大 学 につながっているという、 本 人 たちのメタ認 知があることがすばらしい  

・ 卒 業 生の多 くが系列 の大学 に進むという環 境が、 とてもよい教 育効 果 を生 んでいると感 じた  

 

SGH(最終 )活動報告会  

  2 月 17 日 （土 ）13 時 00 分  会  場 ：創 価 高 校  栄 冠 ホール  

  【式 次 第 】  

一 、「GCP 企画人権ディベート」模擬授業    辻教諭 ・恒岡教諭   

一 、校長挨拶                  木 下校長    

一 、タイムマネジメント報告               生 徒代表 （１年生 ） 

一 、GCP 報告                生 徒代表 ・江添教諭  

※1 年間の振 り返 り、FW 実施報告 、FP 報告  

一 、言語技術の取 り組みについて        恒 岡教諭 ・石野教諭  

一 、GLP 活動報告             生 徒代表 （３年生 ）  

※1 年間の振 り返 り、映像制作 、核廃絶プレゼンテーション 

一 、講評ならびに挨拶                     遠 藤誠治成蹊大学法学部長  

                             無 藤隆白梅学園大学教授   

 

  【講評】  遠藤誠治成蹊大学法学部長  

本日 は S G H の充 実 した活動 報 告会 にお呼びいただき、感動 している。まず、全 体 として生 徒 の自 発

性 を引 き出 しながら教 育 成果 を上げていると理 解 した。とりわけ、教材がないなかで先生 方が工夫 をさ

れ、試 行錯 誤 され成果 を生み出 し得 る努 力 をされていることをとても感 じた。また、努 力が実 っているこ

と、 先 生 方がやりがいをもって取 り組 まれていることに強 く感 銘 を受 けた。  

教 科 横 断型 の授 業 を実 際 に行 っていくのは難 しいことである。 教 科 教育 法 はあるが、 教科 横 断型 の

教育 法 はない。そのなかで先生 方が工夫 をされていることは素 晴 らしいことだと思 う。また、このような取

り組 みが広 く知 られるようになることが重要だと感 じた。  

今 回 の報 告 会 を通 して、生徒がイヤイヤやらされているのではなく、多 くの生 徒が楽 しく勉 強 をしてい

るのだと感 じた。また、自 分 とは異 なる視点があることに気づき、世界の多 様性 を知 る、ということが実

現 しつつあることを感 じている。  

 

褒 めるだけでは指導 員の役割 を果 たしていないと感 じるので、ここで、振 り返 って考 えておく必 要 性 が

あることをお話 しした。  

まず、 S G H を文 科 省が進めたい理 由、 また各 学 校が進めたい理 由は別個 にいろいろあると思 うが、

違和 感 をもっているのは「グローバル人材 」という言 葉 である。そのような言葉 はないというのが私 の感

覚だが、では一体 、どのような人 材がグローバル人材 なのだろうか。英語 が喋れる、プレゼン能 力 が高

い、どこに行 っても物 怖 じしない、という人が世 間 的 にはグローバル人 材 といわれるだろう。本校 では中

身 のあるプログラムは行われているが、 それにとどまらずやっていこうという社 会 の価 値 観は育 っていない

と感 じる。  
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生徒 たちの能 力 を高めたり、競 争が厳 しい社 会 で生 き抜 いていく力 をつけるためにプログラムを行 うの

は重 要 なことだが、 その背景 にある｢価 値 ｣の問 題 を避けて通 らない方 が良 いと感 じる。  

 

生 徒 たちの自 由 を高めること、つまり、生 徒が自由 に考 え、行 動する力 を高 めていくのが本 来の創価

高校 の S G H としての教 育 の目 的 であると思 う。 自 由 になるのはなかなか難 しいことである。 例 えば自 分

自 身 が考 えていることを外 に向 かって表 現 をすることは非 常 に難 しく、 自 分 の頭 のなかにあることを発 信

するのも難 しいことだ。  

 

通 常 、 人 は言 葉 を通 して自 分 の考 えを発 信 する。 その発 信 について「 本 当 に自 分 が伝 えたいことな

のか」 と自 己 反 省的 に考 える力 、 つまりクリティカルシンキングの力 を高めているのは素 晴 らしいことだ と

思 う。 そのなかで、 自 分 を知 る、 世 界 の中 で自 分 の置 かれている立 場 を知 る、 自 分 がこの世 のなかで

「 どのような場」で「 どのような能 力」を発 揮 したいと思 っているか、また、そのためには途 中 でどのよう

な能 力 をつけるのかを生 徒 自 身 が自 覚 できると、 生 徒 たちはもっと自 発 的 になっていくと思 う。 本 校 の

S G H の活 動 は、 選 択の幅 を広げる活動 、 つまり自 由 をおおきくするためにやっている活動 なのではない

だろうか。  

そのような意 味 で言 えば、 グローバル人 材 にならなくてもかまわないとかんがえている。 グローバル人

材 とは日本 の社 会の中 で活 躍することかもしれない。 自由 をもって社 会 をつくっていくことが本 来の目 的

だということを自 覚 したとき、 活動 に意 味が生 まれていくのではないかと感 じる。  

 

私 は国 際政 治 を勉強 しているが、国 際問 題 を考 えるうえでは、この「 自由 の問題 」と「 価 値の問題 」

「 クリティカルシンキングの問 題 」が深 く関わってくる。そのなかで、高 校生 のみなさんは、大 人 たちの議

論の問題 や矛 盾 に気づいていくことが大 切 である。  

たとえば、今 の日 本 には、核 兵 器は廃 棄すべきと訴 えながらも、日 米の安 全はアメリカの核兵 器 によ

って守 られていると言 う人 がいるが、 ここには矛盾 が生 じる。  

このように、 高校 生のみなさんは、 大 人 たちがあまり「 考 えて欲 しくないこと」 も考 えていかなくてはな

らない、つまり、大人 にとって「 不都 合 なこと」も考 えていかなくてはいけない。ただし、このようなことを

考 えることはとても勇 気 がいること、 そして怖 いことだろう。  

大 人 たちが規律 などに縛 られ自 由 に考 えられていない時 代 には、 子 供 たちもなかなか自 由 になれない

のではないか。  

子 供 たちがさらに自 分 たちの価 値観 を鍛 えて、自 由 な選 択ができるようにしていく－ 御 校 では、このよ

うなことを目 的 にして S G H の活 動 を行 っていくと良 いのではないか。  

 

  【講評】  無藤隆白梅学園大学教授  

まず始めに、 1 年 前 と比 べて生 徒の発表 のレベルが高 くなっていることに非 常 に驚 いている。  

遠 藤 先 生がグローバルという視 点 の話 をしてくだ さったが、私 自 身が最近 感 じるのは、日 本のなかで

どこの国 の言葉 かわからないものが多 く聞 こえる例 にも挙げられるように、社会 が多国 籍 化、また多 文化

化 しているということだ。  

日 本 のなかで生活 していても海 外 を意 識 せざるをえない、 またその逆 もあり得 るというように、 地 球 上

全体 との問題 とローカルな地 域 的な問 題 をかんがえることは密 接 に関わ りあっていると感 じる。また、世

界的 問 題 と地域 的 問題 の「 どちらが先 」や「 どちらが重 要 」といったことは問題 ではなくなっていると思

われる。  

将 来 、 創価 高 校の生徒 たちが様 々 な専 門 をもって将 来 の問題 解 決 に関わってもらえると嬉 しい。  
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プログラムの中 で、「 地 球 規 模 課 題 の解 決 」 がテーマにあった。 このテーマへのアプローチとしては、

従来 でしたら様 々 な課 題 を順番 に学 んでいくだろう。もちろん、知 識 を獲得 することはとても重 要 である。

しかし創 価高 校 では「学 ぶ 」ということに加 えて、生徒が「 自 らの意 欲 の中 で学 んでいく」という角 度 で

S G H の活 動 をやっており、 アクティブに踏 み込 んでいるなと感 じる。  

生 徒 が、 高 校 生 の自 分 の力 ではすぐ解 決 できるとはいかない課 題 でも、 解 決 すべき課 題 として極 め

て強 くとらえているなと思 う。持 続 可能 な地球 社 会 実現 のための様 々な課 題 を、自 分 自身 の問 題 として

考 えることが大 切 である。 また、「 課 題 」 として捉 えるということは、「 解 決 」 しなければならない責 任 も

伴 う。 そのようなところから見 直 して、解 決 のために必 要 な知 識 を学 んでいかなくてはならないと思 う。  

日 常 生 活 の中 で様 々 なことを吸 収 し、「 地 球 上 の問 題 解 決 に自 分 が役 に立 ち得 るかもしれない」 と

いう気 持 ちを胸 に頑張 る姿勢 を、 高校 生のときから身 につけていることが素 晴 らしいと思 った。  

 

創 価 高 校 の取 り組 み自 体 の賢 い方 針 として、 日 本 語 や英 語 のスキル、 またディベートのスキルなど、

即 ち言 語 技 術 のスキルを学 ぶ ことがあげられる。 スキルという道 具 を持 たなければ、 解 決 したい課 題 に

直 面 しても空 回 りしてしまう。 こちら側 （学 校 側 ） がそのスキルを提供 することが大 切 である。 また、 生

徒 の皆 さんは、 自 分 たちが解 決 したいと思 う問 題 に向 かっていく時 にそのスキルを使 うことができる。 自

分 たちの未来 をより良 くしたいと思 った時 に、 そのスキルを使 えば社 会のさまざまな方々 や組織 と協力 す

ることもできる。  

 

心 で真 正 面から物 事 を受 け止めることができ、考 えることができる高 校 生の時 期 に、本 当 に力がつい

てトップに行 くことができる。 つまり、 大 学からのゼロスタートでは遅 い。決 定 的なのは高 校時 代 です。  

今 までの高 校 教育 は「 良 い大 学 に入 る」 という特 定の目的 に特化 しすぎていた。今後 は、それだけ

ではなくその先 を見通 し、世 界や社 会 に対 して自 分 たちには何ができるかを考 えて欲 しい。今高 校 生 の

自分 にできることは少 ないかもしれない。だが、その悔 しさを糧 に頑張 ってもらいた。  

 

アンケートより  

１ ， 言 語 技 術の取 組みについて 

・ 1 5 分 という短 い時 間 に大部 分の生 徒が 2 0 0～ 3 0 0 字 のパラグラフライティングができていたことに感

銘 を受 けた 

・ 文 章 に主 語 を入れるといったことを、 英語 を意 識 することで定 着 できることを学 んだ  

２ ， G C P の取 組 み、 生 徒発 表 について 

・ 全 員 参加 のポスターセッションが見 事だった 

・ 様 々 な生 徒がいる中 でどのようにモチベーションを高 める工 夫 をされているのかぜひ聞 きたい  

３ ， G L P の取 組 み、 生 徒発 表 について 

・ テーマが今 の社 会 に問 題提 起する内容 で大 変良 かった  

・ 英 語 以外 の先 生 方 も関わっていることに驚 いた  

 

C) 運 営 指 導 委 員 会  

第一回運営指導委員会  

  日 時 ：2017 年 11 月 25 日  

  参 加 者 ：村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐  ／ 飯 田  順 三  創 価 大 学 法 学 部 教 授  

  太 田 、狩 野 、木 下 、江 間 、谷 、（記 録 ：吉 澤 ）  



 

- 129 - 

 

―― 朝から長 時 間 ありがとうございました。 ご意 見 アドバイスをお願 い致 します。 G C P についてはいか

がでしたか。  

 

（ 運 営 指導 委 員） G C P 企 画 は G C P リーダーになりたい人 たちが 1 0 0 人 を超 えているうえに、 リーダ

ー中心 にクラスがまとまっていく、 その様 子 がとても素 晴 らしいと思 う。 リーダーが生 き生 きと活 動 してい

た。 主 導 役 をやることは成 功 体 験 につながる。 また、 先 生 と生 徒 という関 係 ではなく友 達 同 士 という関

係 でフランクに学 びあうことができるのはとても貴 重 な経 験だと思 う。リーダーもクラスの生徒 も相 互 の学

びになる。 各班 にもサブリーダー的 存 在が出 てきていた。実 施 回数 については、 1 学 期 に 3 回 くらい回

数があっても良 いのではないか。回数 をどう増 やすか、教科 の学 習 とどのように結びつけるのかを検討 す

る必 要がある。普 段 の地 道な教 科学 習 と G C P をリンクさせるようなメッセージを子 供達 に発信 すると普

段 の学びに深 みがでる。今学 んでいる教 科が G C P の中 で紹介 されている課 題 を解 決 することにつながる

ことを生 徒 にわかってもらうことが大切 。そのためには教 員の勉 強が大 切 、教 える側が知 っておかなけれ

ばいけない部分が多 い。 教員 の力 量 ・研 修 ・開 発が必 要だと感 じる。  

 

― ― 力 量 の開 発 についてはアクティブラーニングなどでも問われることだが、今 後 も教 員 の読 書 力 や

見識 を磨 いていく重 要性 を実感 している。  

 

― ― G C P のプログラムで取 り組 むテーマがいつの時期 に来 るのかはだいたい決 まってきている。それを

見越 して通 常 の教 科 で、 教科 書 のテーマを取 り上 げる順 番 を工夫 している人 もいる。  

 

（ 運 営 指導 委 員） 現 実 問題 として教 科書 をどこまで進 めるかなどと G C P との関 連の問 題 もあり、 教

員 にジレンマがあるのではないか。 生 徒 の興 味 をそそるような部 分 、 もっと学 びたいと思 うような部 分 は

G C P の中 にヒントがあるのだと思 う。現実 問題 なかなか難 しいが、相 応の工 夫が必 要。ただ言 うのはた

やすく悩 ましいところではあるが、 実 際 にこの課 題 をうまく考 えられるような場 を設 け何 人 かで研 究 してみ

るのもどうか。  

 

― ― 文 科省 の方 向 性 も知識ベースから探 求 型ベースになっている。そう意 味 でも今が新 しいことに取

り組 むチャンスかとは思 う。 ただ、議論 中 心 型 の教 育 をうけてきた教 員 にとっては、 大 きな挑 戦 になる。 

― ― 教 科横 断 型の取 り組 みもいわれており、 取 り組 んでいきたいと思 う。  

 

（ 運 営 指導 委 員） 今 後 G C P を教 科 として取 り入 れていく可 能 性 もあるのではないか。  

 

― ― 話 題は変わるが、すべての課 題 の解 決 方法が「対 話だよね」で結論付 いてしまうところがある。

創価 の思 想 性 も影響 しているのかもしれないが、 このことに関 してはどのように考 えるか。  

 

（ 運 営 指 導委 員 ） 対話 を重 視 しなくてはいけないという結 論 の上 に、 もっと複 雑 な問 題があることを

認 識 する必 要がある。 対 話 をするには、現 実 における経 済の不 公平 感 や宗 教観 の対 立 などをどう見 直

していくのか、その背 景 にある現実 問 題 を考 えるべきだ。対話だけでは、複雑な問 題はなかなか解 決 で

きない。裏 付 けをして代 価 を払 っていくことに対 する理 解 も必 要 。大 切 なのは、対 話 プラス「 協 働 」 で

作業 をさせることではないか。例 として、イスラエルとパレスチナの役人が陸 前 高田 の市 長 の話 を「 共 に」

聞 き、涙 を流 す場 面があった。自 然災 害 ではあるが、問題 の責任 を誰かに求めたりしないのかとの疑 問

があがったが、市 長 の話 を共 に学 ぶ ことで誰 を非 難 してもしょうがない、 自 分 たちが立 ち上がらないとい



 

- 130 - 

 

けないという結 論 にいたっていた。「 協 働 」 でという意 識 が紛 争 解 決 などにもつながるのではないかと思

う。ひとえに「 対話 」 で終わってしまうのでは無 く、 もう少 し現 実 的 なところを見 ていかなくてはいけない

のではないかと感 じる。  

 

― ― 現 実の難 しさを実 感 することへの必 要 性 を強 く感 じる。  

 

（ 運 営 指導 委 員）タリバンとの交 渉の例などをみると、力 で対 等 にならないと交 渉が進 まない部分が

ある。 自 衛 隊 が違 法だ と言 っている国 と実 際 に弾 が飛び交 っている国 との交 渉 は状 況 がまったく違 うこ

とを認 識 する必 要 もある。  

 

（ 運 営 指導 委 員）「 対 話」で終わる結論が創価 大学 でも大 いに見 られる。「対 話 」 というのは相 違

点 をはっきりさせることであり、それをしないと「 会 話 」になってしまう。相 手 にあわせていたら対 話 になら

ない。 違 いをはっきりさせるのが対 話 であり、 その後 の交 渉 を通 して共 通 点 を見 出 していくことから解 決

の糸 口 を見 つけていくことが大切 。相手 にあわせるのみでその場 の雰 囲 気 をよくしていくのは国際 社 会 で

は通 用 しない。 対 話 を殺 し文 句 にしない結 論の導 き方 が重 要 であると思 う。  

 

（ 運 営 指導 委 員）現 代 社会 の雰 囲 気 もどことなく「 ふわっと」しているなと感 じる時 がある。少 なか

らず生徒の考 えにも影 響 しているのではないか。  

 

（ 運 営 指 導委 員 ）お互 いの利 害 を天秤 に図 りながら共 通 点 を見出 す姿 勢 や前 向 きに結 論 を導 き出

したいという共 通 の姿 勢 が対 話 では大 切 である。 パレスチナの例 のように、 感 情 の共 有 から出 発 して現

実の利害 を調 整 していく能 力が求められていくのではないか。  

 

― ― 生 徒 を取 り巻 く現 実 社会 のなかで「 課 題 」を認識 しながら克 服 していく機 会が少 ない。世 界の

課題 に目 を向 けなくても生 きていける現 代の中 で、創価 高 校 としては、現 実の課題 を感 じられる・知れ

る場 面 を S G H のプログラムとしてつくれたのは画 期 的だったと思 う。「対 話が大事だ」「教育が大事だ」

という結 論 にいたるのは、 生徒 の置 かれている状 況 が、恵 まれた状況だからこその課題 ではないか。  

 

（ 運 営 指導 委 員）昔は思想・信 条 の面 でも乗 り越 えなければならない課 題があった。そこで社 会 の

実証 を示 していっていたが、生 徒 にはなかなかその実感がないのではないか。国 際 社会 のなかでは課 題

があるのはあたりまえ。 利 害 関 係 の交 渉 や調 整 、 ネゴシエーションを通 して妥 協 点 を引 き出 さなければ

いけない。  

 

― ― その交渉 の模擬 体 験ができる場 を G C P でつくれたのはよかったと思 う。  

 

（ 運 営 指導 委 員 ）発 展 途上 の国 の現状 を見 て大 学生 は変わっていく。カンボジアやベトナム、フィリ

ピンでのボランティアに参 加 してほしい。だが、創価 大 学 でも危 険 なところに足 を踏 み込 んでいかない傾

向はある。  

 

― ― 国 内 でも貧 困 地 域 がある、 そこでのボランティアの活 動 などもある。 そこで国 際 課 題 を身 近 に感

じることも必 要 。  
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（運 営 指導 委 員）国 内 でも実 際は経 済格 差 で厳 しい人 もいる、先代 の世 代 では実 際 に経 験 をして

いる、 など、 本 来の経験 として生 徒 全 員が実 感 できる場 を作 ることが大事 では。 まだ苦 しんでいる人 が

いる社 会があり、 自 分 たちは実は恵 まれているという感 覚がない生 徒 も多 いのではないかと思 う。  

 

（ 運 営 指導 委 員 ）ボランティアの単 位 化 やインターンの単位 化は高 校 ではあるか。大 学 では単 位化

できる取 り組 みがあるが。  

 

― ― 1 2 月 発 表 予定 の新 学習 指 導要 領 での今 回 の改 定は、高校 教 育が肝だといわれている。どこま

で現時 点 で変革 していかれるか現場 は悩んでいる。  

 

（ 運 営 指導 委 員）保 守 的な側 面 もあるが、政 府 は社 会 に開 かれた教育 をしていこうという姿 勢 を大

きく持 っている。 国 際課 題 を解 決 するためには自 分の足元 をみないと進 まないことを認 識 するべき。  

 

（ 運 営 指導 委 員 ）大 学 入試 の改 革 について、英 語 では外 部試 験のスコア参 入がいわれているなど、

ドミノ倒 しで日 本の入試 体制が変わっていく。その中 で現 実 を見 させようというカリキュラムになっていくの

ではないか。 創価 の教育 プログラムがその先 駆 けとなるプログラムになってほしい。  

 

― ― 言 語 技 術 の取 り組 みは先 進 的だ と思 う。 更 に、 学 校 設 定 科 目 などで可 能 性 を広げられるので

はないか。だがそこには教員 確 保の問題が関わってくる。 人 材 の確 保が急 務 である。  

 

（ 運 営 指導 委 員）世 の中堅 校 でも、いろんな教 育改 革 を文科 省の縛 りがある中 で行 っている。「人

材」 という概 念 を越 えて「教 育 プログラム」の良 いものを必 死 で探 し導 入 している。創 価 学園 も負 けて

はいられない。  

 

（ 運 営 指導 委 員）例 えば、創 価大 学が行 っているように一 般の企業 にいらっしゃる方 を講 師 にとして

招 くことがあってもいいのではないか。  

 

― ― 最 後 に全 体へのアドバイスがあればお願 いします 

 

（ 運 営 指導 委 員）次 回 は場 所 を大 きなところをとっていただきたい。毎年、進化 している状 況 を見 る

ことができ楽 しみにしています。  

 

― ― 次 回は体 育館 でのファイナルプロジェクトの公 開 も考 えています。  

 

（ 運 営 指 導 委 員 ） 報 告 会 の中 で言 語 技 術 を使 える場 所 を作 っていかなければいけないとあったが、

具体 的 にはどう考 えているのか。  話す書 くなどのせっかく学 んだ技術 をどう使 っていくか。普 段からのトレ

ーニングが大 切 である。意識 していないとそういう「 環 境 」はできないという意 味 では、意 識 し続けるこ

とが大 切 である。  

 

― ― 担 任の教員が自 分 のクラスの言 語技 術 の授 業 にでる、それはかなりの効果がある。他の教員 も

同 じように意 識 をしていくことが確 かな土 壌づ くりになる。  
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（運 営 指導 委 員）先 生 方全 員が言語 技 術 を学 んでいくことを提 案 する。言語 技 術は人 生 に使 える、

自分 の人 生 をどう捉 えていくかに関わる技術 である。ひとりひとりの思 考 回路 にどう使 っていったら良 いの

かを考 えていかれたら良 い。 教 員 自 身 がどう言 語 技 術 を分 析 していくかが大 切 。 教 員 の研 修 にも言 語

技術 を取 り入れていくべきでは。 徹 底 してやる姿 勢 が大切 ではないか。  

 

― ― 現 在 小 学校 まで規 模 を広げて研修 を重 ねている段 階 。 職員 室 でも言 語 技術が浸 透 している雰

囲気 を感 じる。  

 

第二回運営指導委員会  

  日 時 ：2018 年 2 月 17 日  

  参 加 者 ：無 藤  隆  白 梅 学 園 大 学 教 授  ／ 遠 藤  誠 治  成 蹊 大 学 法 学 部 教 授   

／ 村 上  清  岩 手 大 学 学 長 特 別 補 佐  

  中 川 、太 田 、狩 野 、木 下 、江 間 、久 保 、石 野 、永 嶋 、金 澤 、江 添 （記 録 ：今 野 ）  

 

（ 運営 指 導 委 員）  ２ 年 生 のディベートを拝 見 したが、生 徒 同 士 なので、 どうしても早 口 でがんが

んやってしまいがちだった。相 手 に話 した内 容が理 解 されないと、ディベートの意 味がない。相手が理 解

できているか、確 認 しながら話 すことが大 切 である。たとえばあの場 に高 校 生 だけでなく、高齢者 の方 が

いたら、もしくは外 国人 がいたら、あのような話 し方 はしないだろう。今後は環境 、文化 の違 う相 手がい

た時 にどのようにアプローチするか柔 軟 に対 応 するスキルが重 要 になる。  

世 界 のことに限 らず、身近 にも様 々 なバックグラウンドや課 題 をもった人 たちがいる。 学 校 内 にもいる

はず。そういった人 たちに私 たちがどう手 を差 し伸べられるかをよく考 えないといけない。 上 から目 線のよ

うにも聞 こえるが、課 題 を抱 えた人 たちとどのように真 摯 にコミュニケーションをとり、気 持 ちを理解 し、共

に課 題 と向 き合 い、対 処 することが重 要 。  

世 界 的 な問 題 を、地球 規 模の視点 で問 題 を考 えることも大 切だが、身近なところで何 か起 こっている

か、 ローカルな視点 と両 方 を持 つ人材がグローバル人 材なのではないか。  

特 異 的 な環 境 にぽんと放 り込 まれることもある。 そのときに、 環 境 の変 化 にいかに適 応 するか、 柔軟

に考 え、 対 処 できるスキル、 能 力が大切 。 たとえば日 本 に大 量 に難民 が入 ってくる可 能性 もある。 こう

なったときに私 たちはどのように対 応 するか。大 きな環境 変 化が起 こったときに自 分 はどのように対 応 でき

るか。 そういった大 きな環 境の変化 に柔軟 に対 応 できるスキルを身 につけることが今 後重 要だろう。  

そういった意 味 で今後 の S G H の一 つの取 り組 みとして、環 境の多様 性、人 間的 多 様性 、経 済的 多

様性 にいかに対応 できる人材 を輩 出 する取 り組 みを考 えていくべきだと思 う。  

 

― ― ご指 摘 の通 り、ローカルな視点 はスタート当 初抜 けていた。この部 分 にどのように取 り組 んでいく

か、 今後 しっかり検 討 していきたい。  

― ― Ｆ Ｗ として、 東村 山 のハンセン病 資 料 館 見学 を実 施 。 身近 なところにこのような課題 があること

に気づき、生徒が衝 撃 を受ける良 い機 会 となった。その事後 学習 として、再来 週グローバルセミナーと

して、ハンセン病 治療 の最前 線 で戦 ってこられた医師 の方 を招 いての講 演 会 を開 催 予定 。身 近 な課題

に対 するアプローチは生 徒の記憶 にも残 り、 大変 重要だと感 じた。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  先 ほど話 のあった「異 文 化 体験 」 は、 よその国 に行 かなくてもできる。  

たとえば、日 本国 内の貧 困問 題 はかなり深 刻 。単 に「 お金がない」というだけでなく、それぞれの抱

える状 況・事 態 も多 様なので、簡 単な問 題 ではない。そういった状況 が身 近 にあるような環 境 で育 てば、
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自分がどのように振 る舞 えば良 いのか体 験的 に学ぶ ことができるが、東 京だとなかなかそういった経験が

できない。日 本全 体 で均 質化が進みすぎているように思 う。本 来なら、日 本 の中 にも異 文化 はある。そ

ういった環 境 にふれる機 会 を作 ることが重 要 。  

高 校 教 育の中 で達 成することは難 しいかもしれないが、大学 初 年度 ではあえて、悲惨 なニュース映 像

等 を通 して「心 に傷 をつけたほうがよい」 と考 えている。 その傷が糧 になって育 っていくこともある。 これ

まで日 本 社会 は「心 に傷 をつけること」を恐れて、「 無菌 室 的グローバル」を目指 してきたように感 じる。

Ｆ Ｗ などを通 し、身 近 にも様 々な状 況 を抱 えた人 たちがいるということ、そこで自分がどのようにやってい

けるのかを、感覚 的 にわかってきていることが素晴 らしい。その上 で、他の課題 に目 を向 けても良 いので

はないか。 たとえば、 今 日 発 表 のあった人 間 の安 全 保 障 というのは大 事 な観 点 。 先 進 国 であっても、

被災 地 では水 問 題が発 生 し、人 間 の安 全 保障が脅かされる。地 震 の多 い日本 においては、人 間の安

全保 障が欠 けうるということを学び、実 感 させることも一 つのアプローチでは。一つ一 つの課題が他 人 事

ではないことを感 じさせることが重 要 。自 身 からは遠 い紛 争の問題だけでなく、身近 な被災 地 にも同 じよ

うな問 題があることに目 をむけることも重 要 では。高 校生 での様 々 な経験が、後 になって花 開 くことも多

い。 今 は様 々 な体 験 を通 して、 心の柔 軟 さと、 タフさが育 っていくとなお良 い。  

 

（ 運 営 指導 委 員） 先 日 の防災 会 議 でもそのような話 になった。東 日 本 大震 災 では、人間 の安 全

保障が守 られなかったのではといって議 論 になった。新 しい指 摘だと思 う。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  一 度 、生の環 境 に触れる機 会 を持 てるとより良 いと思 う。ポスターも、どうして

もインターネット情 報 が多 くなってしまう。  

例 えば、 水 問題 について調べるときに、 東南 アジアにいけば体 感できる。  

先 日 、 バンコクを訪 問 した際 、 現 地 の人 に「 水 道 を飲 んでみて」 と言われた。 ３ ０ 年 前 には考 えら

れなかった。 今、 国 で水 道事 業 に力 をいれているのでこのように変わってきた。  

一 方 で、 先 ほどの格 差 の話 にもつながるが、 トイレ問 題 はまだ存在する。 少 し観 光 地 から離 れると、

汚 いトイレがたくさんある。わたしたちの世代 はこういったトイレを知 っているが、今 の生 徒 はそういった環

境 に心が耐 えられない。 それほどナイーブな生 徒 たちである。  

 

（ 運 営 指導 委 員） 先 日 、陸前 高 田市 で避 難 所運 営 訓練 を行 った際、皆 でボットン便 所 を初 めて

掘 った。児 童生 徒 は、 もし災 害 に見 舞われたらこういったこともしなければならないということを始 めて体

験 し、とても驚 いていた。カルチャーショックをうけ、それをどう乗 り越 え、自 身 のサバイバルスキルとして

いくかが今 後重 要 になってくるだろう。 そういった体験 は大人 にとっても貴 重。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  かといってこういったことが学 校 でどこまでできるだろうか。  

ただ、 保存 食 は活 用 できるのでは。 保 存 食 を返 すとき、 もし震 災 があったとしたらこの保 存 食 がどの

ように使われるはずなのか、意 識 させてみてはどうか。  

 

― ― ファイナルプロジェクトについてもご指 摘 のあったとおり、 インターネットや文 献 に頼 るようになる。

もっと、 外 に出 て体 験 する、 リサーチできるようなものがでてくればより深 いものになるだろう  

 

（ 運 営 指導 委 員 ）  難 しいのは、発表 しようとまとめる際 、リアルな生活 などわかっていないこともま

だあるのに、「 全 てをわかった」 ことにしてしまう。 本 来 ならば、 学 べば学 ぶ ほどわからないことは増 えて

いく。「わからないことがこれだけ増 えた」ということを大 切 にしてはどうか。答 えを見 つけることができるこ
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とより、 問 いを発 することができる能 力が重要 。 日 常的 に疑問 を持 っていることが大 切 。  

 

― ― 言 語 技 術 を今 後 どのように発 展 させていくか。 現 在、 小 中 に広げていくことを進 めているが、 更

に次 の段階 に進むため、 他の展開 がないか考 えている。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  レポート等 のネット公 開 はどうだろうか。 そこに対 するレスポンスをもらう。  

レスポンスの中 に、 きっと考 えたこととずれたものがあるだろう。 その「ずれ」 に気づ くことで、 多 様 な

文化 的 背景 に気づ くきっかけとなる。文章 をまとめあげていくスキルは、対話 の中 で鍛 えていくしかない。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  言 語 技 術の次 年度 の取 り組 みはどのようなことを考 えているか。  

 

― ― ２ 年 間だけのカリキュラムで、 いかに昇 華 していくかが課 題 。 今 回 のファイナルプロジェクトは言

語技 術 をやっていない 3 年 生がやったため、 今年 の 3 年 は、 合科 的 にやるしかなかった。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  それは逆 に面白 いのでは。言語 技 術 でならったことを、様々 な科目 の中 でどう

取 り組 み、生かしていくかが次の段 階 ではないか。言語 技 術は、実 践の中 で学べるものである。1、2 年

次 は基 礎作 りであるならば、 3 年 次 は応用 の段 階 として、 実 践の場 をより多 く作 ってはどうか。 ここから

一 生 続 くスキルと考 え、 より身 につく場 を提供 する。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  エッセイを書 く力 は大 変重 要 である。 今 の大 学 生 にも今 欠 けていて、ゼミ生 に

も毎 週書 かせている。 日 々積 み重ねないと衰 えていく力 である。 1、 2 年 次 の言 語技 術 での取 り組 みを

見 ると、詩、文章 の分 析 、パラグラフライティングなど、相 当 深いところまでやっていると想 像 する。また、

教 材 としてどのようなものを使 うかも重 要 な観 点。 現 代 は小説 と言 っても、 わかりやすく消 化 しやすい、

おやつのような読 み物ばかりを読 んでいる。 消 化 が大 変だけれど溜 まるもの、 人 生 の中 で考 えるに値 す

る文 章 と組 み合わせることが一 つの方 法 では。 もう一 つのアプローチとしては、 新 聞 は使 っていないか。 

 

― ― 昨 年の１ 年 生 には、数 週 間 新聞 を読 ませ、 その中から興 味 ある記 事 をピックアップさせ、 自分

は何 に関心があるか分析 させ、 発 表 させた。 今 年 は行 っていない。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  高 校 生 には難 しいが、 自分 の学 生 にはフィナンシャルタイムスを薦 めている。  

5 W 1 H がしっかりしていて、解説 もついている。事 実 を知 るための情 報が入 っており、端 的な文 章 であ

るのがメリット。 ただ、用語が難 しいのが難点 。 日 本語 記 事 と組 み合わせて活用 してみてはどうか。  

 

― ― 現 状、 英 字新 聞 制 作 を G L P と一 部 生 徒対 象 に行 っている。 この中 で、実 際の英 字新 聞 を分

析 して英語 の文章 構 造 について学 んでいるが、 どのように全 校 展開 していくかが課題 。  

今 回 G L P 生 が制作 した英字 新 聞の中 で、 沖 縄 の貧 困問 題 と S D G s について書 いた記 事は、 エコノ

ミストの記 者 に「 面白 い」と評 価 された。社 会 に潜む「 悲 惨 さ」を現 実 のものとして捉 え、考 える一 歩

と考 えている。  

 

（ 運 営 指導 委 員 ） 現 実 の日本 においても、どのように S D G s を達 成 するかが大 きな課題 となってい

る。リバブルシティに向 けて各都 市がどのようにすべきか、貧困 をどのように無 くしていくか、高齢 化の中

でどのようによりよい社 会 を作 るか、など、様 々 な課題がある。こういったものと今 自 分のいる場 所 とを繋
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げて深められると良 いのでは。 それを英 語 で表現するやり方 も一 つでは。  

― ― ファイナルプロジェクトをやっていく中 で、「 問 題 を探 究 した上 で自 分なりの解 決策 を提 案 しなさい」

と指 導 している。が、「 募 金 をしよう」「 学ぼう」など、浅 い提 案 に止 まってしまう。いかにオリジナリティ

ある、 深 い提案 にもっていかせるかが大 きな課 題 。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  ある市 の中学 生の取 り組 みでは、課 題 に対 して市長 に提 案 し、「 本当 にできる

ものなら実 現 する」という場 を用 意 している。これに対 しては、中学 生が本気 で調べ、取 り組 んでいる。

社会 、 たとえば東 京 都等 にもっていく場 を提 供 すれば、 本気で取 り組むのでは。  

 

（ 運 営 指導 委 員）  陸 前 高 田 市 で先 日 、「 難民 」をテーマに地元 高 校生 によるパネルディスカッシ

ョンを行 った。 事前 学 習 として、 難 民 について学 び、 自 分 たちの高 校 でなにができるかを考 えた。 本 番

のディスカッションでは、市長 などを呼び、最終 的 に行 政 に対 する提 案 を行 った。具体 的 に自分 の地 域

に何 が起 こっているのか、何が大 事 か、中学 生 、高校 生 なりに考 え、提 案 をもっていくことは大 変良 い

経 験 。 特 に被 災 地 においてはゼロからの町 作 りだったので、 中 高 生 の提 案 したことが目 に見 える形 にな

っていった。毎 年 これをおこなっている。身 につまされるようなことがあれば、子 ども達 はよく考 える。子 ど

も達 なりの大 人 に対 する批 判 もある。 世 界 のどこかで起 こっている関 係 ないことだ と、 結 局 人 ごとになっ

てしまい実 感 が湧 かない。 今 、 自 分 たちが困 っていることに対 する課 題 のほうが実 感 がわき、提案 しや

すいのでは 
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10.  関 係 資 料  

①  ２０１７年 度 カリキュラム表  
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②  目 標 設 定 シート  
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③  英 字 新 聞 （ＧＬＰ）  
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④  英 字 新 聞 （ＧＣＰ）  
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